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教　の　説　く　菩薩行　で　あ　る　と　い　う　こ　と　は　諸先学　の　1　致　し　た　見解　で　あ　る｡国家　仏　教　が　1　貫　し　て　菩薩　行　の　実　践　を　禁　止　す　る　時　代　に　大　乗　思　想　は　何　時ど　の　よ　う　に　し　て　僧　尼　に　受　け　止　め　ら　れ　実　践　を　促　す　ま　で　に　至　っ　た　の　か｡一時　の　情　動　で　な　く　国禁　を　犯　し　て　持　続　的　な　活　動　を　す　る　に　は　相　当　な　確　信が　内　面　化　さ　れ　な　け　れ　ば　な　ら　な　い｡そ　れ　は　何　時　ど　の　よ　う　な　契機　で　出　現し　た　の　か｡　こ　の　こ　と　が　日　本古　代　仏教史　の　問　題　と　し　て　き　ち　ん　と　位置　づけら　れ　て　い　な　い　の　で　は　な　い　か　と　思　う　T)　｡

大　乗　仏教　の　運　動　が　膨　葬　と　し　て　広　ま　り　五　百　年　の　間　を　通　じ　て　思　想的　に
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た　と　考察　し　て　い　る｡　二　葉　氏　に　よ　っ　て　瑞伽唯　識　と　り　わ　け　『　稔　伽　論』　｢　稔伽　戒　｣　の　教　説　が　行　基　の　主　体　形　成　と　大　乗　菩薩　行　の　実　践　活　動　に　不　可　欠　な思　想　と　し　て　位　置　づ　け　ら　れ　る　こ　と　に　な　っ　た｡　二　葉　氏　は一貫　し　て　仏　教　思想　を　ど　の　よ　う　に　受　容　す　る　か　を　重　視　し､古　代　国　家　の　仏　教　受　容　は　伝　統　的な　民　族　宗　教　の　延　長　上　に　現　世　利　益　の　呪　術　的　効　験　力　を　期　待　し　た　も　の　で　ある　と　規定　し　こ　れ　を　律令　仏　教　と　名　付　け　た｡対　す　る　行　基　の　仏　教　受　容　は　自我執着を　断ち､自　己　否定　の　出家性　に　た　っ　て衆生　救済　に徹す　る　も　の　で'こ　れ　を　反律令　仏教と　名付　け　て　両者　の　仏教的立　場　の　違　い　を　鮮明　に　し　た｡『稔伽論』　｢稔伽戒｣　は　そ　の　思想的根拠　とな　っ　た　と　し　た｡

二　葉　氏　の　論　考　で　簸　伽　唯　識　論　が　行　基　に　内　面　化　さ　れ'仏　教　活　動　の　根　底

に　位　置　づ　く　と　い　う　問　題　と　し　て　把　握　さ　れ　た　こ　と　は　思　想　史　研　究　の　上　で　重要な　展　開　で　あ　る　と　思　う｡し　か　し　問　題　は　い　く　つ　か　残さ　れ　た｡第一に　｢　稔伽　戒　｣　は　『　壌　伽　論　｢　菩薩　地　｣　十　六　巻　の　1　品　で　あ　る.菩薩　行　を　多　面　的に　説　く　他　の　巻　々　と　の　関　係　は　ど　う　で　あ　ろ　う　か｡第　二　に'　二　葉　氏　は　行　基集　団　を　行　基　と　圧　政　に　苦　し　み　行　基　に　追　従　す　る　下　層　民　衆　の　私　度　層　と　い　う構　図　で　捉　え　て　お　り､　そ　こ　に　豪　族　や　知　識　層　の　積　極　的　な　存在　を　兄　い　だ　して　い　な　い｡　各　地　に　分　散　す　る　四　十　九　院　の　運　営　や､大　規　模　土　木　事　業　を　いか　に　偉　大　な　行　基　で　も一人　で　実　行　し　た　と　す　る　の　は　非　現　実　的　で　は　な　い　だろ　う　か｡組　織　と　指　導　層　を　明　ら　か　に　す　る　視　点　が　思　想　追　究　の　土　か　ら　も　今後　の　課題　と　な　っ　た　と　思う｡
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井　上　光　貞　氏　は　行　基　の　仏　教　活　動　を　具　体　的　に　伝　え　る　唯一の　史　料　『　行　基

年　譜　』　の　史　料　批　判　を　徹　底　さ　せ､信　悪　性　が　あ　る　の　は　『　年　譜　』　中　の　｢　天平　十　三　年　記　｣　と　い　う　社　会　事　業　の　所　在　地　を　郡　郷　名　で　記　す　公　文　書　の　み　と論　証　し　た　(4)　｡｢　十　三　年　記　｣　に　記さ　れ　た　事業　は　総合的　で　相　互　に　関連　性を　も　つ　大　規模　な　ス　ケー　ル　で､仏　教　が　普　通　に　い　う　弱　者　の　慈　善救　済　を　超え､畿　内　先　進　地　帯　の　交　通　と　開　発　と　い　う　生　産　的　土　木　事　業　と　指　摘　し　た｡井　上　氏　は　そ　う　し　た　事　業　の　背　景　と　し　て　三　階教　の　影　響　も　推　測　可　能　で　あ　ると　し　た｡行　基　を　礼　弾　し　た　語　の　な　か　に　｢　妄　説　罪　福　｣　が　あ　り､古　記　は　これ　を　｢　焚　天　経　辞　｣　と　解　説　す　る｡焚　天　経　は　焚　天　王　経　で　三　階教　の　偽　経　であ　ろ　う　と　の　考　察　か　ら　行　基　に　結　び　つ　け　て　い　る｡ま　た　道　昭　の　入　唐　時　期　が三　階教　の　盛　行　の　時　期　で　あ　っ　た　こ　と､道　昭-行　基　の　線　か　ら　も　氏　は　可　能性　を　推測　し　て　い　るが'　1　方　で　疑点　が　あ　る　と　慎重　な　発言を　し　て　い　るo

行　基　の　教　化　は　豪　族　層　が　生　産　活　動　へ　の　意　欲　を　か　き　た　て　る　現　実　的　実　践

倫　理　の　形　成　に　大　き　な　影　響　を　与　え　た　で　あ　ろ　う　と　指　摘　し　た　の　が　長　山　泰　孝氏　で　あ　る　(5)　｡二　葉氏　が　活動主体　の　行基　の　思想を論じ　た　の　に　対　し　て､長　山　氏　は　教　化　を　受　け　た　豪　族　層　が　ど　の　よ　う　な　主　体　形　成　を　し　た　か　に　注　目し　た｡行基　が　豪　族層　を　惹　き　つ　け　た　内　的　契　機　を　考　察　し'大　事　業　達　成　の要　因　を　推　測　し　た　点　は　大　変　興　味　深　い｡　し　か　し'氏　が　教　義　そ　の　も　の　と　の関　連　を　捨　象　し　た　た　め　に　結　果　と　し　て　現　象　か　ら　の　説　明　に　と　ど　ま　っ　た　点'行　基　の　教　化　を　｢　宗　教的　激　情　｣　と　し　た　こ　と　は　大　き　な　疑　問　で　あ　り　課　題　で
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婦　を

地　豊

は行
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技　役　支団　に

管追貢そもら

原跡進lつ′と
ヽ1
め和

正　氏集　団そ　のよ　っる　工中　に須恵

さ

団　のの　匠長　け地　域て　も

守しやしにに泉がの具て人陶器ら主丁たの勢

京たあし也拷関体発邑坐に要に土農力

逮官内女つ
た方揺係像表管の

産九な始節耕を

立　さ人　層婦　女性　層た　民
点　が

の　渡し　て'　まを　明さ　れ掌　氏須　恵
管掌

〇　年位　置ま　り氏'開　発も　っ

れのの
の衆

重
莱ヽIVたらて族栄

氏
代を

た支力支で
要

系た土
ヽT
カ'l_ ′Vが工

族
の

占陶秦大
＼-. ∨

が持
役

持は
な

技が節
にる初人

名
終め邑野規た

を
負

をな

勝浦推　測
担　と

推　測
　ヽ　　ヽ-. ∨

氏　は　計し　た｡
優婆夷

提　起　と　思
術　者　集(18)　　､

し　て都　市
^フ　0

帳　手　実ま　た　女
得度年

る｡在住　の　下

ヽ一
､ カ性

節
也級

らの刺の官

≡参
限

農人

条甘且刀
の

莱層

三に関共を

坊つ係同莱

のヽIVを体証

住て考のに

人も秦檀よ

等力し括り

団
田

が
村

行
園

基　を　支　持
澄　氏　も　行

氏　と
す　る(20)期　行に　よ

が　何
わ　りる　こ

の論
0

塞る

関
考

係
が

を
ltヽlu

描
○

締　し　た
年　代　の

井
隻瓦

人　も　見

山
団が

ら

の　須の　木模　に秦　氏

に
と忠工行等

ヒ｣｣｣
を

器技
＼>が

条
論

工節

氏の存
れ

勝

は
中荏

る
貴

和泉　陶心　に　あす　る　こ
こ　と　か

氏　は　技

行

証
人者摂基

し
隻集津を

て　い　る
団'　古団　猪　名為　奈　野支　持　し

し基
(19)終邑つとら節(21)壁部

ヽ一
､ 乃

築氏ら各

こ陶0
り須こ人証隻氏造

と邑こに忠と名し団は以山嶋で

の井罪を瓦たが平莱育

早須点山坐土に0行城土慕河塞

く恵を温産塔は

石栄継千に人陶

母工承氏漢名邑

田人しにわ瓦の

塞京木野辺集

拷氏節潔
/ i
めが

隻中に草チ古請
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土

技　い

と 　o

よ 　 九 　 的

秦

の

優　ん

婆　だ

夷　が

得　で

度　は

さ 　 そ

施事秦る占るをすろ点る六新をれの

諺須莱氏こめ0きるんが考0午た宿るみ以知

を忠のはとるたたこで今古にな
'

､ カのの上識

建港関
｢

でこだしとあ徳学九行局しは氏のを

読工係行技と技てはるの上九わ面たそ衆よ率

す人は基術を節
＼IV

難が課
の○れを行れの

一れノ
ヽ- ∨

る隻すと者明者たし

上
団で技集ら隻こヽ-V

で　大
'　土に　吉術　者団　とか　に団　とと　が(23)

き　な

役割　を

こ　と　を　論　証

､　行
題と

発　掘年　のた　土開　く基　集ら　の
存在

に　行各　種

塞
し成山港貴団読

は
基事

等
て

莱城の
重に考

従
の莱

節田集そしの輿
0

の
残

は国全なつで
莱

知を

教　説　と　の　関
っ　た　と　思　う｡

同　時　代　史　料府　跡　の　発　掘面　的　な　発　掘
史　料　の　集成い　て　の　考　察

れ　ぞ　れ　の
証　を　し　て　い

ら隻上氏が級An ノ

そ団で族ヽ

れ　らのもとそ族あ

中新しYn ノ縁ろ

をでたてし的†nノ

総主なのたなヽ｢
､ カ

揺要発存契契0

る術
(22)

的な展蘇樵樵そ

に位とにをはAn ノ

行ヽ論置
ヽLV動推もし

塞レし｣Tじをえ揺刺ちた

定に
(24)

悼九つ○

て　い　る

示　さ　れ　た'
説　を補強す　る

識　と　し　て　の指　導　し､　教

僧

拷たは婆

つ0
進塞

格.1 ヽi Z !てま
(25)

族

を午行た

もnJHJ塞そ0存

つ二研の注荏

て○究成目

ヽlOに果さ名
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氏 　 し 　 者

せ　る　ま

行

北　山　茂ま　く　上主　と　が度　を　容り　民　衆氏　の　説と　な　っ木　事　業の　論考

行　基

(27)　　　｡
あ　た　っの　指　導

で塞夫層
ヽI U l認のでてがで隻

に隻氏秦たし宗はヽI H v
分は

団
育冒で族0た敬集な裂官

を

てにあ出天こ運団
ヽl = V

た豪つ身平と動の0

の　中
僧　尼

の族た
の≡はを上天で

は　ど
出　身(26)僧午南無層辛行

尼に者力に三わ
う　い

の
0

と行のレしイ
.ヽ､. ∨

年れ

う　人

僧　尼
氏　は

基間した前た

l

隻に

々

が
行

般団距

の

組　織

刺見
｢

でた

がえ知あ0

存る識る行

てを荏倭七と塞
氏

計受し婆百分集
は

画ヰノ
一lUTt

行基　集

存在意味性　の　観　点
団　が　総　合

た塞九析団

の　立　案　者る　技　術　労こ　と　を　推
練信や　大

人　｣　と　記し'　こ　のの　組　織　性

'　そ働　者測　し

が
^
カ的

れやて

よ僧後と
間らな

を非
ヽLv

A( ノ尼
J P
めす

わ

で
ヽト ∨塞

農で離とがらる

あ
た

の
氏倭を企行宿の

間

れ顔

て

つ
こ逮

大行つん基発も
ヽIV

たと動衆すくだにレし′　ー堤な

るln ノと従す莱
ヽr i

に

し

た

農
受技る

莱
け術0

領　日　下
さ　れ　る構　成　はを　指　摘

部
の
首　名麻

は　寺

行　基　道し　た　論

施た労ま
呂

屠場考

読
辛働た

等
住

■

と

を
務者和

が
の般し

建担と

だ　ろIIV内そのつる的と
の

設当
ヽLV

ち部の部朝認た行で
ヽ-=V

は
す者つ

ー(ノ早に出倭廷識契塞はえ
長

る

泉
寺

私にて

監
の

痩見注

知管僧ら目

やた識理とれさ

'
､ 刀く道身婆はを機のなよ

山
場技系経

に周るれ

0持場で塞そ示や道
＼IV

棉であ倭のし役堤と

しとる婆分た割建忠

た
/ 'く乞夷裂0が立ちノ

のろ食ににと｣T間と0

はを坊得よ山港土氏

[フ　O
泰　孝

合　そ術　持続　的を　例当　た辺　のも　のる｡

氏
の導なにる荏とし

で実者組輿立家推
ヽイ
め

蘇級場伝刺し

るにそ体に



想 　 の 　 家

と 　 の

教 　 し 　 豪

義 　 て 　 族

の　位　集

間 　 置 　 団

』　ら　が

宝　弟　石

亀　子　村

三 　 の 　 喜

( 　 存 　 英

七 　 在 　 氏

のにづ題に倭る
ヽ■LVが勝てを栄だに要

論専けと同荏婆よるて王得さがろ見悼同あ注

へじる目

道　場の　観く　行
(29)

し　て

た　よお　りも　氏
る　と　考

An ノが
え

に僧捨
る

行目刺成解

塞し瓶さを

集
た

記れ示

と層核寡蘇運自
こ　と

ヽ1
め出に塞成動悼

に
ら身置なさの

行尼象
0

団(28)』てし見者
ヽIV

考れ独道

行　基徴的

あ要弟あ

基　集　団　を　支　え　た　在の　存　在　が　重　要　な　もし　た　行　基　集　団　の　思の　中

0

に＼I Vたてとた秦て

る悼チる
自場

のを秦
0

｢

る0得しこでヽLv性が
で指成氏

で氏
弟とま皮たとあつを拠

は描と
ユよ

｢
は千見た条0はるた社点なし'Lv

『
朋　党

こ　の
僧　景､　朋こ　の件仏長と

ヽ一
め会と

.ヽtHvてJn ノ蘇

に敬山忠と辛な
ヽ一

､ 刀
＼Lv

観目

｣弟静栄倭
ヽィ

､ カ逮氏Jn ノ
＼Lv莱つとる点本

とチ｣の婆な動の0^ つ/のて忠
のヽ一

力舵

秤をと中塞^n ノの級間こ港
＼LV

ば行記核倭法描織題と渡る

れ塞さと婆華導悼はで施こ

たにれな夷経層のこは設と

行従てつもやと指のな逮の

塞An ノ
ヽ､ . = Vてや最し描朋ヽIV読塞

^フ　0
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記に 　 が 　 て 　 下 　 導

は 　 証 　 い 　 無 　 者

高

位

七たれ
ヽ1

､ カ践道料レし′l層成てる身に土れ

二　)僧　とた　でら　そ面　をを　歩批判と　兄と　LL 〜貴重行基｡　弟氏　族

午しきの塞まがヽて仏な隻チ

にてご辛梶し宿

十逮と統しめ
'
め

よ　っ　て塔文字た 　(30)半位を

教化の　高教運論考団　の集団中　に公　開瓦　の

0

も　つ

禅師ば　れと　解を　検､戒た　とさ　れに　よ弟　を動　ので　あ知　識の　階は　所さ　れ発　見
詳　し官寺

がてし証行してつ描紘

任命
ヽIVてしやて＼LVて摘大

る　との　組層的属寺た　もに　よ
く　は

の　僧

徳
ヽlな多し再忠織な院のつ

柿の

さこる行レし′ーるヽLV

れと0塞を0こ

く　のた　点生　産'フ　0性　を類　別ま　でで　あて　は
論　に存在

た
ヽ｢
力行の行氏と弟はを

中ら塞弟わの等子行企

弟チし蘇間僧塞図

行こチ秦め証磨をがし

基　弟れ　はの　法成　はて'こ　まi　　　　　■-,.1
が　あ養成自集て　い

子　四行　基義　以教学自　己従　来る　がし　た団　のた　こ

人の下の修積

が運二節練み行
ヽAでを

戒動十鉾と重塞An ノ普提

行･禅行の　l　面名　に　つの　み　で済世利ね　ら　れの　仏教観点'薩行実起　し　た

が
ヽLVな氏て宿そ践ち

に蘇てくのき動の者の

秀　で示　さ史　料'　実菩薩た　史を教指導を　養と　し

良と記るぼ譲が

も各録が同る明

如隻す史時0ら

実団る料代こヽ一
め

に　示毎　の
1　級の　信に　近れ　にに　さ

す史指　導の　史潜　性い　史よ　りれ　た

料局料に料行○

がので疑で塞

｢

存あ念あの

大僧　正在'　摺る｡　日を　残　しる　こ　と指　導　層

で　あの　出倫　氏た｡明　さ師位

こ　う　し

お　わて　み

り　にて　く

る　と

行

団

秦

族　層

出身

の　官僧
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が　想定　可　能　で

あ

何　で　あ　る　か　と　いの　問　題'ま　た　そ察　を　本稿　で　の　主

る[ つ/の題

0課田か

問港悲

港がが

と　し　た

は残行ヽIHv

彼つ塞0

等

の　結束が　何時　頃始　ま　り'結束　の　紐帯　は

た　こ　と　に　な　る｡第一節　で　課　題　と　し　た　思想の　み　な　ら　ず　彼等　指導層　に　も　っ　た　意味　の　考

注
(　1　)(　2　)(　3　)

野村忠夫二

(　4　)　井

家

(　5　)　長

人究

(　6　)　吉

七

(　7　)　｢

九

莱九)　)上と山文』田

上　薫　『憲　香　｢六一㌧

｢　行基　｣行基　』
行　基　の後　『古

日　本歴史』　五　六

7　九　五　三　)

弘　文　館　一九

と　く　に　｢第　五　節
光　貞貴族泰　孝

･社
塙書靖　雄

｢　行

社会』
｢　行

会　科
戻

｢　行

基　年　譜'

吉川弘
基　の　布　教学　』　一九

戻忠
塞に

律令　仏　教想史　研　究
の　実践　の

天　平　十　三

五　九　)｣　(『南　都　仏教　』　九』　(　永　田　昌　文　堂　一九　六
仏教的基盤　｣年　記　の　研　究　｣　(　『律令　国

鰭
豪

一九　六　九

族　｣　(　『大

一九　七一

)阪　大　学　教養　部　研　究　集録後　『　律　令　負　担　体　系　の　研

九　七　五　)

基　の　思　想

基　盤　に　つ　い　て　｣　(『　ヒ　ス　ト　リ　ア　』　第　九

号《知　識

1　)

一九　八仏教》原　題　｢

二　)

と　行　基　｣
道　昭･行

『行基　と　古代　仏教』　永　田　文　昌堂　一九と　そ　の　集　団　｣　『鎮護　国家　と　呪　術　』　(　図



1 

説日本仏教の世界〉中井真孝「民衆仏教の社一九七三)志水正司「「稔伽師地論」出版一九九四)

井上光貞前掲注

(4)

「行基という一民間僧の手によ

かくも大規模な、交通と開発とが畿内には展開していである」は代表例であるが、二葉憲香前掲注

(3)

、石母

田正「国家と行基と人民」(『日本古代国家論』岩波書庖一九七二)、中井真孝前掲注

(6)

等の論考も行基カリス

マ論である。また平城京役民や行路民の私度僧を初期行基集団とする田村園澄「行基と平城京造営」(『史淵』一一二号一九七五)、北条勝貴「行基と技術者集団」(『行基事典」国書刊行会一九九七)等の論考も指導層を想定しない点でこの系譜とみてよい。ただし、これらの先学が行基の活動を支持した層として豪族重要性を認めいる点はほぼ共通している。井上薫前掲注

(2)

井上光貞前掲注

(4)

長山泰孝前掲注

(5)

8 

二巻
群像」

一九八九)
(『日本古代

9 

検証」

(『古代史

。

の
存在

111 

321 

の
仏教と

民衆』

の
検証』

東京堂

の

て〉

評

論

て、
た

の

て

圃 21 -
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七

八 　 陶 　 が

(　1　4　)　栄

念

(　1　5　)　森

■

(　1　6　)　岩

委

(　1　7　)　勝

と.1 ヽi Z I

(　1　8　)　石

店

(　1　9　)　田

五

(　2　0　)　井(　2　1　)(　2　2　)(　2　3　)

器眉こ~｢｢吉吉行邑

原　永　遠　男　｢　行　基　と　三　世　1　身　法　｣　(　『赤　松　俊　秀教　授　退　官　記国史　論集』一九　七　二　)

浩

｢　大　野　寺　の　土　塔　と　人　名　瓦　｣　(　『　文　化史　学　』　第一三　号

九　五　七　)宮　未　知　子員会　　二
浦　令　子　｢民　衆　の　参

｢　文字　瓦　の　分析　と　考察　｣　(『史跡　土　塔』

〇　〇　四　)

堺市　教育

柿)山坐条田田塞窯

後　『

田　正　｢一九　七圃　澄　｢

行　基加　を日　本国　家二　)行　基

のめ
育

と

活　動　に　お　け　る　民　衆　参　加ぐ　つ　て　1｣　(　『史　学　雑誌
代　の　僧尼　と　社会』　吉　川　弘

行　基　と　人　民　｣　(　『　日　本　古

の　特　質　-』　九一文館　　二代　国　家　論

都　市　住　民三　　　1　九〇　〇　〇　)』　岩　波　書

平　城京　造　営　｣　(　『史　淵　』

一二　号

一九　七

温　子　｢産　者　と勝貴靖雄
靖　雄と　須跡　群

和　泉の　関
行　基行基

前　掲器　集調　査

地逮

方　に　お　けか　ら　-　｣

る　行　基　集　団　の(　『史泉　』　第　六

形　成　-　と六　号　　一

と　技術者集団と　律令国家』
注　(　2　2　)団　と　の　関　係結　果　で　は　陶

｣(

での邑

(

吉も輿が

国書刊行川　弘　文　館陶　邑　の　須機　と　し　て産　業　の　衰

会恵
ヽI . = V過

一九器　産る　が期　に

九__ ＼iZ

莱そ入

く九
九七

ののる

に_.ヽi i Z I

七　))

衰後の

須　恵
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世　紀陶　邑身　のの　で

(　2　4　)　『　山

山　崎-　文-　遺

(　2　5　)　清　水(　2　6　)(　2　7　)(　2　8　)(　2　9　)

塙
レし｣T世座長人究栄石究

(　3　0　)　岩

後　半　と　さ　れ　て　い　る窯　の　歴　史的　研究』論　考　の　中　で　も　秦　氏
は　な　い　だ　ろ　う　か｡

城国国府跡　の　発掘
町　埋　蔵　文　化財　調査字　瓦　衆　成-』　堺市構編-　｣

(中村　　浩　｢陶　邑窯　の　発　展　｣　(　『和泉
芙蓉書房　　二　〇　〇　1　)｡ま　た　北　条　氏　白

に　つ　い　て　は　動　揺　の　兆　候　は　見　ら　れ　な　い山城国府跡第　20次　発据調査　略報-大
報告書題　7　集』一九　九　〇､『史跡土　塔教育委員会　　二　〇　〇　四　)'『史跡土　塔

み

書房山　茂紀　』日　本山　泰文･』　塙原永村喜

き　｢　行

1　九

夫　｢　行東　京　大
歴史　3

孝　｢　行社　会　科
書房遠男

英　｢　行田良　洪知　子

基　集　団　徒
九　四　)'岩

基　論　｣　(　『学　出　版　会

山　崎　院宮未知東方　』

の　造作　｣　(　『続　日　本　紀　の　時　代』

『古代』　3基　の　布　教学　』　1　九

と

一九

岩波書
豪　族　｣

千
二　四五　三店

前掲注　(　1　6　)

1　九　四　九　㌧　後

)'　｢　天　平　文　化　｣一九　六　二　)

『　万　葉　の(岩　波　講

九　七　7

『大　阪　大　学教養　部
'後　『　律　令　負　担

研　究集録体　系　の　研

一九　七　五前掲注　(
基　の　弟　子

博士　頒寿前掲注　(

)1
列

記1

4　)

伝　と
念会編6　)

二　の　問　題　｣

山喜書房

(　『高

一九　七

僧　伝　の　研三　)
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でにこのれ池環の行をに鳴俗れ

第　二　章

は　じ　め　に行　基　はあ　ろ　う集　約　さと　が　重事　跡　とる　道　場･溝　等で　あ　り前　半　期っ　た　背駆　り　立止　ま　れす　る　と慕　レ化て　追　従

秦0れ要しをのに景てぬこ
追

し

良　時行　基る　とで　あて　共畿　内潅　概教　化'　当こ　まLt　　　　を■た　も忠ろ荏
た

ヽIV

が者
の

代の認る過各施の時何の
ヽ
カ

あ

『稔伽師地　論』　と　行基集団

最　も　多　く

活　動　を識　し　てと　思　うに　語　る地　に　建設　や　橋一語　にの　律　令が　あ　っは　な　にら一念っ　て　実

見　る

の　人　々と　き'

ヽi0の立収がた
ヽ一
力発

践

た同はし津欽禁の0起

古　代時　代
｢

た等すじで当し

に　赴　い

動　以　レ千
ろ　う　か

数　｣　と

行　基

教このるてあ時た
たヽLV

の

のなレし′　ーと交事ヽIVろのの
の

わ仏

に彼人＼l｣が逮莱たーハノ氏
ヽ【
め

ヽ1
カれ教

影　響の　仏　々のし　没で　あ何　よ施　設で　あ民　間
ヽ【

･ カ衆0

0
る実

0のま『人践

を敬考徳るn ノをつへ大状た
蘇

々の

与宿え間
(1)

も築たの規況は

え動方も雄
ヽLvと

たがをな0弁た
＼Lv

布　教模　なが　黙経　典

僧
｢

受く四にこえ
( 2 )

氏梶の

と敬十ノJdの十そとる

本紀』　の
行　基　の泉　を　明

間で戟
行

説ら

ヽLvレし′ 　 ー止史九れも0を布きえ
塞く

ヽ
カ

つ｣め料院を敬秦大敬ずに伝何に

てのてがと請レし′　ー良々へ

お行よる

ヽ- ∨請く塞ば0

潔がにし

の一時　代的　に行　基止　むく　共
｢ 道

惹　かよ　Aフ
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目　を場　と

平　教

と　す筆者

行

ら　研で　きマ　性nノ､さ　れは　あの　意制　さ
( 3 )

説　は資　質基　とが　特

第

ら'

るが塞究るに多てま識れ0近を彼徴二そのを

こ行を史○求く
ヽIVりがて行午決にではの意塞

の塞動を第めのる塞

チに
ゝ
めた

偉塞に定率あ行忠識視

る氏0視力大の至的
＼>

る塞悲状し

つしどはも衆こさりな莱るなら
0

の
的況

マヽしたるのをこれス呪践まもれ

もて
もと行で惹でてマ術しでのる

塞あきは＼l的者た樵と氏
塞め

は

研に
何

究も

者　に　と

そのるつ行な呪た数強み衆

こ実0十ノ乙一塞
ヽ>術ら々くてと

ヽ1
' カに践山動が0者ざの存

ヽLVヽ▼LV

っ　た　疑
'　そは　大を　行林　修員　しど　のむ　しを　求る　を偉　業在　す

つ
問

のき塞行たよろめえをる

ても
忠く個に呪An ノ敬たな

大こ
徳二人よ術なレし′■リーこ

ヽ｢
め彼

( 4 )

る　こ　とう　構　図

きこ
的つのつ者仏のとつの0基く

なに育の偉てと敬対

関　心あ　っ景　は

た早こ隻イ

傾大獲
ヽIV忠負行こ鍾の団メ

向な得An ノ悲で塞とし説は

辛たhiiiil
女を人し像のあほがたでP良ジ

と　な　っ　て　き　た｡0何　と読　み格､たが影つ氏蘇呪は氏さ

塞前響た衆調術

ヽLV敬そ威面を育のさ力行でて

う　関　心る　こ　との　カ　リ神　験　にに　押　し受　け　た代　の　民願　望　にれ　てに　求基　個あ　りい　る

ヽlめ人こ

｢ヽ

､ カがスよ出
ヽ1
め衆規るるの行と

宿梶
よ明

動
拠

り
ら

に
を

もヽ]
･ 乃

こ

教
究

敬し

教
し

レし′　ー

よ

義　が　大

き　な

た　論考群　で　あ
の　主　体　で　あ

を第塞

与
▲

が

う　と　し　た　も　の

あ

る

え
の

影
『

た立響蘇

ヽlと受本

う　見異　なけ　た紀』

也り仏天
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ノ■ヽ

『　環

境伽

伽 唯 た る

i琶そ

論識
』
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な 　 に

傾　疑

解　論　は
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磨て也ののるのを

宝説｣意史の中重し

ち考代ま行で階めたも相

がにた基あ敬と

元がとを料がで梶
ヽ_
め行多は瑞にる』す後相と

(

分
ヽlJV了で井もLL基

ヽIV法伽影とをる逮慕解

七^
めAn ノ解あ上

四　九　)れ　る｡
一文　でし　た　とる｡　こ

薫　氏

菩薩行

午すあ
lヽIV

二なるAn ノ

丁
ち

の

のや
実

稔二
践

こjiiJ]
勃莱

を

行の唯塞
説

酉｢塞記識香
-ヽ､レ

条初
が事が氏

て

その0棉唯響す重商すは釈

行　基
の　後実　践こ　の宗識をる梶都る成す

がの与0す六が立る

の
のの立成観えまる慕行しこ

実
行育堤立念たた説が塞てと

践
塞景はし性も

に
研に主てを

与

え

も成のヽIV

の防あ立節なま

究瑞と
ヽIV描は代るすと

'
･ カた

た
で

【引一一
*しな描広中

( 6 )
るさつ簸

影
は唯て

ヽ1
､ カしく国のれた

nH
励

大の0はる
( 8 )

唯

塞T 丁イ一つ-るを
先読E :

功た莱乗氏た一丁′ノ1道

基　伝

読
し　た行　基の　実基　論『壌

中
二稔

との践で

き学宿あ

I :*

識

拷
述を唯こ践請衆し塞昭0論

摘　し
し　た見　る識　論と　を家　行経　典仏　教

ヽ一
めのがしを

に漢玄
ヽ一

､ カ観

両ユ ロLP

て
行こ甘凪只樵塞がに日後契し念

ん動る
地

ヽ-=V

塞と法拠
へ

説強本とに筆的

る識稔だの0

論』
る伝に棉ののく

ヽ- . Vにさ学者と

一文論一伽　唯教　学根　本両　氏
(　以( 5 )

の　記否　定宗　と
1　つ

影　響菩　薩影　響おれんは片

＼Lvてだ壌付

識をとは下0
辛的しとは行をてtヽlV時

口魯十ノJO

是即論伝な

非了
をえっ

巡意び唯と

し疑のも法る点堰る

行て間宿つ目士｢
( 7 )

で識見

間向塞
＼LVと田た宗

をののるし忠
『

を0磨P良に

も論時0想三初まに法疑
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間　を　も　っ　て　お　り'　こ　の　点　の　解　明　も　本　論　考　の　課　題　の

つ　と　し　た　い　と　思

I( ノ

近

団　横と　は

年､成　に早　く

尼
＼LV

と

(10)

り

た　か　と
(ll)

支　持　しの　こ　とは　な　い家'読い　と　思

はだ

史　料　のつ　い　てか　ら　指わ　け　官
｡　し　か

･フ　こ　と
民　間　で

行　基　と改　め　てろ　う　か

新　た　なの描僧
し

に
の

と背0

解　明さ　れ尼　の
行　基

に　つ

教　化
も　に景　と

解　読　やが　進　んて　き　た存　在　を
が　畿　内　豪

い　て　は

活　動　を　禁
民　衆　教

発　振　史　料　に　よだ｡　畿　内が　(9)　､無　視　し
族や

こ　れ
じ　て

レし　こ/-　　I･･･=-

本　稿

二稔　伽　唯　識　論Aフ　0

な　る　行　基　ので　は'　こ　の即　了　二其　意

官
ま

'LV

率仏梶也

て
僧

で
る

先教点
｣

の　豪行　基行　基
尼　に

十　分国家し　て思　想か　ら
の　真

り　行　基族　層　が集　団　を集　団　を
な　ぜ　大

に　論　じ
の　膝　下

携　わ　つの　解　明改　め　て偽　に　つ

の行棉請きら
で

支　持　者　や　そ　の　集基　を　支　持　し成　す　る　多る　こ　と　はな　影　響　をれ　て　こ　な

彼

た　の　はを　迫　っ行　基　伝
い　て　検

等　がな　ぜ

＼Lvのを

くで与
ヽ一

､ 力行
ヽ一
める

｢
一一五
力

た　この　僧き　なえっ塞0の初え

得たをこで出た

第一節　　玄　莫

の　イ　ン　ド　求　法-　『大乗稔伽

師　地

論』

を　も　と　め　て　-
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三 　 意) 学 暗 伝

軽 し 年 ん 詞｣
レ

生て

殉 い こ い

六が辛宗時唯道識本て明そ

行
(

進しは期請日昭とにはらの
『

塞七めて成で読本のれノもす
ヽ【
め

が九らヽ- ‥V立あ｣に唯わたでに

ば各し歳そ

地
ヽ1
めのの

意義続高玄　英の　高し　学時　衆事　情

壌七れたしると本識けらにすを僧は僧ぶ疑を

.過
価)て時てヽ,

めし格忠
『

し先る
考伝十を程を

｢

唯午
ヽIV

期おらた的悲簸た学た
秦』磨

に
解玄

識　論に　撰た　時と　み
れノ'(13)

の　はな　唯

を進期て紘

学　ん　ださ　れ　ては､　官
よ　い　で

と　記　す　『　続　日　本い　る｡　こ　の　巻　をが　行　基　に　関　し　て
あ　ろ　う　T2)　｡　ま

相　宗　と

行　基　の

三　論　宗　が　勢　力　を
教学　を　法　相宗　と

紀令比た二せ

伝伽ものめ
し

の歳訪疑汰契

莱論の
描

に
て

｢
で

し間
す

伝
意

識に
』を

描

味　が　あ

ゆ京経て
は

る
｣

敬疑
の明

が改
き大磨

当
潔

学　を
義　を

も　っ

っ　て　の　こ　と　と解す
伝　え　た　の　は　玄　英

も　つ　説　も　あ　る　が

ら　か
あ　る

め　て
た　い｡

た　特　別　な　意に　す　る　こ　と
が　(15)　'行

唯　識　思　想　と

咲は塞り

をで
の

わ

るに
(14)

抜き実け

』む較
こ

分ずべ学

巻前的
のしにきんに

＼I . = Vと
稔

第半正時てわでだ玄し0

の
伽

十二確期論ざあ追契てこ具論

七十なに争わろ昭に

は巻情はしぎFn ノでと道点的の

延の報南て
｢

○あ
っ昭に関伝

磨蘇を都
ヽLv檎

十寡入六た伽

るてが関係莱

0唯目しをと

慈　恩
･法

時　求
ま　り

た　め　に
は　次　の

寺　釈　玄　英　伝　｣
華　経　と　い　っ

め　ら　れ　る　最高
､　つ　い　に　貞

単身　イ　ン　ド　へ
よ　う　に　記　す

(　以

た
の

観

大
仏

≡

下
莱

教(

行　く　こ(16)　　　0

経教六
と

｢

典学二を若

莫
をを九決不

れ後0九0



了
ん後義

で 　 進 　ti

輿
使鋒文経　百

29

六 　 も 　 と

響要寧殉るびだたが
＼I H v

寺威伽南中た
｢

も玄

往返綴じこ大
『

ま
ヽ一
め

｢

A( ノはで論三

二華　背二束　華

｡何　能俸　二揚

二想華　胃と　は唐　国境伽た'

だ会に莫

と壌戒唯あ』痩百学宗
『

の

間
口助賢識つを請論者論壌

『
於

(
でに論イわ等はのた学義がが｣刊コ

S瑞

檎
仏きも

』
ンれ論

『
紘0びし

倭あ三請伽

｢iiia
勃

戟なたのド
｢

｣成灯痩にた勢れ千』論

ヽLVら
実

の
答

の唯を山莱とで
こ煩も』

す
見

ナ従学識伝

二支

二成　言
0　　　.日‖■

貝

年　二

先十

にのこ

赴俊そ

0賢九ヽ｢
め英我

用高也
なのが

に　あ

ン　ダ

っ　た　の

n K H召刀

た
ヽ- ‥ ∨

あ
れをまに

習論え香若An ノ
つ

の作た対

嶺き0

た
是り重す

園一
あ　るの　著当　時･大僧　の当　時

玄
非　を戒　賢ん　ず

る　見

寺乗と者戒雪求ナ
契

論にべ
識

に

過勝
〇

十ノ
J 　 　 　-

た使
で

至

二神　解

'欲答　え護　法賢　は山　をめ　に1　17

豊　沃も　しぼ　真に　もで　あ
る｡

'　老

二輪

実る

親
於

坐記勤玄

二明　法
師　勤　I

を　惜

し仏の印

を　具伽　論目　的

頴命にをま

00に見学た

は　釈迦
じ　て奉　呈き　と

と　高

し　た　論
い　評価

唯ら簸はとの
『

(18)
る

＼-=Yと読0識はE=
倣

ず遊でナ学る論般ろ非論0貞

こ　よ学　のあ　っ1　17の　最ぼ　る』若はと』こ観

しとこ三

り目たン高
『

巻系つてとに
(

莱的とダ権壌をの
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旅　か

し　け

て　十
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の 　 だ 　 す

確 　 ろ 　 る

信 　 う 　 大

は 　o 　 乗

不 　 イ 　 の

動 　 ン 　 教

の 　 ド 　 義

も 　 に 　 に

て臣これ二と■且至太令をん巻つ

九間小玄棉下と十きる宗じ白いをて玄すチ･d

莱契国とを当二太修は九ら幾釈ヽ-=V契るる

午玄のはLL負時
(

宗行甚iqZ筆多了たの確
『

に英仏貞たてらの六はのだにをのしこイ宿稔

出は敬戟0過の最四玄十善演執大たと
ンを口勃

国西教十太え使高I . /i i Z莫七悦布つ小0

を
ド深論

し､域　諸
義　の

九　(
宗　は

よ　̂ フ命　と陣　容)　年を　招地　(L tさ　せて　制乗　仏そ　の
銘　記

遊　学め　た』　の

貞国
研

六

観　十　九は　も　と
鉾　に務め

四　五　)

(　六
よ　り

た｡

四　五'　イ

)　年　に　帰　国　し　た｡ン　ド　各　地　を　く　ま　な

午

西　域

イ

正
ン　ド

月
情勢

ヽIV段目た作輿翻
す

にこ修

しを訳
る

関と学

経
口励

経)
『

さ

が顔の
請

論を檎ら

玄
ヽl仕

』
の読

E=
価に

たも

(19)た

事　業
必　要　が

し　てを　見に　よ

らの
あ

は港n ノ

笑が辛
百

著
＼IV論玄

0
し中

る
衆と玄

は香が
巻

着た』莫玄で
と

生し莫

これ揺
の

と論をの莫そも
忠

救ての

六　百　五
を　具　に

れ　を　固ら　れ､助　さ　れ
翻　訳　を

教　義　をで　あ　る披　閲　し請　に　よは　唯　識の　う　ち『　稔　伽>つ　0

済　を　生は　な　ら大　乗　思

十　七　部
知　る　玄

辞　し'弘　福　寺る　こ　と終　え　て尋　ね　たと　そ　のりの七論

∩日月
｢

最十』

座大節≡が

釈にと
＼LV

0主に唐の部特

経翻なる玄i 百九≡経
■

別

律還に経つ0
葉を本蔵読千の

論俗専院た釈は述の壁は≡意

をさ念が0成菩U 代香教も育咲

携せす置貞つ薩た写序ち≡を

える
'
め観たに0を｣ろ十も

と
ヽIVへ
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辞 　 二

を如

寄理
局

が

イ

ン

ドせ

大極
JiZI

の

のせは小的でつ荏こ樵､ いのIIV人が六乗無を

と　なて　釈歴　訪兼　行関　心お　りた　とは､と　を拠　にを　もイ　ン戒　賢'　つの　中梼　跨百　頒大　徳レ越越　え

つ迦しののみ最目採つドにヽ､ レ･にすをで
二大

る

たのた別程そら港的用て滞てはる作あ莱忠

0聖国ががAn ノれのとさヽ>荏小は玄中つつ
想

『跡々遺窺しる
『

しれな
中莱大笑てた0は

大
をで漏わた0蘇たたヽ一

め
にと莱も玄秦慧意な

唐　西　域
具　に　記

記　』　は
し　て　太

行　わ　れな　く　記れ　る｡修　学　の『大　唐　西戒　論大　乗｡　当
っ　た

北　イ大　乗の　論選　ば英　は呈　し天　法恨　法い　と

』戒時
こ

ンを

て　いさ　れ小　乗上　に
域　記

に　援壇　設の　南

歴
宗仏

＼l

訪
に教る
請

献に0

国　の
じ　た

の乗
に

さに僧

と　も　わ

ド　を論　争

節れ堂て節両エ ロLP翻

をる々ヽIVに莱意

四ここる宛

る
しせ逮とを

長忠
記

れあ綱
0

て

老悲
さ

てたは

つ玄
ヽ｢
めへれ＼- = Vつ大

地　理
旅　行て'の　大

風　土
で　あ

も不大0

ヽ
iiiiiiiiiJ

′

莱の小乗都の

の小の確

小乗奥信大薩僧義

対を築兼をを別

大すよ
J T
め行秦請な

とそ莱るくれ国成破ど

自学てのすすナ｣

わに大覚ん
ヽIV

存るる関

レ烏を　迫

ぶな論
0

香信て

ヽ､.= ∨以よっ破ま信
0

戒大に0帰

日莱と戟戒国で

王のヽ- ∨
闘賢

ヽ｢
､ カ倭^れノ的等

後　tt　　｢

｣　と

｡　玄

ら位要なに玄
至の

莫

を請
ヽ

iiiiiiiiE
′

｢
契

ナ天が莱刺は

下あ論悪イ

l フにつ両EiTi1見ン
言

ン示たに論ド

ダし0≡｣の

寺た四人千小0

莱
遊
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学た着け煤
『

ろきを

にこ点て隻大An ノ

お　い　て　『　簸と　が　分　る｡

伽　論　』　の『簸伽　論』

修　学　と
は　大　乗

と　も　に　大　乗
の　哲学的　教

を　示　す一大イ　ン　ド　へ　渡『大慈　恩寺　三

論　著　で　あり､　後　世
蔵法師伝

抜

乗　稔　伽　師　地｡　帰　国　後　の以　上　に　述　べき　に　し　て　そ

論玄たの

』　こ　そ葵　に　師玄　奨　仏

り､　集に　伝　え』　に　は
玄　契　求事　し　た教　に　と

大　成　で　あ　つる　こ　と　を　使
『大　乗簸伽師

法　の　核　心　で道　昭　が　学　んっ　て　の　『　大

影響　を　論　じ　る　こ

と　は　で　き　な

教義た命
也あだ乗

ヽLv

義
とヽイ

めと論つも壌
0

にそらし』たの口価

対
のこたのとに両in

す普その
秤

ヽLVつ地

る薩玄で
称

つ'>論

確行契あ
も

てて』

信実はつ

あ
よ考の

を　深践　の命　をた｡
る(23)

.ヽLVえ重

め終賭彦
0

あとさ

第　二　節

『稔伽師地論』

の　日　本伝来

さししのよ

撮れたて仏l( ノ

伽　唯　識　の　教た｡　道　昭　は
(24)　　　0

学　問　僧教　重　視と　し　た

改　新
十　三の　方倭　国

義白
政人針王

は　玄　突堆　四　(
府　が　初

を　送　っが　窺　え権　の　意

に　学　ん六　五　三
め　て　派

た　と　こる｡　情欲　が　指

だ　道　昭　に　よ)　年､遣　唐遺　し　た　遣　唐ろ　に　律　令　国や　初　唐　の　国摘　さ　れ　て　い

つ留使家家る

て学で体仏(25)

初僧あ刺敬

めのるをを0

0日学十

日入学描び≡

本と坐し

にし二た体の

もて人新刺学

た渡に政レ｣′ー問

ら唐比府し僧
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能

れ

着二　少

後 　 玄 　 な

沙

場る天のこ唐は入た
ヽ- ‥V

築当こなのしる

Tへノ

『
に0下高に使入塞ず白0三時のる入た0

ち家A慧の僧学に磨し天矩『蔵壁こ0日J甘≠一
.ヽ

め磨

漢伝り日高逮んよ節た折四
舵

唐　後』　に'　神道　場僧　をは　競で　いれノ　もに　その　で
し　た

のよ秦は隻つるた(ヽ ノは
○

めて0らしな

にと太をらの

年　頃　ま
日　本　紀　』｣　と　玄　莫

盛　名　高が　後'宗･高認　め､で　あ　ろ『　仏　祖統

静
ば市エ ロLP

晴
たこ慧さた

ヽIV

に
の

O
ち日れ情だ

記
定つ

場
後ら追て報ろ

録

(
ヽLv

帝
秦に堤

ヽIVをAn ノ

が
貞て

が
都止にた入

ヽィ
､ カ

残
)仏

初
に住関可手0

る　の　は　道　昭　と

定恵　の

恵　は　時法　を　学

に　十

め　江　南

u L

もしす能し定

慧たる悼た恵

日
と情が上は

び
建

追

て
場

ヽ､ h y戟あで棉

1( ノ
はる痩

ま
た

を(26)逮0磨

歳､た　経
道･

建　て

0

晴　使内　大し､

国　後　本　国

二
長書仏る若ま臣天で

人安に四にきた鎌下の

の
倭も追お目は足の宿

み徳過堤よの節の慧荏

で坊じのび玄明長日の

契期男道機

る｡日　道と　あで'江　南も　この　遣定　恵場　にを　ま

玄

盛

名

も　た　ら　さ

三

遷　化　記

敬

四

るAn ノ翻の道
三　)

こ新経は昭

をな専自レし′イI

条

道　昭決　め仏　教念　し分　の記　事
こ　ま五一t　　　　　古t

れ
事

はたの

可
に　も

て分
ヽ【

' カ｢

長能をたを

安悼開玄見

性｢　適
にがく莱る

も　そ

本　国遣

は
過

刺高こが忠が

-ヽ-Vと道
.ヽLv窺日｣1骨t

0に昭がえ追
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入　二中
の　記　録は　『文　武国　丹二忍適　遇吾　昔二梨沙　門土一

蘇四レLL ⊥

国に目午那

行　1

二玄

従二葉
残本≡人

っ　た
紀』

月　己也｡

法師一伝　レ法｡｣　と　あ　る｡十　三　人　のの　は　道　昭一人　で　あ　る｡道　昭　が　玄

学問僧　の　うち'英　の　下　で　何　を　得

の　遷　化記事　が　手掛　か　り　と　な
未｡道　照　和　尚　物　化｡･･俗　姓　船連｡　父　恵　釈　少　鏡　下｡

莫

三　蔵一

往　二西子　1　㌧

域与

■ l

レ吾

(　略　)･･､　師　受　レ業在　レ路　飢　乏

初

孝徳　天　皇　白

也｡
0　　　ロ

寿

レ訣､　三今　以　二斯東　南　隅一レ禅　蔦｡乃　山　背　国有　二勅　請起｡倹　忽

又
尚蔵

謂　日
秦以

レ教二所

食　之｡経
､　　ムロ

去ノ

レ持

0論習舎

文一　ヽ　　　　1

m か

於　後

附　属｡･建　二禅院周　二遊　天

吾　目深　妙二禅利　経
･(

而　住

鳶｡

無
レ嘆､　不

定一､論一中　略

三　蔵　特　愛'二村　可　lレ　乞後､　気　力　日
レ能　二究　寛一

る｡
(　略　)･･和　尚　戒　行

雄　四　年'随
令　レ住　二同

｡忽　有　二一
健｡今｡　不　レ如　学

所　レ悟　稗成　授　二和

多｡於　後随

宇　治

橋｡　和

一'　元　レ有原　1 ｡天　下

遼'
香　気二束火　葬

止　丁一任
従　レ房JD'j T 0

従　レ此

鳶｡　干路　傍　穿二創造｡　坐　禅弟　子　驚十　有　二
〇

レ時　天レ井　t
l着也.

如　レ故怪､就｡　弟　子･(略　)

尚一両　日｡
二帰　本　朝行　業　之　徒津　済　処'

･和　尚　河　内

不　レ欠､　尤　尚
レ使　入　レ唐｡

房一｡　謂　日｡沙　門一､　手　持

汝　是　持　レ梨
レ禅流　二伝東

レ使　帰　朝｡　臨人　能　弘　レ道｡
一｡　於　二元　輿　寺'従　二和尚一学儲　レ船造　レ橋｡

和

尚　周　遊'
或　三　日一

謁　二和　尚奉　二遺　教
･･後遷

凡　十有余載｡起､　或　七　日一
㌧　端　二坐　縄　床'　火　二葬　於　粟

二都平城一也'
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七過こ莱測二践を読普敬仏がを寺

追
(

説とのににと第重菩薩を敬潔弘の

和此也昭六とに集難十＼Lv
■

んでの受のくめ慧

尚院0棉六なな大く余えのじあ莱容普窮る港

弟　及弟　子等奏聞'徒二建多有　二経　論一｡書迩　槽好

禅院於新京　1 0　今平城右京禅院是也　o

並　不　二錯　誤一｡皆　和　上　之　所　二将来一者

国　の　年　は
■

つる成な午る禅るり践し及めが禅

)　年　に

右　記　事　に　な帰　国　し　た　遣

て0た
.ヽ- ‥Vにで行イにてが尽よ節

＼IV玄る0及あ
のン｢ヽ

めも
日重く

ヽ､ . = Vに

る契
『

そぶ
ろ流ドつ禅

の要す｣つ

(27)　　｡の瑞の天
^フ　O

同　房伽　論証　左

そ　れ
に　起

下

周

』が遊

く磨
に

居精
1

橋

､　他使　の
よ　れ

L t髄　をに　禅･津

に　も　史　料　は　残
1　行　と　と　もば

釈折院等

'　道
経　事

触読建

昭　の
業　のれ　教立　に設　と

に荏傍授よ
ヽ-. ∨

っ　て帰　っ唐　は

＼-=Vた
..11 ヽ∫一′

なと午

らせるAn ノ

市･PPら禅大

の　到れ　た行　の乗　菩

ヽIVす聞逮こ流薩

｡　斉　明る　のとしと布行

ヽLvたは

がーつノ大推第実

布檎衆定
まとこと

.ヽLv

に
ロ*

生をだ考と請て

つ行
救重

浅えはし禅

IL v派
演梶

＼ト∨た難てを

ての
のし

港のし
＼Ly

学

.ヽIV

え　ば

禅　定　体

験

『
ヽ勺

､ カ

稔　伽　論　』

は

稔　伽　(禅

ら　導

刺て
東でヽLvるび

他　行　を

倭

い　る
の　国あ　ろ

所
にAn ノず昭

所

が

命　と　す最　大　の

玄　契｡　ヨ甲

.T

は'

は国東の多

^
め

る特
ます土初

｣

れ普色
ずるにめ

と

た

大　乗　仏　教

薩　の　実践　を
で　あ　る　(28)

実　践　を　通　じ

た

道　昭　に還　り､に　従　っ
し　て　い

｢　経　論
禅　(　簸て　相　州

る 　(29)

実悲き0大は打倒隆

仏乗輿)レし′10
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のさ 　o

こ識東禅行頃
『

にこめなし禅禅の院

のの南の莱ま霊残のに＼ト∨て道の成｣道実を動

体塞隅実ので異る道現
ヽ【
め

ヽ､=Y
堤修立読昭践設負

験視｣倭荏日記ヽ
-　一

′場
ヽ

iiiiiiJ
′

とるを行し立がし十ノ乙■を

がすとに
(

本』辛法辛推の描をたは
『

た

棉るしよ

国禅てり

志で上｢ 道節道測です意

あは巻
場

と場すそこ咲

要

と
棉壌こ辛す

す互
打顔と治る

しを
ヽIV

｢
る禅第

｣

はのることする
に

請で檎こ

た･ ムコhJる所育の≡の道地0にがる口舌｢
関

』あをれ

道め0
レ悟僧修請也昭に詳読多と田

係
をる初ら

昭る追
棺

で行に名の弥しり

をこ昭
多

あ

し　てと　とが　中
｣　と

ろ　う

だ

所学禅と

天をん院＼IV

下伝だをI( ノ,

が登と禅敬くた

普　及場　す関連院　で石　をは　次
　ヽ　　0- ‥V

市I ロp
ヽ一
カ

たつ

華　氏

で　■

と　をて　は

の　論考
元　輿

行記と建こ示

くみ氏
す

学0めの

ての
る　の

ん天と事

僧　によ　い考　察
で　は

だ下し莱

とにたは

と
な

す周架

追
＼- ‥V

る遊棉知

場
ヽ一

､ カ

第しを識

紘
と

二て伝を

市･ 口LP推の路記結

道にで道説刺証傍は隻

ら場お行場請し左に記す

也と
ヽIVAn ノののては井しる

名行て修也成
-ヽ. L v

行名立る大穿
ヽLVで

が
寺残隻道とはと0莱ちるな

莱は
ヽLVてとし元

あのつ団場
＼､レ七道

の
｢

^ つ/るはて

荏元こやヽ- ‥V

に輿と天そる

興　寺　東
る(30)

水　利　のた　の　で｣とえ世昭

で　考
.ヽLvば紀の

えま後
｢

下の0南
0

たは秦ばず半禅

衆請多れ

坐処くた

戟にので

済船人あ
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ろ事論業業な忠典にの壌行顔に磨
l

と坐を

An ノ莱の明明ヽiわに至方伽をの
｢

元切あに元第

0の影論読必れ刺る汰唯創
｢

普
(

経る

そ育響をと須る益実と秩造和薩/i i Z論
0

こ景が普は学道を践ヽLV論的尚也七

にに描薩

供　せ興寺三　の

本らと証

間昭蒙的えにに戒｣七安顔れ別左

はつ棉が衆五やる敬るよ莱行が)

当ヽIVさ学生顔行作レしー

然てれぶの
域塞莱で

(33)
る践不重午

大
し

敬はてuj5刺の
のにあ

0

秦た

化　が『壌い　るき　こ益　を1　で土　木参　加る｡

伴　っ　た
伽論　』

(31)と　と　し

で　あ
｢　菩薩

｢　菩

て　随

An ノ
｣地に

実　現　す
あ　る　(32)

事　業　はす　る　こ最　も　分

る　た

0

'難と　でか　り

忠

道　昭　の　実　践憩　を　自覚的

を　見
に　継

0

に｣
読菩敬敬積

ヽLvき

行読でヽIV薩
え義み

基　が

ヽ

くは､て　いが　学
を　と

を　説､　､レ

最

初　の　人　と　い　っ　て

レ欠祝　す十　二

二置一
記　はる　よ

個　には　正

尤
六壬流

尚　二忍　行一｡｣　と
波　羅蜜　の一で　あ午条　に　は　｢道　照二通苗代一㌧　以薦

ヽlVAりノ

る

唯　識　観
､彼　こ

｢　菩薩
で　あ　ろ

｢

(34)

忍　行

0

法
二

に　伝に　と
城右院　文

わ
ヽ>

京書

ら　な　い　が'　将　来う　道　昭　の　本　願　を
に　設立　し　た　の　で　はの　優婆塞　貢進解　に

節
l

L弟な残

廟　記
衆生舎　利弟　子ろ　う『撮

こるば
ン

くをにそ地A つ/｣
『日

所が
ヽ一
力伽

つ切の0なトよ浄よ玄｣
0も三〇

依経継0
論

た世
一1

■

ナ
Llとりレし′　ーる莫

こ　̂ つ間　工切　世切　世れ　ばし　た

し莱間間な
ヽ｢
カ

た明工工らと

も'自　他し　て　悟　り衆　生　救　済の　伝　え　た

の　と　く　菩薩遷　化　記　事　冒禅定　と　と　も代　実　録』　元異身舎利'之　慶一鳶｡｣典　が一切　衆承　し　て　禅　院
』　｢菩薩地　｣
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読経　の　記

謹解船連読経

録　で　あ

申　貢

次　麻　呂

諦経

右　の　被　貢な餐のもこのく揺

ヽ>わ十たと漢追さ

で　あせ　る六　巻ら　しを　証音　訳昭　はれ　た

人ろ0の少すが玄の

も　そlれノ道読なる多葵で

0昭みく皮くのあ

る 　(35)出家　人　事
(　年　三　十

法花経壱大般若経稔伽菩薩

河内　国丹　比　郡　野中郷戸主　正　六　位上　船達吉麻　呂戸　口　)部香也

不　空　窮索陀浄行弐　拾壱師主　興福寺

貢
の　戸師　主

人治　部

八　巻部　六百巻壱　十　六　巻羅　尼箇年僧禅光天　平　十　四省少録従

最勝　王　経壱　部　十巻華厳経壱　部八十巻仏頂尊勝陀羅　尼

主　も　貢　人　も

逮方と料
日量ろ

レし′　ーがもで本梶ろノ

禅　光　も　そ後　五　十　年伝　わ　っ　て
｢　菩　薩　地

あ　る｡『瑞
の　初　学　者し　た　｢　薯｡被　貴　人

の近
ヽLv｣

伽
が薩の

お名くるに
論

独地舵

午. /i i Z I

そ
ヽ一
めにと関

』
自｣逮

廿　三位上ら　くらな
.ヽLvL

は
にを吹

しるI( ノて顔
読少蘇

日舵道てがこは名めな呂

連多麻布昭　の一族　と　み禅　院　で　修　行　し菩　薩　地　巻　三と　は　道　昭読　み　方
も　含　め

る　仏　典く　と　もが　得　度

がてで読条

が伝サは経件

千
『

授ンなでで

てた六瑞さスヽI. ∨
きあ

ま可HⅦ川■.机u
≠且
魯れク0

ち能巻請てりお

る　よる　法

が性五』
ヽLvツそAn ノ花

ヽL vを十をたトら敬経
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育的坐醍ま的をだ動じ同実の
『

及

最めとで仏朝な救層たで自意のて時践
｢

壌ぶ

勝てをと敬に大演の追そ覚咲磨般に方菩
口功こ

≡特もも公磨莱の教昭のしは史若壌法薩論の

経蘇推に伝戸経た義以忠イ大を経
nH
*を也』大

のな刺
｢

以皇典めで前悲
ンき秦輿行精｣の著

み　なこ　とさ　せ
菩薩

来　日チでのあにのドヽLV約に派轍で核u L

があ教りも由
ヽ.

､ カ
0し代がにあ

ヽしこ

らでる
也

本請るレしイ

『
りち

｣　十
に　伝

衆莱
ら

じ0は信坐も檎

たし全仰救明

壌　伽､船な　み
六　巻

え　らと　いか　し

論氏に
で　あ

れわ

』の貢
る

普間進
0

薩　地　を　学　習　し　た　と　い　う　こ　と　は　きで　｢　菩薩　地　｣　が　重　視　さ　れ　て　い　た文　に　残　る　『　稔　伽　論　』　読　経　例　は　二

く　間で　あ済　の
ら　か

たれのと

仏て段さ国書
＼IV

輿
＼Lv防れ家薩(36)

の　多　くる　法　華で　は'

は　大　乗　経･維大　乗

『壌伽

伽　唯
論』

識

た　論表　さ菩　薩
ヽ｢
める｡は　こそ､

書　でれ　る行　の極　め
『　壕伽

の　｢衆　生

棉
世uiiiii 一

助止みに
『　十

に描

つ紀(

揚重隻
七

あす

ヽLV営を
0

た
に

禅しね大
也る最

なに行大玄及)る成経と新

＼t レ1
普つ乗莫ぶ行唯申し』ヽ- = Vの

0すた仏にイ派識
J P

､ カたとわ大

磨の仏る僧教ン
が忠らのもれ乗

梶敬文はの
道ド壌悲得が

＼LV
て田rj

典　で　あ　る勝掌　経　も本　精　神　たは　あ　く　ま化　で　あ　っ

｡　推代　表る　衆で　支

＼Ly磨昭のロ*をた
『わ'Lv悲

た史が大の大衆壊れると

rrヽ 一　　　ヽめ的　な直　接乗　仏実　践成　し生　救伽　論た　よ｡　百実　践

た早意学教をた済』[つ′巻の

0発義ん運過0の中ににあ



りへ
なのれ僧

方も画僧が尼

がた期尼
hiiii]

ムメの

説ら性に何出

か　れ　てさ　れ､が　あ　っよ　っ　てな　る　形現　こ　そ

ヽIV氏た内を
が

第　三　節

そしILv丹近能し

行ナ〔ノ行る比く悼た行

塞
ヽi塞0那のヽI. ‥V塞

が) つ/研二也と高0が

誰　を　師
こ　と　が究　者　の人　共　に身　の　船も　に　渡い　こ　と

と塞間普氏莱が

十　五　歳

る衆0面と

そ

に　実経　典化　さっ　た

民　衆　仏

れ　が　イ践　さ　れの　説　くれ'　主に　せ　よ

教　の　始　ま

ン　ド　かた　と　こ教　え　が体　的　に民　衆　へ
り　と

ら　唐ろ　にこ　こ受　けの　仏
っ　て

をこに止敬よ

経の初め普
ヽ>

て　ス期　のめ　て

ト仏仏

ら　れ　た及　を　白で　あ　ろ

レ敬敬の栄- つ/

受をで的0

ト容担あに

にのfn ノる

M H P新日0

担　っ

本た本そた

行基　と

『壌伽師　地　論』

し　た　か
要　な　間で　は　道薩　行　と道　昭　と系　氏　族根　拠　と

を　記　す
題　と　な昭　を　師し　て　種和　泉　国で'　道し　て　あ

同　時　代　史

料　は

存在

つと々大昭げ

て　い　なし　た　との　社　会鳥　郡　出の　盛　名ら　れ　て

ヽ｢
' 刀す辛身を

ヽI H v

つる莱の慕る

た説を高つ0

し　な　い
か　ら　で　あが　ほ　ぼ　定行　っ　た　こ志　氏　行　基て　行　基　が筆　者　も　こ

(37)

ろ説とと節の

An ノと　な　っ　て'　河　内　国地　域　的　に事　し　た　可説　を　支　持

出　家　し

た　天　武　十

(　六　八　二　)

年　と　い　う　年　は　道　昭　の　帰
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基　で

の 　 あ

記 　 究 　)

部 　 の 　 が

国ばのてる前に
ヽ一
めたて昭LAn ノ

＼トVの

徳棉荏禅寺後檎ろこ

行のれが

は仮こが影ま塞辛てあ

二国に院院に
E:
功I( ノと稔文にと響ずは業

ヽLvり

十徳禅に寂あ唯
ヽr
めはE:

顔武追に行が初布をる

す行戻居つ識0前唯四昭な塞見め教具の堤

午
' '
くをつをた論稔節識

(

逮るのら
にの体み荏

冒に授た前と
の打助

ヽ【
､ カ論七レし′10

仏れ挙拠的では

に禅チ乙tと堤推敬唯らを○ま行教るげ点にあ何

あに刺え識容行○で塞宿こ
たと請る午

たをそるし
さ

をの易塞)拷と
動と

ヽLvLる.0

こ

0て後天内る
け習徳請にを昭

檎以
が

前　節た　道天　下武　八容　で(38)る　とこ　まー･.1　　　　i像　で説　で遷　化受　けの　師

で昭を
(

あ
0

とまききした弟

紹　介は'周　遊六　七

LLす九ら
読

たぼる)

0人＼. L v

伽唯識

と　す関　係
論'

禅『　稔
当をるれ

の
の

追らこ午追
行

修
打倒

時み
^
めば

論
昭くと十昭塞行

』
玄だ

伝そ十月にはに
｢

(　3

の　禅有　余の　勅対　す禅　院も　励菩　薩

4院午は

を　示
と　り

す
わ

そ同
チ唱J

下検　証
'　行

し　て　ゆ､き
基　道　場　に

たお

道　場　をの　は　今

年　譜』　の
ど　こ　に　道

次　々 　に　建　設『　行　基　年　譜　』
信　悪　性　に　つ

場　を　建　設　し

ヽLv

チ乙tL

とるて

契　直　伝す　こ　と行　基　がの　間　十時　代　史『簸伽　論
思　う｡禅　行　のい　っ　た

るにん地のは十七料
』

僧勅還だ｣追難五

)天勅尼請
つのが昭し歳..1 ＼iu

に下請にもたで逮を
ヽI H Vで午

よ行あ対こ道はば拷0出とし地

れ莱つすの昭なれ
ヽ>追家

ヽIVな｣

(　以

てヽl刀

下　『　年
は　先　学を　記　す

莱0

譜の午

修行
』

研代

る坐遺著分

0涯さ積に
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つはあはこ光行隻之りた処
1

宝と何る蔵し塞

ヽ- . V慶る以れ寺塞解類

て雲0降ら

こ
也

亀しなの哩て演

建』是行と皆
｣

四てるも
(

＼LV後

は元翌天徳管立僧｣塞が建
と(

や倭節痩る四

平　十に　所原　寺の　諸尼　令と　あと　同分　る

さ家那
四と

≡場
別天が日

る

れに
大

十よ
寺と

立平行本
0

て　い　る仏　閣　を
村　里　に

六　院　がば　れ　る
の　み　で.認　識

二道十　年基　の紀　』
先　の

堤

ず　仏　道

七は行記)0

七りが塞廃本

≡院行亀

)をわ四無
ヽ｢
め

半　世

｡『　年　譜
た｡　家　原

意　院　を　建　て
ら　れ　たう　ち'

』　に　よ寺　と　よ

て　い　る

と　を　記の　名　が院が　名令　』　の｡　謂　行を　記　す道　場　と伝　記　に

れば
0

しっ

ばれ
『

てく

称　で註　釈基　大と　さ認　識も　｢

解

｢道　場　謂　二修

年　十修　行れ　て年　の二復ら　読四　十

除

で
共は修処

あ
修こ行の空坐余

つ

行のの院絵禅院

た｡
之　院冊　徐実　態の　う二坐の　道は　健

『　続　日
'　惣　冊処　の　院を　具　体ち　六　院

禅　之　跡
場　で　あ在　で　弟

た午ヽIVのあ香徳れし留道本徐で的が
0

りチ

行寺請るはる
『

行てて止之紀処はに
｢

｣

塞で』0恩0令事お
ヽLv之堤』｣ロ衣請紘と行遺
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法前人開招日主出逮

を午は良hil 引 山
請本人家が

守の行会状僧公後禅

ず禅定

こ　こ

弾　の　詔伝　レ道｡

Ln ノ宝塞ににのはの行をで第

道　場三　年弟　子講　と禅師料　上基　には　禅優　れ心　と続　日項　を

三園二罪二聖令令れる

にが0

レ此福　丁道一｡　二

で≡がしのの棉節て
し本改

0

物朋百

反　し札　弾従　来

也
ての行

本を目弟

禅月逮
て

称初依信禅
た

舵め其
0

■

党姓
条雛で千

がれあは

0

■

街る漫

修亥れ請
付でたとの

戒
秦

行　にこ　まlレ一t i

て　い
さ　れ

け　らあ　る和　泉称　さ称　を
精進

老　元

ん　で禅　師(40)

は
ヽLV

O

ヽIHv
刺

0

行
る

ま大る＼､ . = V

た発
天

基(41)
た顔0

と足
平の

た
つ

『
血ここた

七

七

読　ん　で　み二乞　食者

綱

今焚追香衝0然

､　小二剥俗擾問　題で　百本　条と　私

僧
描乱と姓で痩

しに荏僧

四て布冒と

)　年
｢　凡　僧

連　署井　弟

＼トVに勝高
0

塞沼An ノと
ヽLv

四
尼

>つ′あ宝弟景異県しをえ月

こた
四

景静記主た請る壬
寂

と　で　あり､　十

(　七　五

静　で､は　禅師』　中　巻倭　麻　呂史　料　はる｡　四で　あ　ろ

る人二聖とで行十In ノ

0の)武よ第あ塞九0

堤An ノ午天ば二るの院

にち大皇れ請が高は

四仏のるの

辰　の　有　名
二居　寺　家

な　行
'　受

歴
氏

＼ト∨

敬し解

レ　門

チ仮

棄　レ業｡
る　の　はを　行　った　い　のさ　れ　て

午等説､
進

行てはき

前　捧　レ鉢告　乞｡'零　二畳　街　衝　1'強　乞　二余　物一

不

違　二釈教
基　と　そい　る　ここ　の　弟た｡　し

のとチ
ヽ一

､ カ

弟でのし

退
千あ存こ

巳ズつ

がり荏こ

レ教レ得
妄　説詐　称

二法
僧　尼'　こで　あで　間
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磨官律の国ををて僧り薩塞

家共回
ヽ-. ∨

尼

な　っの　官政府語　は

彼条柿習塞れこ

行隻倭にはめ

がにつるに国に団婆協請の禅団ヽLyは

辛しての対家共は夷力つた行にる節

て僧によをて布でしの鳴行

ヽIVがと
く焼朋施あて紘し基あ

る法つそ
＼- = V

党行るも会

してめに官0位

ヽ.IV翌精僧『

対る行る年励尼
大

半

の令て
のたをを0つに自氏ヽ- ∨

動0法せの

はに
は

本の構中行て秦ら衆はをこ門よ多

明反
ゆ

質はえ用闇塞
ヽト=V仕参

(

私共^つ′のと
'
カ

らし
ゆ

を平とはたす凧風刀農皮に

か　に､　膝

し　き　法
語　っ寺　家城　京し　たす　でこ　とべ　きし　て民　)僧　をし　た

官　寺下　の
令達

僧　正　記』
位　の　僧

し節のつ
と

位

た　事範'太　政た　こ
よ　ば

を　も

てにの普にを身布と率多感宗官と
れ

つ

ヽIV
衣街薩国示分戟

ヽIVヽLvくを義符は
て

元

の都
反

る居衛行家しで宿An ノたの秦のをす
ヽl

輿

僧で
と

0すにをがてあ動構よ育慮宗出で
る

寺

尼布
吹

律LJR出行間
.ヽ､. ‥Vh ソを図An ノ僧し節しに行

で戟
つ

令きてつ題るな行やに尼たをた先塞莱

あ宿た施育て視0がyn ノ捉が律推と学弟節

る動の行僧京
ヽLVす彼らよ行え初令奨ものチ寺

○をで間尼節たる等ーれノ基ら期国さと研磨等

国行あもがにこまnH 一 月JJは行にがれ
ヽ一

､ カ家せれ究名の

家つるな大住とど官基な秦てらは

にて0
ヽLv勢むがの寺のつ成

＼LvrIV

るで樵官

浮のもが僧

秦
ヽ- = V

｢道
こ行育聞影の説てしるた仏遊で明あが

仕　する　こ俗擾の　時基　と姓　の題　と響　力僧　尼く　大
ILvたがこ教をあらる明

と罪戒る
ヽ一

､ カがら

べと
乱

期行家なをで乗0婆莱を弓め0に

きが
｣

に動々つ官あ普行塞は本き学行さそに
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さ諮れ
LHHHH 一

*果荏
へ

あ記をとがのにむどをあら

れにて読し家のろ行にム虫コhJJL禅方人にの鷲るれ

て登ゆ』ての
『

An ノ基もくて定便々つ行
ヽ｢
め0る

お堤くのヽLv

りす四莱つ

信　者壕　伽(44)
論特印請のとをれ塞せこ0

で性象ら紘し､ いて

描る千践た逮論
0

はとづれ果て服柿

LL十ノ
ての普さ過

(46)心　服^つ　し『　霊

ばてるヽ-. ∨効薩せ力
が

せ中

い　た　こ　と

が　わ　か

正　記　』

中核　と　な
'布　教

u L宿した考

名
っ　て

動たでえ

をに僧あれ

る 　(43)

残　す禅定お尼ろば

ヽトVがI つ/千

僧修て倭こ分

0

達　が
行　を

も　中婆　塞と　はに　あ

前徐し､ い

記々な的倭昭

義にがな婆
ヽ【
め

老逮ら役夷ら

得　た　こ

元設
『

割ま行と

午さ壕をた塞で

し記読
る力がるも

ばさ請
秤と難たあ

｢

れが
過し

しめが

霊　異　神

験

る｡

『　日　本

収　録　さ
天　眼'

行

塞つは

説

『　続話　で

は　こ　の

日は
｢

『壌伽　論

本　紀』特　に　こ霊　異　神
』　｢菩薩

て　詳　説　し

で　あ

る

(45)

い　経　をの　方　便る　と　さ

そ
るで

記』

の　禅定　力　に　よ
一面　を　持　っ行　基　讃　仰　の

行　基　説　話　を　詳

読とれ
れノ

て実
し

＼IVさて
獲ヽLv請

く

し
こ説

柿

た
と請

し

､ いる精
天はがた

を0進
眼大作

レし｣ コ｢

よ　び禅　定練　行
･天

い　にら　れ

さ修と耳あて

健　勝貴

ま行官にり
＼IV氏

0
すのもよAn ノ

衆　生よ　り階梯認　めり､

っ　たは　説

のの験也敬節がる氏と考を

伝点｣｣レし′　ー単進まEI衆でえ生
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みILvあ異作験の薩行定≡法僧近をあ僧正

出だふ記ら｣秤也塞修行月請正に惹る位｣

しのれ』れに称｣の行塞二法記あく0

たはるをたよ白を塞とは十行』つの『

(48)

( 請と　し

0

集　団　と　説　話在　地　の　民　衆菩薩僧　と　い生　史　料　と　し行
つ

体伝威の天≡〇にたは
行行

基　像　を　読
て　｢　時　人

が　民　衆　の奉　す　る　弟神　験　す　な関連　を　読平勝宝　元日　生　駒　山一号　二行

関
あ

説級解
日ヽィ

､ カ逮ち
敬七稜

｣

係　を　問
り'　行

話　を　生う行基
い　て　お二行　基

ら　自　然
に　よ　っ

異ヽIV棉説

神　験側　近を　し話　の

｣　をの　弟て　い生　成
と　田山

記　す名　で

呪　術
る　こ　と

普

薩

以チるを
An ノ

がは
あ也

て　菩達　は(47)問　題
｡　｢ ､　｢ な　い

る｡｣　の

薩慈
0

と塞普
0

以読

と悲
『

し異薩
｢

上く

四　九に　理と　あ

入

火日日
作

秦頭
製

行

よ弟通
塞紘

｢

塞

れ子称
午大行の

譜僧法大

』正｣僧

成　は　大　村て　舎　利　瓶の　上　に　｢

年　七　十　五
｣　と　あ　る

歳　記
考　証

｢　天　平鈴木景

十
二

記

四　年

忠し四

は　｢　『舎任命　は　『

利　瓶　記
続　日　本

法　行　とに　よ　れ

氏　は　｢

あ　る　｣ば'天

行わて月僧と平

に　付こ　まl一一日一t　　　　さ

し　た

基　のれ　るい　る五　日位｣註　し十　七

さ
｢0

最0こ

れ和
『

も注と任
｢

＼Lv七

上大身意で大僧る四
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し 　｢

た　菩

官　薩

五様記る
『

行観記を塞受読

)々さ請瑞を
(

し壌抜んけえ

午なれでE:
*倭禅た伽き

論行定行唯に

月誤行｢　法』す)塞

rj へのの

Pβノあ
(

(
つ法行

二て行
｣

十伝
)と

日　)　と　し　て　お　り

『　行　基　年　譜』

じ､てた一

識　を論　ず禅　定精　進面　が

し塞
■

ヽlると練『

地　｣

と性

用　し　が　た　い　が　(49)　､
は　気　に　な　る　所　で　あ　る｡い　う句　で　菩薩　の　修行を

で　は　菩薩　の　修　学　を　説　く

大　僧　正　任命

法　行　は　仏
説　く　と　き　に

中　で　｢　応　に

と
と

揺
｣

しをそき
は不

の

て　菩　薩　の　修　行　す　る　法
説　く　(50)　｡　｢　法　行　｣れ　を　尊　重　し　た　真成　の　思

そ　の　思　想　と　実践　の　根
で　き　な

可　分　に
行　基　が

異記』　な　ど

い｡　そ｢　神　験　｣
｢　霊　威

で　喧伝さ

の　意　味

随　法　行　の　要
の　名　に　も　｢

い　が　窺　え　な
源　に　あ　る　｢で'　行　基　の

の　前の　箇
教　修

用　い
正　し点　を菩薩

い　だ
壌伽道　場

記所行
らく示也ろ行が

を　説　く　『壌伽　論』
神　験　｣　を　示　し'民

れ　た　こ　と　も考　え　ら

｢　菩薩
衆　の　信れ　る｡

記ににれ法し｣^ つ ′( 禅禅也仰

事の関る随を
ヽr

､ カ
)

行｣い

はみす
0

法止銘0｣ををに

第　四　節

行基知　識　と　『壌伽師地　論』

也

節　まの　実

で　に　行践　者　で

と　そ　の　弟　子　が　壌伽　唯識　論　と　り　わ　け　『稔　伽　論　』
っ　た　可　能　性　を　み　て　き　た｡　四　十　九　院　で　は　こ　う
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僧倭さとの

尼婆れよ輿稔

で　あ　る　弟　子夷　と　と　も　にる｡　そ　う　しば　れ　て　い　る蚊　に　は　次　の伽師　地　論巻

達　が修　行た　教
写　経

よ　>フ第　甘

描を
レし′｢-

が
な六

尊　者　と　な　っ　て　院　を　経重　ね､　民　衆　の　教　化　に
の　具　体的姿を　示　す　も　の

あ　る｡　知　識　経　で　あ　る
記載　が　あ　る｡

営　L t　院　に　集　う　優　婆　塞･当　た　っ　て　い　た　こ　と　が　推　測
と　し　て　｢　和泉監　知　識経｣『　瑞　伽　師　地　論　』　巻　二　十　六

書写　石津連大　足

和泉　監大　鳥　郡　日　下部郷天　平　二　年歳次康　(　マ　マ　)　午　九　月書寓奉

大檀越　優婆塞練信

従　七　位　下大

領勲　十　二　等　日　下部　首　名麻　呂

男　二　百

て写が坐蘇

天＼LVと

女　四

理　図　書　館　所　蔵る　が奥　按正　倉あ　つが　大

'一見　写を　遺　し　て院　文　書　にた　可　能　性檀　越　と　な

百
の経ヽ-. ∨

写がれノ

七三
本坐る鍾

あ
十　六十　三

写　経　は　『　稔　伽　論　』　巻　二に　よ　る　と　思　わ　れ　る　端　正(51)　｡書　写　者　の　石　津　連
生　石　津連真　人　の　名　が　見え

る｡　本　写　経　に　つ　い　て　は日　下　部　郷　全　体　で　取　り　組

惣　知　識　七　百　九　人

十　六　のな　文　字
大　足　は

る 　(52)

大　鳥　郡ま　れ　た

冒　頭　部で　巻　二他　に　史

｡　大

大　領　日写　経　で

分　を　欠　い十　六　の　書料　が　な足　も　写下　部　首あ　る　と

ヽL v経名す



で

和泉監知識経　奥蚊　(天理図書館蔵)

ill:･;:･･:'

る　田
(53)優呂

i 軒 佃 卜- 巨 ■L tFi 転..+tI 墓

の釈
す

記禅のり･戟見下つ体て率た
を

中　塊　堂

｡　奥

婆　塞　練が　二　行で､　こと　練　信
る　解釈　が

』両･ 打LP中さるら部てと
＼LV＼IV可

莱

下を
ヽ｢

･ 乃ら○れ郷おするる能
ね

巻供らに大な

氏蚊宿書れは
あ

第秦厚檀
ヽ-. ∨

ののときを名
る

六す人く鍾0

解大日に別麻
0

にるが

説檀下な人呂
『

は≡大

が越部つとそ日

りる0に性

特七はも

異育複あ

供　養の　用本　写書　寓郷　をな　形九　人数　のる　が

人檀す例鍾秦写式の檀

る　の

が　大檀越

あの首て兄の本高の逮るはは｣経を知越そ
あ

る下名
＼IVる人霊徳檀と請他

｢

とのと識がれ
る

0i乙lt
麻る解と異の越ながに冒な主つを

ヽLvら
0



対名

し の 躍
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仰　伽

護 　 こ識

『
合経がす九塞荏と塞の大請名節に

塞の乏る院午七し弟関顔も蘇也よ井会れ関

異日大しの中譜位てチ逮血あ呂請る上辛た逮

記下檀
ヽLyが.1 ＼iiiZg』上官のを沼るは』統光莱この

』部逮0負院に大

に郷とと然がは鳥

はのしすで同

中　で存　在推　測県　主(55)
行　基巻　二合　力貞　氏.I,4　　　'､ カと　の史　料

逮例をす倭に十を
は大証と

国豪てれは那天史得示る麻
0

棉六
強

本島左見

那族最ばな内平麻痩し
余呂

後依
の

め
写郡と

る

司
ヽ｢
カ適倭

ヽ｢
カ

に十呂して
地が

逮
し

も行
す

写
た

経やし
の

__ヽiZ

な　し
基　に

る　よ,フ

た経
と

を日
た

が

在　家信
に　大

考　え　ら

行　基板　郡(56)通　説

檀
れ

関等
0

と

越
る

係和
そ

な

と
と

の泉
の

つ

も　見　ら　れ

る 　(54)

麻　呂優　婆

者基
大

は一郷塞　練　信と　し　ての　出　身
の　布教基

早久る痩
塞

市･ P P

(

爾0し輿信

日　下　)
が　年　分日　下　部た　夜　志

記　』　に
厳　を　名

で　の　行基　の

ををの也
盤

部痩郷久は乗宿

0
知立彼で

で
郷者に爾隣つ

な
忠

も地
後

て

つ
An ノ

の方
の

ヽLv

婆塞　練信　を
'一郷　に

本識てのあ
あ

早十港と那たを
り

節

写とる法り
る

部人荏本のと見

経す必名
0

里のす写和＼lVる
『

な

のる然と四
『

戸る経泉An ノと檎信

場写性解十行主人行と那説

との行る

し那基0

'　一丁

ろ一1

司　層
研　究一郷

塞のでの

の庇も知

のの本参

也も写ロ刀

域と経人

でには負

の行行と



趣　完
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- 　 年

il

｣ 　 　 　-I-. ■ 一

見　月

え 　 に

る　鶴

日 　 田

下　池

部　院

しれなゆの入るぞてれ修説も密例は越請

てま
.ヽ- . VL荏間0れがて行

^
めの揺と必以が

『
起

七で
ヽ一
めゆLn ノの教のどおしれがにrLVず下説行工

百のとしよあレし′　ー特こりたて功鰭え紘知'
め塞さ

九籍忠よAn ノりら
＼､. ‥V

徳びよ会識れ午れ

人梶1 〔 ノをを
J T
め敬をのそよるにつ

T ∩ ノが衆た譜て

の　妥　当　性

男

女　比　四　対

研　究　の　成　果　か(57)　｡『稔伽あ意た演詳タれ
.ヽLvこな

.ヽLV
0おがこ』＼l

ヽ｢
め咲をの逮イぞ

ヽ
めとるて

す　)　｣　と　いす　る　焚　語明　ら　か　に観　点　か　らし　て　い　るプ　に　属　すれ　の　タ　イを　説　い　ては　い　う　まと　し　て　取行　わ　れ　る

ら　は､許論』　巻　二
う　巻　で　あ

で　あ　る

『　霊　異　記』　に
こ　な　わ　れ　て一堂　に　集　ま

と　で　あ　ろ　う｡
年　代　記　に　よる｡『　行　基　年

るプ
I廿日でり場

登
ヽ-1 ′Vり

る間そよがるも級合
場

る

｣をのI( ノ何0なまが

0と二分なをそ
.ヽ- ∨れあ

す　る

恐

敬

レし′　ー

六香十
る

つで十類包縁の0るり
写

ら僧

のの六
〇

まも__ ＼i i i Z )に括とな写堤

妥　当範　囲は　｢

｢　数

り　巻

性　が　問　題　と　なと　み　な　し　て　よ明　二数取趣　処

経く
ヽ【
め

ヽ-. ∨

種よ悼し
ヽ

､ カ経合日説本ら

ー∩ノのれをでにと下請写
｢

取　趣二　十べ　きタ　イば一も　っ何　を観　行は　写､　経部　郷
で　は

経　も数　取

｣六衆プ郷た学
(

経論で

と　は　様は生に七人び禅とのの書成｣

｢

論分百聞)
ヽi内写写時に

さの類九分どのー∩ノ香経成につ

る＼Lv

(
々まし人折の重行とは就は＼Ly

がのさなぎ巻てのがよ要為所後の

でく人までそすなA( ノさそ顔者咲大の

こまiし間なあれrigさにがのがのに檀紘

天

辛

七　)年　記
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郷　鶴鶴　田関　わ
へ　の

事　業

田池つ棉
へ

を　構　築の　積　善遂　行　のは　豪　族理　と　考の　現実

こ　の

ら　く　行て　お　りた　こ　とこ　と　を

池のて依のす行新層秦世史塞

は棉
ヽL vと敬る為たとし罪料な

りこでな行たで
の'Ihy

れとこ郷級とあ

が

写　経推　測

証す　る

基がの考しにで
史

以　前の　前と　はの　人み　がや'る｡し　か仏　教
(58)

に後十々有そそもを

完関分の機れの強結

有情僚益
察　か　ら､そ　の　高　弟お　い　て　もき　る｡　行

料　の一つ

成　し　て係　を　知に　推　測
『　簸　伽

的　に　結に　よ　る意　味　で力　な　統び　つ　け
『　瑞　伽　論が　菩薩　の

教　化　僧-　が　『そ　の　場基　の　布
と　み　て　よ

ヽ>るで請び壁
｢

令た
』課

壕に敬
.ヽ11 ノV

た辛き』つ田菩力も
｢顔

こ甘い且
傭ふ宿

で

で掛る巻
ヽLvの薩にの薯

と
の請さ動

あ

あ
J T

､ カ0二て紘也なは薩
さ

皮』わが
ろ

ろn ノ大千＼Lv大｣つ生也れ料をし
『ナnノ

ーへノは顔六たものた産｣てに
^

､ カヽLv壌
0

0な日写こ現敬で宿で
ヽL v

名な巻
nU
価

天
ヽ■Lv下経と世えあ動はたはりの論

辛が部にがにはろとまとでの選』

首よ見おAn ノ不さ
tヽI=Vてレ釈に

午両名るえナ･0荏0可につこべが依

の者蘇結てる也長分そてなレノな拠

本が呂隻く有で山なI( ノよ
＼LVでさし

写密のとる悼の秦実しヽiが理れて

経按行港0健事辛践た0お解て＼IV

とに塞淑池益業氏倫こそしILvた

(　お　わ　り　に　)



こ 　 乗 　 に

そ　思論

53

とる紀あを逮にと坐

道　昭　が　玄　莫　よ
は　で　き　な瑞　伽唯　識に　わ　た

り

学

をを昭要点で＼LV
道ヽい

る伝て守し救行な過にとで描た場と

つて演塞しじ見し行捕宿のす

道さ衆た
『

ののててらた基さ動経る

る昭れ坐
ヽ一
め強修仏

ヽ､ I Vのれ氏はれも営荏

'LV
読イはた救ら伽行敬るさな衆追て

0
をン玄で演で論に辛0ら

ヽ【
､ カの昭

ヽLv

有　効･維
家信

そ磨ド契あのあ』こ莱すなつ
お以るな持

者

のへ大にろたろ｢
そ

をな

ん
核

だj

仏
は

教『

は
檎

玄

契　仏教　の

伽　論

も乗親^ つ/め一〔ノ

普禅
みわ

た仏英この0

薩行
るち

ら敬すと社衆
也は

と

し
のるは会坐

た
忠こ悲事救

こ　と
怨　とと像莱演

__ヽノにをの

』
で

実午難行普

くつ薩

修　学
っ　た｡

を　歴

核　心　をと　最　新

の　最　も可　欠　と
'道　昭四　十　九

重
｢

るたヽ一
め上よ唯に

で

大も
れ

に一つ/識主
あ

規の
た戟に的導つ

模で
状

略

な　教あ　り

レし∫

の院で行

祝　す菩薩実　践に　お

況

が

敬的
た｡

的交レし′ ー役
ヽ一
カ

で過宿割
あ　っ

あ

つ

あ　る基　の
た　こ

た　と

折なた行
る地rヽ

め十ノ0

に
.ヽ- ‥Vのと

と
｣

らる

教
と　が

四レレイ

『

史触0は禅
こ

は受禅十
へ

稔　伽的　にれ　稔道　昭､　玄行　ほ
ろ　で

説　いけ　継の　実九　もの　情

動を

れ　ら

潅　概　施と　し　ては　た　しは　行基

＼IV設考たの

考　え
え　ると　道え　らの　が説　く

ら　れ

技の論集伽が莫不
あ

てヽ-=V倭の香
る

き大』約唯棉の∩日月
る

ヽIVだと追や

し識国読不堤

た論後し離
(59)

0と土建そ

じ悲約もの禅をの

るで五の精院忠も0

こあ世で鰭を実の衆

で　あ場　がれ　た官　僧『撮

ろ有で尼伽

An ノ

(60)
0

機あや論　』

先にIn ノ

が木立れ0行結0

豪　族
｢　菩薩

樵辛はをそ研びこを地

幹莱追必の究つの中
｣



つ 　 く
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の刺れつ義梶塞るむ行を性拷つ莱

菩さをた成千底要と氏塞共の蘇たも以の論[ つ/

薩れ受としとにと
ヽl

衆がに運さこ

行る容
ヽlV

たも大忠-( ノがカし動せとそ

に　共｡　道し　たえ　よ(61)

三

乗　仏

鳴昭僧An ノ

0

し

､　行　基行　基　の

尼　に　よ　っ｡　行　基　は

と　と　も　に　修時　代　に　至　って　内　面　化　さ四　十　九　院　に

お　い　て

レし′ 　 ーてレし∫そ

宿大さAn ノ

動　に　参　加　し乗　経　典　の　教れ　実　践　さ　れし　た　菩薩　僧

たえるを

とがに多

推そ至数

上解』0

An ノ忠つりたとたをの今をよ良

0徳ヽLvス僧し育見実回堤
つ時

千
教古がて

マ尼て景逃践
は示て代

と

も　い　わ　れ

る

が代
l

＼IV的隻終にすも行し解

も氏部つ存団つはべき塞た
く氏

つ　衆衆　を僧　尼
た　と

在　でと　大た　で､　時
き　でわ　め

の　思
｡　史

と　き衆　仏

坐初を
＼Lv

あ莱あ代はて
徳料

弟　子や　民へ　の　慈　悲

衆

て　平　等え'　そ
の　が　行基

た　と　し想　の　慈>つ｡一丁

′ り1-

況　に　適

なの
隻

て悲塞令

が　行平　等人　と僧　尼
団　の

も､ い隻し

に団た

塞なしの級
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伽　藍　縁　起　井流　記　資　財　帳　｣　(　以　下　｢　大　安　寺　縁起　｣　)　に　見　え　る　熊　凝道　場　であ　る｡　桜　井　道　場　は　推　古　天　皇　が　豊　浦　宮　跡　に　建　て　た　豊　浦　寺　の　起　源　と　な　った　道　場　と　し　て　説　か　れ'熊　凝道　場　は　大　安　寺　の　そ　も　そ　も　の　起　源　と　な　っ　た聖　徳　太　子　建　立　の　道　場　と　し　て　説　か　れ　て　い　る｡両　道　場　と　も　推　古　朝　に　起　源を　も　ち､　天　皇　や　太　子　の　関　与　に　よ　り　建　立　さ　れ　た　と　い　う　と　こ　ろ　が　共　通　して　い　る｡　果　た　し　て　推　古　朝　に　｢　道　場　｣　と　い　う　仏　教　施　設　の　概　念　は　は　あ　った　の　で　あ　ろ　う　か｡

｢　元　輿　寺　伽　藍　縁　起　｣　に　関　し　て　は'　早　く　喜　田　貞　吉　氏　が　本　文　の　内　容､

奥　書　の　書　式･記　載　方　法　に　後　世　の　偽　作　あ　り　と　批　判　し､成　立　は　平　安　末　期と　し　た　(3)　｡喜　田　説　以　降　成　立　の　年　代､成　立　過　程　を　巡　っ　て　様　々　な　見　解が　提　示　さ　れ､定　説　を　見　な　い　現　状　で　あ　る　o　近　年'吉　田一彦　氏　が　醍　醐　寺所　蔵　写　本　を　実　見　し　た　上　で　調　査　報　告　と　と　も　に　研　究　史　と　そ　の　問　題　点　を　論じ　て　い　る　(4)　｡　｢　元輿寺　縁起　｣　は　構成が　複雑　で､史料批判　の　論点　も多様　で　あ　り'　し　た　が　っ　て　成　立　年　代　に　つ　い　て　も　諸　説　あ　る｡　た　だ　｢　元　興　寺縁　起　｣　は　飛　鳥寺　の　縁　起　文･塔　露　盤　銘･丈　六　仏　光　背銘　を　載　せ　る　が'縁起　文　の　過　半　は　豊　浦　寺　の　縁　起　で　あ　り､本　文　は　そ　も　そ　も　｢　豊　浦　寺　縁　起　｣で　あ　っ　た　と　す　る　点　で　は　諸　説一致　し　て　い　る｡　こ　の　点　に　関　し　て　福　山　敏　男氏　は　本　縁　起　は　奈　良　朝　の　末　ご　ろ　に　元　興　寺　側　か　ら　豊　浦　寺　を　そ　の　支　配　下　に置　こ　う　と　す　る　意　図　の　下　に　豊　浦　寺　の　縁　起　を'　そ　の　主　張　に　合　致　す　る　よ　うに　改　変　し　た　と　い　う　見　解　を　示　し　て　い　る｡ま　た　｢　元　興　寺　縁　起　｣　は　豊　浦　寺
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汝 隆 俶ﾉU9TBﾂ 一 千 屯 價ｩU9%ｲ 一 十 万 束 ｩU9*ﾂĀĀĀĀ

弘 福. 四 天 王 倅9TB 一 千 屯 刔ｩU9%ｲ 一 十 万 束 壷U9*ﾂĀĀĀĀ
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大　寺　で　あ　っ　て　も　今　回　の　十　二　箇　寺　の　撰　に　洩　れ　た　寺　も　あ　り'新　た　に　加　えら　れ　た　寺　も　あ　る｡本　詔　は　大　仏　開　眼　を　前　に　し　て'華　厳　経　を　本　と　し　東　大寺　を　頂　点　と　し　た　国家　仏　教　体　制　の　再　編　を　目　指　す　き　わ　め　て　重　要　な　詔　で　ある　と　位　置　づ　け　ら　れ　て　い　る　(8)　｡十　二　力　寺　は　国　家　の　仏　教　政策　を　扶　翼　する　寺　と　し　て　選　ば　れ　た　と　考　え　ら　れ　る｡　こ　の　選　定　を　行　う　資　料　と　な　っ　た　のが　天　平　十　九　年　に　諸寺　が　提　出　し　た　縁起　井流　記資財帳　で　は　な　い　だ　ろ　う　か｡

豊　浦　寺　は　朱　鳥　元　(　六　八　六　)　年　十　二　月　に　天　武　天　皇　追　悼　の　無　遮　大　会　に

預　か　っ　た　の　み　で'　長　ら　く　国　家･王　権　に　よ　る　公　的　法　会　に　関　与　し　て　い　ない｡　そ　れ　が　突　如'　天　平　勝宝　元　年　の　華　厳　経　を　本　と　す　る一切　経　体　制　を　推進　す　る　中　核　寺　院　十　二　力　寺　の　1　つ　に　選　ば　れ　て　い　る｡十　二　力　寺　を　見　る　とす　べ　て　王　権　と　深　い　関　わ　り　を　も　つ　寺　々　で　あ　り'　そ　の　中　に　香　山　薬　師　(　法華寺　)･建　輿　(　豊　浦　寺　)　と　い　っ　た　尼　寺　が　入　っ　て　い　る　こ　と　も　特　徴的　で'国分尼寺　と　の　関係が　考え　ら　れ　る｡こ　の　選定　に豊浦寺　が　預か　っ　た　の　は､寺　の　縁　起　の　力　が　大　き　か　っ　た　の　で　は　な　い　か　と　推　測　さ　れ　る｡　あ　る　い　は　国家　の　新　し　い　仏　教　政　策　に　呼　応　す　る　よ　う　に　縁　起　が　編　纂　さ　れ　た　と　も　考　え　られ　る｡な　ぜ　な　ら　ば　本　詔　に　見え　る　｢建　輿寺　｣　は　豊　浦寺　の　こ　と　で　あ　る　が'
｢　建　興　寺　｣　の　名　は　十　九　年　提　出　と　考　え　ら　れ　る　｢　豊　浦　寺　縁　起　｣　の　中　に　の

み　見　ら　れ　る　寺　名　で　あ　る｡僧寺　の　法　興　寺　に　対　し　尼　寺　の　建　興寺　が　仏　教　伝来　当　時　の　名　と　し　て　相　応　し　い　と　考　え　ら　れ､縁　起　に　採　用　さ　れ　た　の　で　は　ない　だ　ろ　う　か｡寺　院縁起　は　天　武　紀　八　(　六　七　九　)　年夏　四　月　乙　卯条　に　｢　南　下
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僧　尼｡非一｡　殴　二撃僧　尼　令　｣

レ在　二寺　院一｡別　立　二道　場一｡衆　レ衆教　化｡井妄説　tt罪長宿一者｡皆還　俗｡の　文　末　に　あ　る　｢　皆　還　俗　｣　が　『　大　宝　令　』　に　存　在　し　た　か
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著　な
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僧　尼　観　の

ヽ
めに央僧任し

れノ

不関秦尼すて
僧

なAn ノ

の
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明す族にる＼LV

でる官対看る

相　違

規1尼

定　で9　条を　く

倭
｢　馬

あ詔人し

尼　へ
を　示
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従るがのてつこ舵
も

に者が出身出まれ刺の

あはみも荏て分さりはがと

り明　らこ　んみ　ら来　巷天　武お　り秩　序れ　た律　令唐　代
強　まし　て

日　本
ヽ一
めでれ間紀が二育に

つ
注

におな之L H r■u
l

こ箇人私た意

独　自律　令り
.ヽ>状午逮こ条に皮にし

厳｣正のでの准がした

の官
｢　隠

しが月儀成勅じ厳て＼IV

僧　尼僚　と
れ　よ＼- = V具戊L1 7 T立はる禁も0

規体チ整し

観し
｣

定的に備た僧とれ中国
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にて軽率ち王皮原衆とてるこ
ヽ一LVを顔道条得

おもが
lIHvの)をこ則敬と

｢

0の○守等場項な

ある存に考こがレし′　ー
な遼遠規｢りに

■

が
＼>

て曽′　ーつ者荏仕えで
｢

0つ浴浴定
常

秦

は尼たのがえる問大罪た｣とが
住

経仕
栄

わ態

皇　帝は　基(20)自　負あ　つる　存
上　で

題　と宝　僧妄　説歴　史と　いい　う僧　尼
寺　内

典　のす　る

意的
早

向に
く

に皇
よ

を　もた　歴在　と
認識

な　る尼　令二罪的　背う　最処　罰

つ史L
L

の｣

福景
もが

てとて
て

はに
0

で厳莱

よ帝
り

世

り　残に　仕

｢　高

俗　皇ほ　じ

出
お

天ヽ■-V｣
あ

し

^
､ 刀

発　し
な　け

磨え
僧

帝めた
れ

なる
伝

檀
^

､ 刀仏
ば

排　仏以　前
｣　を

力　とら　支教　界
な　ら

政にも
対配とな

武たと
る

ヽ,ト∨

.1 ヽi i Z ILn ノ

午
｢

い　う

｢　養

俗　権

こヒトまフ具
老プ｣

ろ　存レ在体　的

荏
二寺

逮

の　意　識

｣　と　は　J

読　誼　とこ　と　を

に
寺

際　に　ど　こ　ま対　し　て　強　い
院内　で　戒　律

レ衆　教
っ　てが　起

学僧なはき

習　に　励　み'尼　に　要　求　しい　し　｢　妄　説'　国　家　の　仏た　か　ら　で　あ

僧　尼
よ　るで　実規　制

を　遵
律　令

令処施力守国

策仏ち崎層の
＼>

し院皮
｣

罰さと
し

しで彼
こ

た条
で

をれな

家

た　も　の二罪　福教　政　策ろ　う｡

で一｣

上そ

辛
あ

とここ

とにそたあ戟と
｢

0件は料たつ浄王

ら仕
の

慧るのと常別が逮す
ヽ一

-刀た行侯

れえ中逮秦目士｢忠住立盛反こはこ者貴

るる
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の族逮An ノ

こ者揺よ辛は0

とと精- つ/天育

はヽ一一V申↓ †な皇代

あI( ノ罪僧
(

仏

つ前をた大敬

る
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- レ･
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そ
た文定
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と
0

れにつて逮の会別なざの
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レ

こしヽ-=V

立禁るが

な宿祈
二
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玄
(

し学奨り意し玄路論解定終修玄し

昭の道奨六たびが咲た契倭』釈
(

着行莫て

の普昭三六逮将イ棉をものに｢で止点とが重

棉及は蔵二磨莱ン国拷の勧井
書

き観と莱道視

国白に)使しドしっがめを
痩

る行
ヽIV践昭し

と天矩節午のたにたて古に穿
地　｣

0)わをにた

禅下四辛に
l

の漢玄ヽLV
ヽLV従ち

院　す　な
周遊　に

(　六　五L t　帰禅院　を行　と　帰は　摂　論
っ　た　直葵　の　翻た　こ　と摂　論　宗っ　て　禅'　諸　津

ち　禅道　場　の
る教化と　い)　年　五

の　年　にて　た　と
た　と　す

月　壬

つさ

ーれノ戊
ヽLvれ

設
辛逮

てる

立'
態　で唐学

記　録の　で

そは間
は

しな僧
残前

て
ヽlVの

つ午

る　のた　と
のお(23)と禅儲

『『
でが

壌壌
ああ

るる

の　影響と壌伽　論』
実　践　のる　論　書体　的　に

考を橋
も人

を　勧　めら　と　考

道

昭

経にめ追
■

の
大薩止生中

辛くたつ的壌成也観み国

伽伽莱ヽIVこたに伽さ｣行出で

節蘇
の

0とと道
(

れは)し｢

天
J T
カ

■

ての
(21)(22)地』倭棉

下と人ヽLV斉

ヽIV昭ヨ
た衆をた

和

読のら国天[ つ/の

行忠とな明00』翻

大坐塞梶
尚

し下行成ガ乗救梶本
秦

莱-つ′
し＼l七追しの釈道たを動し)仏済し

てが午昭
ヽ一
力修は昭追周はたつ

敬のて莱

漢天にがし学特に昭遊
『こま忠た

ヽLV践
袷

唐管帰磨に別敬がし壕とり悲める行
習

元国で玄あの授節て伽を禅のの0と
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八

○
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に
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前追
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■
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｣
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ヽ>れえ莱自
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伝
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と

え

行く刺
忠

た

のた禅で
(24)

と

体このあ

痩

木

飛を　含子　が

む　禅管　掌

飛

飛

島　地

遺　跡

調査
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確

にを授刺追実

塞禅も他暗視
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ヽl禅棉で
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き

帰刺のあ
打顔こ

国他刺る論の

後行他と』占…

礎鳥飛転禅る

石池鳥し院0

の逮池たの全

存跡南と壁

荏に側きが
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聞

寺自

が防のも茅判昭禅棉認

確接瓦同檎明禅の院対め

港し窯箔皮し醍入於的ら

さてでの葺ての演蘇にれ
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のの鳥がの典荏般と両解のる大敬
｢

蘇行漢

ぼ　る情　報池　遺
(27)

幾　点飛　鳥名　木蜜　多若　心解さ経　の放　す

木　簡が　得跡　の

のら性
道

中れ格
昭

ヽ
･ カて

の

ら　禅　院　のい　る　(26)

を
道

巡　っ　て　は

場　た　る　禅

性
0

多
院

格
調

岐
の

玄敬乗宿般餐)釈

葵演仏動若多に名

ヽ1
- 刀池簡､ い経れ共る新を敬の､ い
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｢

定

冒ヒ｣｣.土のとるとをで0

のをは
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修
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し説あ以特伝親ら切行
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新
てくり

上質え白の
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ヽ【
めヽLVと経
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意

らるす輿
登
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巻般に
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を
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法
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性
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戟
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追
告
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昭書る理
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研解

JP J-
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す　る

わ出文上
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く飛る簡
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心　経　｣
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｢
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経　｣
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巻
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て
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悟
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.ヽI V｣救＼IV
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経日日演
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のと六

実　を

輿頭を(28)でが波見
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れるし忠と世にし貢つ下て逼る間鳥け院移

る)たわ
＼トV尊は飛た蘇たをは昭○宿弛れの転

(29)
菩　薩の　はれ　るわ　れと　の自　他鳥道す重周なが木動遺ば所し

池昭る要遊ら
｢

簡に跡な管た

0

｣サがる問僕逮が点なしな大
ヽ一
カおのらすこ

玄　葵　が

玄答益跡飛を

｢
ス同英を

'Lv菩らけ悼なると

の鳥請面衆で薩判る格
ヽLvもヽ｢

､ 刀

観ク時釈過
有

仏寺じで坐あ
｣明影の0の

ら

白りに
『

じ
情

敬≡てあ救ろとす響究道で
推

『　法荏ツ

華

経』

の　｢

(

ト

観一生丁角て
僚

関綱
ヽLvる演An ノ秤る力明昭あ刺

行深
｢

益
倭とるがの

0ば大をとのつ
さ

観察の　原の　重密　経波　羅
の　た　め

木　簡一体も　の､　同教　化

す義視』蜜
と

にとが時事

｢　大　菩薩れ　て量　の示　すも　関将　来た　こ
れ　る｡

＼Lv書もわしと

るにが第多
ヽ一-=V

つな多に莱
被

た写のるたが
『　三

観こ忠つ十｣

J つ.
.ヽLVつヽ一LV天に

｣

可や
ヽ 一

- 刀こ経元
代

世
と実た六の大てて0皇当

の
ヒヒム日特もと輿輿

実

普がでわ巻重
莱は天逮

自

(　世
荏

あるに要忠

た
木

悼蘇しなは寺
録

武磨国つ筒をなれの飛移
』

ろ0も悼想最天留家た
は

示幾なで鳥転
元

のでー∩ノ唯鶴をが新皇学の道す多
＼､ レ1

苦　しあ　ると　し識　の自　在説　い貫　か･正の一僧　で仏　教昭　の確定も　のの　寺).1ヽ｢　　　ヽ､ 刀そ　のの　管に　禅
元　(

み)た袷普てれ確初あ政
■

はと院こ成拷院
1.1 ヽi i Z

の普こ原薩
lLvてな経つ栄面での名れ果下が七

声薩とをがる.ヽLV経収たにもき可ははをで辛七

を｣に示壁がる輿隻道皮見なb ヒム月道今期は城)

観とよす堤

じ新る経しそ

と釈と輿

0を事昭しの
'- ∨

悼昭後待な右午

将莱のてががもののしく京十

莱に負天しあ氏飛な禅に二



月十六日条には

以二縄院寺一震二元興寺別院一。躍院寺者、遣唐留皐僧道照、還レ此之後、壬成年三月、創一一建本元興寺東南隅一、和銅四年八月移ニ建平城京一也。道照法師本願記目。虞身舎利、一切経論、安一一置一慮、流通寓代、以矯一二切衆生所依之慮一駕。

道昭の遺志を活かし「一切衆生所依之慮」とするために禅院が移転したと推測することができ、道昭の帰国後の行動を貫く大乗思想を過小評価してはならないと思う。

道昭の後半生を考える上で『続日本紀』道昭伝の「有二勅請一還。

二々住禅院一」が一つの指標となる。これを「寺内常住」とかかわる勅の出た天武八(六七九)年前後、または飛鳥寺において一切経完成の設斎を行った天武六(六七七)年頃とみる説が多い。契機は何であれ、以後道昭は周遊をやめ、禅院に常住することとなった。その後の活動に関しては周遊後「為二諸弟子一、演ニ暢所レ謂衆経要義一」とする『霊異記』(上巻第二十二)の記述があるのみである。『霊異記』は『続日本紀』道昭伝と異なる史料をもとにしていることが分かり、周遊後の道昭の動静も何らかの根拠に基づく可能性がある口それは『霊異記』が道昭の臨終にたちあった弟子智調の名を記す木簡が飛鳥池遺跡から出土し、智調の実在性が証されたことにもよる。飛鳥池遺跡南地区の工房が本格的に操業するのは天武七年頃とされ

-90 -
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時　央

期　貴
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とて
ヽ一
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活　動す　る道　昭を　推共　鳴に　な予　測僧　尼
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の　天測　さ
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経
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｣　　1レ交

｢　路　傍穿
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蕃一｡
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仏欽律のそにあすは玄確践成行後
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ヽ■
カ道

ろ

と至だにの動本典の読天め
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I( ノ

さるさお交を独のこ
ヽ一
力下て

ヽ>｣

　̂　　0
め

れまれけわ厳自教とれ

た｡　まで､　国て　い　るる　呪　的り　を　嫌し　く　禁の　仏　教え　に　基で　あ　っ'禅　定
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う　こ　と　をと　云　う　語
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僧
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第一

説0

『水
れ

請道
鏡て

群場
』

ヽIV

第　二　段第　三　段第　四　段

請るは四は文

松　倉　文が　ど　の
(37)

第一㌧段　す　べ雷　神　奇抄　』　も

三て脂こ

古ナ(ノ

氏
段を説の

尾りこ
ヽ

~~lJ

′

に
ヽ
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､右　四味　深　い

し　て　収
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堤翠てに読に名最お追場を
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(35)
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節
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承
師
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ヽLv
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田
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発
て

今は法
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を　論　じ

節とががなの鳥の小に

がしあ逮道
0

状兄の育辛ま

元たり物場七況解開景名前

潔弥局輿0

い　指勘　石辺　に
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節
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の堤梶認名後つ
るの史場考
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口弄｢を付田争f m Tエ ロLP結れな

田し近が
＼IVの果てり追物

ににの'
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置明也ら
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直たLLと法石お節がはレし′　ーのに方逮が者身

ち七禅禅ろを節｣びに考出にでつ形を哩を

に世院院こ証説にたえ家尽はすノ乙tに忠識チ兜
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率

従後相追追るに定百昭れ後し＼Lvれ
＼､ . = Vせ悲

ツ天

.ヽ1辛当堤場も
｢

し人のな禅た
ヽ■
めた石るをト往

が
にすと法の

倭たと天＼Lv院た0のを0
大釈生

た
飛る秤節で婆

0
ヽ_ヽ ′V

下だにめ
ヽ

■l~■

/
で

ヽ｢
カ道成でを

＼l鳥0ば説は塞
口兼リスノ周ろ住に辛はつ昭しは顔

の遣れ請な亦
田入違Aつ′み道

｢

なての
た世ヽ■LV

氏　の
也昭たこ

にのと
論考　に

存　在禅　院

そ

ヽ｢
カ

敬氏の

ろ
二百

の動敬0

場道
＼IV弥伝と演

ヽLv禅An ノ

人
描負レし∫そ行節｣ろ

An ノ院
ヽ一

- 刀

弓
楠のののしとのI( ノと

学
しこ史が0

石
に方た逆な敬名

ヽ一
､ カよ

び
たそ料道和よ法めでが意

｢

追は場田りやのあらを

次
追堤残と氏塞説

の　よ

う　に

場　｣の　憶念　な人　々は　弥二於話　の巨　石津　や

と矢が
ヽ｢
カ勤

水
水を

ヽI lとらら石
門

争

も0ん唯
な

追今だ識
信

持堤はとの
仰

奨

た道つ紘磨
＼LV

ヽ｢
め昭て節減らノ

信　奉
が　あ

は　弥

記

に　も　弥

弓のし敬ば据てとの
『

普普

推え
ヽ-=V残はを

｣ヽLv＼Lv逮れえれえ仏も間瑞薩薩

測ばつつ秤
『とはて読なにるた倭禅で

ロ顔
と

へ

ててば塞あ俄きでヽ-=V従よ石の院は節しの

た追よ
ヽIVれ異る然て学が

ヽLvI つ/に面追

0昭
ヽLvなて記

｢

現据ん0人に因影場弥論0痩

の0
＼LYヽ- ‥V

』育実えだ倭々なんもと勘』玄な

逮し0た追人性る影婆のつでなの薯の英信

て
ヽ一

めむこ場弓を技響塞教た後
ヽl関薩作目仰
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等　場
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共　が

通　舞

をは堤元ヽLv禅し磨に

記道法輿道0院た史そ

し昭節寺昭しのと的の

て禅
｣ののヽ一

､ カ成考背傍

＼l
院と説禅し
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請院

｢

(37)
媒介禅　院の　中

を　｢
道　場

立　と　禅　行え　ら　れ　る景　に　は　道証　と　し　て

0

に
に

に道｣

の0昭

憶

測　の　域　を　出　な

す
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級
場で普大の
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る
属

み
｣
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及宝宿

場
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尼が
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た
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弥りのヽ｢
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異つヽIV

記　』　下　巻て　お　り'
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辛十似る両

も当. /i i Zて0
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説　話象　付(38)る　道な　ど

ln ノ.みて
の

とけ
0

場村

る　の　で

人　と　道　場
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午慈二､三　㌧六､〇　)

( 巻
すめ因

｢

目顔

rjBu Lむ近本主近津妙宿

九て作法事写近忠

六　㌧天　平者　で名　を強　行経緯事壌

次弟五六六慈九

乙　亥

_.1 ヽ■Hu

月

子　慈
四､四'/　　rl i z氏　弟

二　㌧

塞五六六チ
九

五五九慈
三

十　四　日　写　了　書　写　師　慈　氏　弟　子　三　宅　達　人　成　本
檀越慈　氏弟　子慈　姓本名　三　神智者呂

五　七　)慈　氏　弟　子慈　昭本　名建　部　木　方　呂慈　氏　弟　子慈勘本　名荒城臣多都乎'慈　氏　弟　子慈　通本名難波部首益　人'
九　四､　九　五　)

勢

九七あっ知
覧

』

_l ヽi i i Z ]弥

明近　那深　法深溝
天　平

行　知深溝

壌報

て経
に識

慈月勧知｣

戟並解

氏書菩識と
つ弐行主潔

弟写薩を呼
て袷

チと
へ紘ば

優婆塞慈　信い　う　こ　と

で

慈　氏　弟

大　石　主　ヰ
本　名赤染あ　る｡『

子　優　婆　塞　慈　法　本　名豊　国

＼Lv香道

る

のんれ
0

入内潔深

信　仰　かだ　こ　とる　『　解
奥　政　は

(　近　事　九

足　広

らが潔左入法
弥　勘　のわ　か　る

辛壌弟○

密　経　』　巻
の　よ　う　で那　十　二　人道　　解満

磨= ≠ 且
幼チ似五あ

)

師　地　論』　書　写を　名　乗　り'　弥た　よ　う　な　例　との　写　経　が　同　じる｡

恵　　深　福智　　道精

勝宝

元

午

十

月

廿　1

日　書写観法
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右の感
ヽ-=Vじ

ヽ■
め

も　願中　のを　あた　経る　簸踏　ま

は　他　に稔　伽　唯か　が　わ

主　の
1　字

ら　わ典　で伽　行え　た例　を識　派せ､

近　事を　法し　てあ　る派　に法　名見　な

(
名＼- ‥Vがよと＼ト∨

優　婆塞　)　の
と　す　る　こ　とる　と　見　ら　れ

の　存在　を　伺

｢　慈　氏　禅

伽唯　識　派　の下　巻　十　七　話は　天　平　十　三田　香　融　氏　はい　た　大　般　若を　記　す　奥　錬り　天　平　期書

と　も　呼背　後　に
わ　せ　る

'撮っ　て思　わ(40)ぶ　べそ　う
も　の

定　堂　｣　も　天
弥勧信仰　か

は　宝　亀　二　年年　に　は　す　で一九　七　八　年経　六　百　巻　のが　存　す　る　こ
写　の　明　ら　か

行
『

れ
0

きし
で

辛
ら

のに口一不中と

･稔解　探る｡

強　行
で'

る｡
成　と

以　下
経

『　解
ヽ=ヽV

餐経

天　平　時
知　識　たた　教　え

あ　る｡
期　の　慈

出　た　法　名

出　来　事実　在　し歌　山　県に'　天か　ら､

経典
代

ちを

』や
を

の読

近
輿

潔つが作
中

経き

那へ密た作者
い

典な

の

(　優棉

経法ら
へと

やが

』
名れのし

作ら

婆夷依　や
は　唯は　簸た　と帰　依

た　こ
者　に布　教

)
知請日放ヽlをの対宿

も識忠
(

Fn ノ汰時す動

『解
と　し想　を禅　)こ　と名　と期　のる　信を　す

潔て最行をし

杏の初を何た
tヽIV

､ い仏

経逮に重ま〜写わを敬

』帯説んど経ばAn ノ者

氏
で

とた港平弥

伝
は

し寺草時気

な　九　例　を

つ　ぎ　の

仰
な

てで那代山
よ

の　文
ヽ.　　　　ヽ一

､レ　,刀

い　るあ　る野　上の　御室　堂
[フ　こ

脈とがこ町気の挙

に　置推測'　実と　が
ヽ　　　1･

パ一日〃

＼-. ∨さは判也

寺　知　識実　在　をげ　て　い

てれこ明区が

見　るる｡の　弥し　てに　所写　経

と
『霊

気
＼-. ∨

蔵

き
異

山るさ　れ

実　証　しる 　(41)

し　た　こ'　奥　政

0

壌
』

壁薗てとよ

(　マ　　マ　)

(　伊　国　那　賀　カ　)

〔　巻　二　四

〕　天　平　十　四　年　々　次　発午　三　月　中旬紀　□　□　□　□　郡　□　□　□　□　知
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〔　巻　四〔　巻　四

三　〕九　〕

〔　巻　四　二　六　〕〔巻　四　三　七　〕〔　巻　四　三

1.＼■nl

〔　巻　四　九〔　巻　四　九〔　巻　四　九

四　〕六　〕七　〕

上　毛　野

で　の　写　経書　勝　宝　七す　れ　ば　実

伊関歳荏

賀係九が

識/　□一切衆天　平　十天　平　十
写

天　平　十
□　/舵天　平　十

奉大　般若経巻　二　百　写　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　四　恩　及生　/為奉三　年歳　次辛　巳　四　月　紀伊国　御気　寺　知　識　/　□　ロ　ロ　ロ
三　年　歳　次　辛　巳　四　月　紀　伊　国　御　気　寺　知　識　/　紀　直　商　人三　年　歳　次　辛　巳　四　月

直商　人　写三　年歳　次辛　巳　四　月　上

上　旬　紀　伊　国　那　賀　郡　部　下　□　□　□

□坂天
大右右右

写　/　大本　朝　臣平　十　三

般　若　経一部　六　百栗柄仰　願為　四　恩

旬紀国奈我　郡　三　毛　□　□　知　識巻　/　河　内　国　和泉　郡　式　部　省位　子

年

歳　次　辛

般若/　1京　六　条　四京　六　条　四京　六　条　四

部　六　巻坊　上　毛坊　上　毛坊　上　毛

河野野野
巳　閏　月

内　国　和伊賀麻伊賀麻伊賀麻

紀　伊　国
泉　郡　坂呂呂　写呂　写

那　賀　郡　御　気　院　写　奉　知　識本朝　臣　栗　柄

麻正月確

呂　は　造　東倉　院　文　書廿　八　日　｢課さ　れ　る

大　寺に　頻班　田
と　薗

司出司
田

の　経　師す　る　人

と　し　て物､　坂

歴　名　｣　に　載　る

天本坂

氏　の　指　摘　が　あ　る

平　末朝　臣本　栗
(42)

ヽ｢
､ カ莱栖

0

ら　勝　宝　二　年　ま柄　は　正　倉　院　文と　同一人　物　と弥　気　山　室　堂　は
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が 　 に

｢　御
と　誰に　｢え　ぽ

こ

気　院　｣識　さ　れ僧　尼　令行基　との　時　期

と　も｣
そ

｢　慈

に

孝　氏　の　研　究の　活　動　は　遺塞･優婆　夷方　式　を　採　っい　る　(43)基　の　仏教活

のにつをた

の氏お

動

天　平　十年

頃

頃　ま　で薩　僧　のは　七　十仏　法　に超　え　たて当
ヽlV

ヽL v時中

に秦顔塞者こに行

行成でづはと荏塞

｢

氏反
弟

衆
ヽL v

気定
｢

隻
敬

寺　｣　と　も堂　｣　の　法

秤名

別　立　二道
団　が　浮　か

堤び

上

て普の
｢　道

ヽLV薩は場

もが尼こは

の　実　像写　経　や'道　場と　しの　時民　衆

て期

を　特
ま　で

徴付に　行

け

る　も

救
の

塞

基　が事　業あ　つく　も得　度は　宝地　にの　四

行　っの　大たのを
負

お十

0と徳
三

け九

た辛天

の
道は辛

し　て

建
場成三国

さ　れ

四　年
る　仏院　に

る
に

教は

て
逮し午家て

出
施倭

を追を秦行演
でた

立逮にのヽlV
さ

設行

様寺塞成塞
にあ追とげは公るれはと

ばを
0が

々盤しの赴
る場

れ拷
莱つ

な架に

て　いっ　てレ衆

他

て
観橋修布に

らこ港0

た也関

く　菩
(44)

は　畿
そ　これ　てナつ　しす　る行　基詔　に名　で連　す

く
点と行敬は薩内でヽI h vたと道よ呼る

た
ヽIV教る'

め
.ヽLV

(
をみ僧

0

にのた追こ場
つ

ば法

0たレしイ
0

らつ禅紘らを

創と｣

建　期　よ　り　｢　道　場　｣す　れ　ば'　こ　の　時　期し　て　い　た　人　物　と　い

明た行大れ義

『行基
三　十修　行こ　と場　でろ　との　修て　もれ　る名　で

ら知)再な成午1.. ヽi i Z g
をにのな行推こ呼

ヽ勺
､ カ識を生

ヽLVす譜院令な浄りが刺とば

に　し　た　中　井　真活　動　を重　視　し産　す　ると　指　摘る　場　と
』　に　よで　あ　るめ　た　教る｡　時行　僧　尼'課　役禅　行　をさ　れ　るが　圧　倒れ　る　道

してとさしれ○

た　僧優　婆
ヽlVれてぽこ

レし′ ーに秦午宗(45)的場

行成節と

の菩塞がをし0
多比
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性』

な　下

し巻

と 　 二

し　十

な 　 八

い　話

o 　 の

らこ令は外天にの

的　多集団御　気千　月

'- . V
と院J L

この知
ヽ｢

､ 刀

の　時　の　こ二得　度一｡行　基　に　従の　優婆塞平　十　年　頃登　場　す　る一つ　で　あ三　毛　寺　の

と　も関達識　にけ　て
と　を

(53)

推
る慕

蘇

測
大仁

日

さ
般京

本

｢　慈　氏せ　る　材
若造

紀』

経営

禅料
のの

十
と

人
す

0

る

｣の
は　｢

とが

定
で

書た
蕊

記過

壁あ
写め

内
し説

よ
室が歌

畿An ノ
堂あ山

外なはる県

敬塞塞で出

レし′ー集のは

宿団建な

とた越で交隻

ヽLv屯え

紀

逮団以伊

う　地　名倉　経　瑞で　紀　伊水　陸　交が　開　かが　教線上　考　察国　名　草

衡た
し

由
里

て)そと布
た

を
の

ヽI H vをの
指施

と
も

追

る布ま
描屋

し
と

場

施ま
し

に

栄屋南て近
町　三

原の下

動の立
ヽイ
め毛

永也し

｣る
が賀

及てで
が活しろ村

逮に

＼-. ∨

ヽl

る

て　も　不　思

に　類　推

≡
義

す

て(47)毛
は

れ

と
0

行世請'>
あ

及動たAn ノの
男比舵

い　う　法　名　を　も　っ　た　道　場　と　行
わ　れ　た　天山　の　東　に国優婆塞

平　十　三　年

貴志　寺　も　行　基

のな
ば

追
るるん

ヽ一
カ

｢

ヽ一
､ カ近

氏定ノ
0

也
ヽLv『場

0が
でら請0

く
はしi ■ ■"u六に

0
塞

の

こ
ヽ- ‥V推追

の畿た測亦

檎等倭内こす荏
が役塗ばとる

々

架　け之塞
ヽ｢

､ カがと而
0七りわ

『荏

の　七　月ら　れ　た随　レ成百　五　十で　な　くか　る｡霊　異　記
｡｣　の

は
世口辛漢紀泉

布舵泉つ前を

施前山た辛塞

屋辛脈と
ヽ｢

' カ
盤

(

にをこらと

ほ　し　や設　定　さ雄　ノ　山

が泉る

)れ峠瑞の塞



知　志下 　 し 　 に

可

分

実　ば

弥とであるI( ノ由

気もずるこ0を

こと『確

追院檀と
ヽ一
力

塞
ヽ
カ

は　｢　寺と　も　呼等　が　落弥　勘　をす　る　と
記　』　に

る　手　が

い　た｡　貴こ

副　え　た　と

･展可　能

こ　で　は

あ　る　が
･表　現を　示　唆

は　他　に
か　り　を

二

例

出　て　く

冒

寺識
｢

共ての

もが道過
＼LV所

｢

前場悼るそ

壁面｣がとの

｣にであ忠莱

(　お　わ　り　に　)

重代てて管負で

棉梶史氏ら慧覚あ

逮のに衆れをしる

点国
｢

にて要た0

を家道布
ヽLv求僧そ

明　確仏　教場　｣教　すっ　たさ　れ尼　が
の　意

ににをる0る

す　る　たた登こ衆0

＼IV場

しさ

教　化
味　で

と生その｢ 教

が救のた
レし′　ー

めてせ勤済修め
｣

ために行の
と

あ倭0と赴の

え行つ自く場

修　行
｢ 道

て重ま覚菩がを場

早梶りし薩
｢

す｣

純　化　しの　大　乗大　乗　のた　僧　尼は追るで

､　必場　｣場'の　禅

た仏敬に然で敬行

義敬えよ的あレ｣/-
は

現普につにつの
不

を薩冒て､ いた拠

す行覚
｢

の0占…

れのめ道安大が
で

堤定乗
｢

践衝｣と忠道

あ　る｡

戒がには高想場
｢

律古出た
ヽLVを｣大
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生

追

- 　 近 　 一

九 　 処 　 九

こし柄も追と忠秦
ヽLv

僧見僧石のた眼史昭LJつ′が

尼て尼母点

令き令｣田に

正見

刺0
で氏

(48)は実
ヽつ

､ カて0多

で　あ

行にら行全々る

0

塞そ行わ体あ0

注
(　1　)

秤論
■

関

中文)逮

し

定　時　に'　国そ　れ　故　に　律
禁　じ　た　の　で

は　行　基　道　場行　基　仏　教　の
宗　教　運　動　の

活　動　を　認　識し　て　明　ら　かへ　つ　な　が　る

家　は令　国
あ　る｡

そ　の　こ　と　を　す　で　に　よ　く　知　っ　て　い　た　痕　跡家　は　こ　の　二　つ　が　結　び　つ　く　こ　と　を　厳　し　く

が特
般

すに

国悼
則

るで

家　に　対と　し　て

ゝ
カ

上

ら
で

き

た　特　徴　を　少し　て　は　な　おこ　と　と　思　う

大
し樵0

莱
で測率

忠
もの直

な
悲

解域な

敬
貴

ヽLv

し
｢会重

ヽ【
カ

でと

の
明をご

莱
で出批
践

きな判

も場
･道

あ読
IrJq　　　'め

た
ヽLV

つ　自　立　的｣　と　い　う場　の　意義る｡　今　回み　た　の　が

｢道　場　｣

と　し　た　らと　こ　ろ　がご　意　見　を

対　抗　的　性　格　を

存　在　を　高　くを　重　視　しそ　の　点　を本　論考　でと　い　う　場意　味　が　あ

く'未た　だ　け

た少あをつ熟れ

評氏しる拠たなば

価ので0点と考辛

生　｢　古　代　仏

教

修

行

の　道　場　｣　(　塩

『　天　台　思　想

同　｢　中　国仏教
て　-　｣　(『大

ヒ′　ー

研　究　』　山場1菩論　集』

入善行十

良道　先書　房処･親九　号

悼九に九
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五育仏
(

し点とよ

)代教『てが研
ヽ- = V

は　天仏　教に　お
南　都

い　る置　か究　｣
'/'　　　'､ カ

で'

(　2　)　石　母

1　九

(　3　)　喜　田

て　｣田　貞

台　教　学　のを　考　え　る
け　る　山　林

ヽ 一
力多

と

仏　教』　第
が　論　考れ　て　い(　『史　論対　象　が

四

号

の　中　心る｡　三
』　四　四｢　禅　院

らく

そ　の一九
修袷

l

と

｢道　場　｣　を田　正　｢　国

網

羅　し　て　い　な

論の
意五

行チ九称
＼LV

じ　ら　れ　た示　唆　を　う
義　-　特　に七　)　も　｢

の　内　容'
｢　奈　良　時九一)　はさ　れ　た　場0

古　代　道　場　論　でけ　る｡　薗　田　香
自然　智　宗　を　め道　場　｣　を　修　行仏　教　活　動　の　あ代　に　お　け　る　禅禅　院　即　ち　道　場所　に　限　定　さ　れ

あ　る　が'融　｢　古　代ぐ　つ　て　｣の　舞　台　とり　方　に　力院　の　機　能と　い　っ　てて　い　る　の

家　と　行　基　と　人　民　｣　(　『　日　本　古　代　国家論』

岩　波　書　店

七　三　)
貞　吉　｢　醍(　『史　林　』

吉著作集』

醐　寺　本　『　諸　寺
一〇　-　四､一6　奈良時　代　の

縁　起　』　所　収　｢　元　興　寺　縁起
一　一　一九　二　五､　六

｣　に　つ　いの　ち　『　喜

(　4　)　吉　田

題　-　｣

(　5　)　福　山

一彦　｢　『　元　興寺　縁起　』　を

(　早稲　田大　学考古学会

敏　男　｢　飛　鳥　寺　の　創　立　｣
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詔日。置レ職任レ能、所三以教一一導愚民一。設レ法立レ制。由三其禁
二断好非一。頃者、百姓事二違法律一、窓任一一其情一、勢レ髪発レ髪、轍着一一道服一。貌似一一桑門一、情挟一一好盗一。詐偽所一一以生一、姦究自レ斯起。一也」凡僧尼、寂一一居寺家一、受レ教伝レ道。准レ令云。其有一一乞食一者、三綱連署、午前捧レ鉢告乞。不レ得三因レ此更乞一一余物一。方今、小僧行基、井弟子等、零一一畳街衛一、妄説一一罪福一、合二構期党一、焚一一剥指管一、歴門仮説、強乞一一余物一、詐称一一聖道一、妖一一惑百姓一口道俗擾乱、四民棄レ業。進違一一釈教一、退犯一一法令一。二也。」僧尼依一一仏道一、持一一神呪一以救一一溺徒一、施一一湯薬一而療一一癌病一、於レ令聴レ之。方今、僧尼轍向二病人之家一、詐祷一一幻惟之情一、戻執一一亙術一、逆占二吉凶一、恐一一脅季稚、稀致レ有レ求。道俗無レ別、終生一一好乱一。三也

D

」如有一一重病一応レ救、請一一

浄行者一、経一一告僧綱一、三綱連署、期日令レ赴。不レ得一一因レ葱逗留延一レ目。実由二主司不一レ加一一厳断一、致レ有一一此弊一。自レ今以後、不レ得一一更然一。布-一告村里一、勤加一一禁止一。

三項目は、それぞれ官頭に詔がよってたつ禁令の根拠が示されて

いる。行基とその弟子に対する第二項目は明らかに、寺院に寂居して修学伝道に励み、許可を受けた範囲で乞食を守るべき官僧尼を対象とした禁令である。本詔は従来、行基個人の布教活動がいかに僧尼令に違反しいを、僧尼令の該当各条を引用して指摘する
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、ーー
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き、行基集団を反国家的集団として札弾し、他の官僧尼への影響阻止しようとする国家の姿勢がより鮮明になってくる。

養老元年詔の対象が行基と行をともにする官僧尼であったこと

これに続く養老期の僧尼政策からも首肯できる。養老期の僧尼政が民間に流出する僧尼への対策であったことは、すでに舟ヶ崎正氏の指摘がある

(10)0

『続日本紀』養老二(七一八)年十月庚午

の太政官符で僧綱に対し、衆僧に推され法門の師となるような智優れた者、後進の領袖に相応しい僧、及び五宗それぞれの宗師たべき僧を推挙させ、僧尼はその性分に応じてみな学問させよと命ている。そして同時に「凡諸僧徒、勿レ使一一浮遊一」といい「経日。乞告積一一雑市里一、情雄逐一一於和光一、形無レ別一一子窮乞一。如レ斯之輩慎加一一禁喰一。」と僧尼が衡に出て俗と交わることを戒めているのはこの政策の目的がどこにあったかを伺わせる。都下での行基等官の活動に対する危機感が仏教界の引き締めと充実という政策となて現れたとみられる。

国家の期待した僧尼像の代表として翌養

神叡と道慈が顕彰され、食封五十戸を賜わ始めて公験制度が成立した。公験支給の条六年を待たなければならない。同四年十二流に読経してはならない、漢沙門道栄・学

老三年十一月乙った。養老四年件についてはさ月己卯には読経問僧勝暁等から

正のら正卯

規際に月朔

の自天丁に

転己平巳は つ僧 日じる徳条孝策は を
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経　唱　礼一｣　と当　時　の経　で　あ

養老

同　時　にに　次　の

垂妨門

を学習　せ　よ　と　の　詔　が　で　て　い　る｡冒頭　で　｢釈典　之　道'教在　二甚深
い　っ　て　い　る　が､そ　れ　は　正　確な　漢　音　で　の　発　声　に　よ　る　と　し　て　い　る｡

国　家　がっ　た　こ六　(　七僧　尼　によ　う　なレ化　設｡　比　来底　塵　頭

官と二対太レ教
在訴

僧　尼　に　要　求　し　た　も　の　が　何　よ　り　法　会　に　お　け　る　正　確　な　読
を　よ　く　語　っ　て　い　る｡二　)　年　七　月　己し　て　実刑を伴政官謹奏が　載

､資　二幸程一京　僧　尼　不　レ練誘　二都裏　之　衆

卯　に　は'僧綱　に　薬師寺　常住が　求　め　ら　れ､う厳　し　い　禁令　が　出さ　れ　た｡『類衆　三　代格』っ　て　い　る｡
以　方　通｡導　レ俗

二戒　律一｡浅　識庶一｡内　無　二聖

下二人　之妻　子一動有二事　故紀一不　上レ顧　二親夫一｡或身　焼　レ指｡　衆　宿　為　レ常　妖二其弊　1特須二禁制　1 ｡望二当其章一厳加　二捉撰一｡其　僧　尼　1　同　下詐　称　二聖　道決　二百　杖　T O　物遠　二郷族　1

一〇　日剃二頭髪一
於　二路衛一負　レ経

訓　レ人'違　二葬典　1軽　智　巧　説　二罪　福　之　因
教　1　㌧　外　巌　二皇　猷　1.

取離二室家一｡無　レ懲
捧　レ鉢｡或於　二坊　邑一

誰　成　レ群｡

初　似　レ傭　レ道　終為　二肝　乱

請｡京　城　及　諸　国　々若有二此　色一者｡所

分遣　二判官　1　人　1

而　即
果　1.

遂　令
二綱

害　レ｡　永　言｡　監

不　レ得二官当蔭購一O　量状奉　レ　勅｡依　レ奏｡

一｡妖中惑｡　主　人　隣
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国　政　の　重　要　な　柱　と　L t　戒　律　を　重　視　す　る　こ　と　で　仏　教　上　の　功　徳　と　威　儀　を高　め　て　き　こ　と　が　わ　か　る｡

以　上　の　よ　う　に　律　令　国　家　形　成　期　ま　で　の　国家　お　よ　び　指　導　層　が　戒　律　思　想

を　重　視　し　た　と　い　う　特　徴　か　ら　導　か　れ　る　僧　尼　像　は'先　ず　正　規　の　授　戒　を　受け　る　こ　と'ま　た　受　戒　後　も　浄　行　者　と　し　て　の　生　活　を　厳　格　に　守　り　国　家　や　支配層　の　主　催す　る　仏事　に怠　り　な　く　仕え　る　こ　と　で　あ　っ　た　こ　と　が　わ　か　る｡天　武紀八　年十月　是月条　の　｢　凡諸僧尼　者'常住二寺内一､以譲二三　宝　二と　す　る　僧　尼　生　活　の　原　則　も'一つ　に　は　寺　内　に　寂　居　す　る　こ　と　で　戒　律　生　活の　清　浄　性　が　保　た　れ　る　と　す　る　思　想　か　ら　で　た　も　の　で　あ　る　こ　と　が　わ　か　る｡こ　れ　が　｢　僧　尼　令　｣　5　条　や　1　3　条　に　結　実　し　て　い　か　な　る　場　合　も　俗　と　交　わる　こ　と　を　禁　じ'た　め　に　行　基　及　び　そ　の　弟　子　等　は　｢　道　俗　擾　乱　｣　と　し　て　厳し　く　札弾さ　れ　る　こ　と　と　もな　っ　た　の　で　あ　ろ　う｡ま　た'｢　僧　尼　令｣　全　体　が
『　四　分　律　』　を　中　心　と　し　た　戒　律　色　の　強　い　も　の　と　な　っ　て　い　る　こ　と　も'上

川　氏　の　指　摘　を　受　け　て　考　察　す　る　と　前　代　か　ら　奈　良　時　代　へ　の　律令　国家　と　して　の　仏教思想上'政策上　の　つ　な　が　り　が　理解さ　れ　る｡

も　う一つ　当　時　の　僧　尼　に　要　求　さ　れ　た　こ　と　は'　王　権　や　国　家　及　び　支　配　層

の　主　催　す　る　仏　事　に　奉　仕　す　る　こ　と　で　あ　っ　た｡　そ　れ　は　単　に　｢　設　斎　｣　の　こと　も　あ　っ　た　が'次　第　に　『　仁　王　経　』　や　『　金　光　明　経　』　と　い　っ　た　護　国　経　典の　読　請'講　説　が　主　と　な　っ　て　い　っ　た｡　そ　こ　で　要　求　さ　れ　る　の　は　ま　ず　正　確な　漢　音　で　の　読　経　で　あ　る｡　先　述　し　た　養　老　四　年　十　二　月　の　正　規　の　師　に　つ　い
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畿｣早た
也

すし上え
にて

人

内のヽIHvの

｢

大
An ノ

特磨時で

大守よ
に名期あ

の
るたをは惹も々

百
痩今助

姓弊をけ僧
しら

支

僧に
An ノ

和樵
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カろ逮し救る尼たの

拷

正所な泉はらAn ノ
のた

＼IVこ令に実が

記属官
を一丁41･ま0坐役との逮践逆

｣し僧中塞ず行宿氏仏が禁
ヽ11 一Vこに

にても
い級官塞のの教同忌なそ自

よ国多と秩僧の姿姿的時を
ヽLv

｢

信

れ家
.ヽ- = VLの尼説がなに巳ズつ0釈を

に　実　践　す
で　は　衆　生

仏　陀　の　教

る

ヽ- = V

^
･ カ
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乗 　 仏 　 日

て
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ヽ一

､ カ
ヽLvチが的

で戻あ実がたてあす
四

のをにけ
ヽtl ′V

Jへノなれ大にあのる践らと仏るる
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請しえ0器In ノ因港

施
ヽ一
めら陶漢他は概

0

諺しれ邑莱の分用

『
は秤るのの窯

'
め池

午築亀0大ご跡らが

譜追二檎野く群な作

』午
(

尾池初と
ヽL vら

中代七は窯期蘇がれ

のの二和跡五著
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業　振活　動

行

的　に場　第須　恵紐帯で　検重　要温　子
(49)

え　らで　あ拙　論し　て

輿と塞も
▲

器揺証で氏

が関と須号坐以しあの
0て和は節

図係そ忠の産後たる考従
.ヽL y泉そを

らが
の岩大にの

.ヽIVO秦莱る

れあ弟坐質漢行
と大が

行が

で　のの　後

た
る

千産忠わ基忠須

の
の逮を院る

集
An ノ恵

は
で

は過を請
団

0院

お　そ　ら　く　陶

は　な
自　らじ　て建　立豪　族

の　括

.ヽ1 日V

だ　ろ　う　か

邑　を　包
0

括　す　る　大　須恵　院　で　の

の有し辛
動

大　須　恵の　も　つ

出　身　母機　的　にた　と　思工　人　達
の　基　盤　と

院　が　四こ　う　し

で　あび　つれ　る

地　域　的　に　も

て　い　る　陶そ　し　て　こ

の　教

な　っ　て

通　じ　て
こ　と　を

十　九　院た　意　味

論　考　の

問　題　関

､い　ま
･ノ　　　　　古

基

宿山忠

動　が　大氏　が　指院　建　立

設　け　た

古　学　上　の第　で　あ　る｡

口寿摘の
成

-　和　泉す　る　よ意　義　を
異や､『

-　摂う　に押　さ
境　伽

請

も　つ　意い　て　は
と　重　な

河　内　との　仏　教こ　と　はと　の　関

邑　をの　大築　か次節味　は既　にる　部
い　う活　動重　要連　な

｢

こ早分動のでど

土のくが普始あを

たで院人塔点井多で原るロ刀

人道で的｣で山
ヽIV捉地0咲

第　四　節

土　塔　と　大　野寺
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た　男

よわ出が

大りた土解

亀　四
(51)

和　泉年　の及　びら　ず年　月氏　が
(52)

野積つし明午

寺みてたさ□

の重行Aれ
nU.月ノ

土ねわ名た年

塔られ瓦(50)

ほれたの

国書土
『

を指

る成にまさ

成0要ヒL ⊥た辛

果そ秦べ木
盾且
顔

大写塔午記描0ののとて追藍
『　行

鳥上の譜しす

塞
那の建』たる

二年
大誤立記記よ

月譜
野Ln ノ記事逮ゝれノ

冒て発隻
0□』

村で辛中全に

本き揺成そ□
こ

あがの体行

でた調のの口は
二る辛

｢
の塞

は土査詳成
(｢

月こ莱年信研

き塔と細果
□聖

三と
で代悪究

わ研戟がの
欠

め究告明辛

武　天

ては秦らつ
)皇

特　異　な〜一九に　よ　りか　に　さ

仏　舎　利九　八　年

日　起'､ヽ一　　リー刀　半
あ　る

｣明
こともつ

とす

大　野
と　記

四　年
あ　りる　と

れ
寺　の

そ　の'　上

土　塔

拷
ヽT

､ カ形港
ヽ一

' 刀

し　た
八　神　亀

軒　丸

' 『と　も

年
こ

とよ高て

がばめは

立れる画

証　さ

＼IVと的

五　年譜』
' 『

れ　たる　道と　なな　で

でら態の
ら

瓦丁の午0堤. れ ノき

考
出

のP月ノ神普そ逮

る○築育
土

存)亀』れ立栄と

0○追学
し

荏大五のにの原と

大六方的たで野年大と堤永な

正午法全
｢

あ寺は野ど所逮つ

貌神る荏四守ま

香とて塔塔堂

冒
ヽィ

､ カ也そはと

揺らとの精の

築土のも撤調

造塔調のな
nH弄

当の和の逮と

初特を存築
ヽ- ‥V

の徴煤荏技つ

形をつ感術た

態挙て辛や占…

とげ逮独

外る立立見重

観とさ悼た視

れが者さ

明第るム虫T t r )をれ

ら木
＼LV圧て

ヽ【
' 刀に造こ倒

.ヽ-レ

に口勃五とする

さ藍蛋がるが

れ内塔注形土

たに辛冒態塔

こそ七さ上に

との重れのは

で塔る美そ

あ棉等0しれ
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が

がが段用の
■

僧てこ塞ら演イ逮陀聞塔築雁

な重育
-ヽ-. ∨

み○俗冒の土ねれ
(

メ点国しはが

＼Lv視状らで九知的仏塔らてスでのたこ追捨

お

さ　れと　しれ　て意　味点　に識　に･規
塔建の　形れ　て

そて各
.ヽL y

ら
ヽ- = V層る

ヽIVトジあ雁道の昭身

るクがる塔昭線の行

の　分上　るよ　る模　と立　の態　上き　て(54)

0 ヽ
ノ

遣　唐(55)の　由は　西上　に線　で為　に

くるに0
ヽ一
カと仏も

棉
のお

0

)使
0

拷域成行よ

土の瓦第らヽ-=V塔に
悲

系り

塔でを≡な

はは葺に＼IV

塔な
ヽLv出も

う　(53)
建　立　と前　例　を

を　得　た　の

つヽ1
､ カて土の

0

-ヽ-=V見

まろ十しを
文

In ノな
で　あ

譜　や'　発

そ　の　成
に　あ　りを　通　じ

井　上
に　心　惹の　土　塔

立　し　て基　に　イり　大　乗

て
秦

悲罪
を

西行
氏

蘇査
踏

域基
は

りAn ノ≡た令
辛

事
ヽIV

ろ
を結

ま
をに

玄
翠

ヽ 一

､ カ層文め
瓦

莱も
An ノ

巡果
え

過伝
莫

^刀やヽIV

ンの

れ大る
ド教

棉雁の
のえ

国塔で翠の

後の
は

拷高

拷0に辛る
の

はの
ヽ 一
カ

つの
る

しわ
が

大

波第仕瓦と
ま

秦で
0

て隻
と

てつイ
雁

を二上は発
と

良あ

築にげ判見ん
時る

く築る読さど代0

と追とでれは初
l

＼ト∨
方

.ヽLvきた人期体

I( ノ法)へノなも名の行

伝も独
ヽLvので知塞

仰土負もだ

上をののけ千宿ど

の固方やで人動こ

も近と
ヽ
め

的てが辛
■

＼トVLら

は大
土中た

ン

大成塔国のド

正と
のへで

以　来し　て源　流入　りは　な

遊　学　中

こ
な

波さ

と
ヽIV

のを

塔を
ヽ｢

､ カ

イ示

を行
と

メし

建　立　し基　に　伝
考　察　し　て

-　ジ　がた　こ　と

IIVにたえ
＼L y

伝を

行究イ中
ヽ一
め見0た

る
わ記

研史ン国見聞こ0

究もドのるしれ大
(56)

たし

がまの樽のたを野

積と翠塔が磨を寺0と塔

みめ拷の到掲見土玄
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のに中供ど楽仏閣にをがたな王男等

てら本軸位菩義のの陀)あ十るりく

られ論に置薩によた供る種0す
｢

王

れた稿据づ也つAn ノめ秦
磨

もあ｢る父子大以等

とでえナJLi第
＼Lyにどの(のげ

自
こ母

そ.ヽIVはてて十て善の対
日

I

の
I( ノ

『き＼Lv五説友よ象
本

供そ
供

を

小親衆

大令敬

由　緒
考察稔　伽た　のる　か初　持

に　感
は　行論』

で'

銘　を
基　の　実

｢　菩薩翠　堵

受
践也

波

チ亡■
を｣

に

た
考と

関

玄
え行

し

く

を　検壌　伽菩　薩

討　し
処　供は　仏

と　親　し　みう　な　修　行は　翠　堵　波
の　寺　か　)　等

す　る　の　もの　五　番　目

莱
る塞て

『

量よ薩
ヽ一

､ カ陀
ら

仏｣

が
との

も壌品A つ/はのを
を

陀六

大き仏
｢打顔

第に衆間舵節に香

養　｣　と　は　他
い　う｡　｢　教

妻臣匪軌

子･奴　牌

僚

庶

ず分
(　役

にだ
人

白け
)

雁と戟書論千供坐
ヽLvるた対日分で

(57)

長　者･貧　困者　)
･諸　師

｣　た　ち'

居　士･

･苦　厄
共　住

つ　ま　り

近　住
あ　り

切
と　あ

国負弟
ら

邑下千
ゆ

衆層0

る
塔て実薩』六秦のにたにすにの供親港

をも践也巻｣す辛答め造る
｢

辛秦属僚力焚
た

建　て興味と　の｣　で四　十は　菩べ　きせ　をえのるL･ 7 T教で具財行
ち

る建
こ拝他供を及商

ス
者

が

ヽLv関は四薩
ヽ｢
め顔辛物と供供秦追び主ト

追0係ど
｢

の

昭　に　伝

＼､ . = Vでのも秦義具るそ

を　考　察の　よ　う本　地　分筆　堵　波菩　薩　は抜　苦　与あ　る｡
一､

ま　たの　方｣をのの下の出

が整で他
1

人家
レ　カ

台堤法挙えは国切)者随
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○のー∩ノた文みのも忠t T′〃1仏十こつつ図色図は

倶
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『

も図あ条鍋跡
に　供　養　す　る

こ　と

と

て　こ　の　自品育は一ま〜るをな

が代なし0こ.ヽ､ レ1

行　基に　あ＼-=V

き先An ノで

だ文のしあ

他とつろの供たろ

倶弟て[つ′
中秦皇An ノ

共千は
ヽ一

､ カ
に晶帝

ヽ1

カ

あ
秩逮

る
秦に

前0
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代土
七精廟土

は土未塔
顔

秤や塔

名
最の聞

ヽ1
カ

成
を天の

付
大翠の

け
宿拷土

て
果波塔
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｢　菩

ら
登

生皇田山

は
寓　｣

'
カ塞悲

円

筒
｢　ロ

ての系

獲莱築状帝建冥譜

薩　自得　す
ヽLV追の天立福は

てに須皇さ祈こ

他る仏大恵尊れ顔の

威と陀き器塞たの供

共説をなに口と形秦

供ヽLV供ヒ箆｣すで晶

秦て義ン書等れ表に

｣＼LVすトきのば堤あ

とるるをし句

ヽIV0と与たが国たた

土』十仏のを
つがめと

塔
■

月跡で書た秦るし

の巻九図あ写可にらて

形は日
』ろし鰭入れ最

I( ノ
た性つても

棉容写巻
0

とはてヽLv多

悲が疏がまあ高
＼Lvたく

す伝所見たる
.ヽIVたこ登

るわが
え薬が

0とと堤

上つ禅る

参

て院(58)

師　寺(59)正　倉あ　るが　推す　る

仏院の刺の

考な
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め

0

足
こ

文でさが

資
＼Lvら

こ
石

の
書

料が借
の

は
『

の秦る拷

は気り

『

右仏注の0波

あに出仏京跡に中玄で

つなし跡四図依に契あ

たるた図条』れはのる

の図疏』
一の

ばそ
『

0

で書論は坊中
『

れ大塞

あで等道のに仏ぞ磨檀

ろあ目昭禅そ跡れ西

I( ノる蘇の院の図異域層

ヽ｢
め0の持寺仏』な記轟

0天中ちに足はつ』
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顔伝文拷
/ T

､ 刀のの
『

年中防トしにとさをら氏

鉢云がちし翌際改にに所とたつ考土れ入れな

等｣あ棉く午に元光『にし高
､ヽLv

え塔てれてど

のとるつ
な将釈明酉記た弟てた築

lLvておの

形
『

0た'LV貞莱経皇域
さとがは-ヽLV造る固り技
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吹

記記がれヽ｢
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翠級域逮

こ六類つ書
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1ヽ-=V
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憶
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波

写　の
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め
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にヽLv西僧負で棉節
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域
はた域正0を

は
悲を

市･日
(

しっ
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潤可記玄
行

受
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筆ヒヒム日』防
塞

十ノ
ヽ一
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仏)つは
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や

土
ろ

した
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『

ておちと
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ヽ｢

- 刀
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イ
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ヽ｢
､刀
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頭
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』
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｢
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術
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莱と池隻期
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法のであで

が中もるあ
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段あ陶程名と態あ
1.1 ヽiZ

知　識氏　は力　氏層　的
(64)

や　は思　うの　企日　本第　l俗　知

台ろ邑にやがでつ月を行族に
0

り○画でに識

状^ つ/のヽ｢
め勧塞や
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め最像知こ日誘や氏
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｣し弟衆
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るた可
で

莱たれ
が

土すにと

秦瓦能
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独
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る南にてABCDEAをる

0出区ヽIV

碑と　い築　造　は活　動　の地　で　中こ　の　点鼻　助　氏

^つ　こ
天　平基　盤心　とに　つの　論

機莱つ随
と

期とな
ヽI V

考

と　な　っ　た　と施　を　と　も　なた　行　基　集　団レ器　誘導'
が　で　き　よ　う｡

こつが
威

ろ

に　意　義　あ　っ

た　太　政　官　奏　に都　下　を　離　れ　和
趣　二千　善一｣　に

た　と　思　わ　れ　るよ　り　教　化　の　形泉　の　荒　野　に　様よ　っ　て　実　現　し

0態々た

そをな宿

以なるて
が

分　し　行　基　のる　が　そ　の　五平城京　を中和泉　国　を　中摂津国西成摂津国河　辺山城国紀伊E　の　五　領　域っ　て　み　る　と行　基　集　団　に

移　動
領域心　と心　と郡･郡　を郡･

で　あ

た族行考
間

は

爆　発　的と　考　えが　神　亀基　の　事
に　な　る

の　相　互

なら四莱(65)関

勢れ午棉逮

ヽLVるの互
0

性

で0段の氏が

展天防計はひ

開平で画行と

さ　れ　る　土期　以　降　の

木　事事　業

す　で　に性･開基　の　活目　で　わ

顔逮動'
カ

を性をる

そを吹よ

莱がろ塞のA( ノ

を展え視五図

領域　(土師領域　(陶邑郡　を　中　心　とと　し　た　領域郡　を中　心　と
そ　こ　に　(

氏のし
(

し

土　塔と　っ

段　階　で　主塔　建　立　の

)請た含た
)氏義

氏･領域大　輪領域で　土

大
(

田
(

塔出こ

鳥　氏･津守　氏船息秦　氏文　字揃　っに　こ

))瓦てそ

でヽLvあ



建 　 で 　 る

あ農が氏術が係めに宮当族質にれの参中あ

ろ氏り族をわは第て参未時と料漢る皮口力でろ

保
ヽ一

､ 刀今二＼lレロ刀知のそでわ0令者四I( ノ

0の見水拷る後にるしチ居のあっ大
ヽ.11 ノY

は点0

注関る刺し0の大こた氏住氏るた庭をその大

目係と辛てす逮須とこの也族0大造示れ出庭

さが育莱きで河忠がと労とが第磨はすぞ土氏

れ暗墳にたに院文が作は本≡追土とれはと

る黙築長氏レし｣T
湊

が辛判がな莱節行

の秦追け族条の
行瓦明あら勢で神氏敬分族塞

は　従に　重や　土た　秦と　の
勝貴

来　行視　さ師　器氏　な関　係
氏　の

塞れ生どを
読

のて産土土
考

辛きの木塔
が

莱た技や建
あ

はが術器読

港を具の

る

出

ヽ- ‥V

教にる
○

にれでのの

と有し
村

J ' 'く
1ヽトV名与係

ヽIHyした

て
宿よ氏

こ
[ つ/た

四ですのの

が
荒

点ある積潔

重
動り族

れ
批也文

要
を判と

に
判域辛

で

が
あ

る

展明出
つ

がの瓦

開し身
ヽLv

すた那
て

淑こ拷の段(66)
0

るこ郷は

施An ノつ生防

設し土産で

にて両･PP面築行

焦請氏で＼Lv塞

点氏や伝てと

が族陶舵
＼Lv秦

当と邑的る氏

たののにこの

り繋請技と関

上との本

田をろこ檀さ

直
出-( ノと性は

土ががを行

あ関記
□

し

る係銘
本

l

則し演

がを氏
臣

単点だて後

知族
( 坂

純のつヽLv
l

でで関質行るの本にみたる午

塞あ係の塞に中臣数のこと目

要るに地をはに)の出と解に

な0つが支塞須等多士がし大

位土
IIV必持要恵がさが何て庭

置塔てずしな栄兄が多わよ院

を追はした参生ら関くれ
＼LVが

占営岩も氏考産れ与



立のも人らのさ逮崎共段%る解
＼I_ ノY

所的

さ技あが也母れ第立醍過階

秦

0が0で意土良

れ法り瓦た体る≡のの点ま有名分行の義塔時

製知と0に山文ので姓の
ヽ｢
め塞文もは代

ヽ-. ∨

焼須作恵な

る
ヽ 一
め恵のがつ

これ器堤揺て

とた工堤用
ヽIV

^
め瓦人にさる

らのや赴れこ

も出陶
ヽ-. ∨

たと

推土邑てとが

刺やの隻忠土

さ関書わ塔

れ陶与きれの

る邑がにる存

0窯描す0荏

土跡描る大

塔でさと須文

の発れ
＼Lv忠辛

瓦見てAn ノ院瓦

にさ
'Lv辛での

はれる法の解

明た○も宿明

ら文記須動
) .
め

ヽ一
､ カ辛銘恵がら

に瓦を器一丁ク｣逆

須の知坐塞に

恵残識産集証

器存各
ヽ｢

､ カ団明

行崎辛多の者みれの辛大行後

塞院瓦ヽIV資ががる辛瓦き塞辛

四
(

をこ料三無が莱のヽLV滅

十山分とで○姓筆に分

九城柿をあZ はH ■､ ■H者者た析

院国し
考

る四
ヽ一
カは＼IhVに

中乙た秦が○有当すよ

目訓清し

下那水てそ

%姓時るつ

者の秦て

の山みヽLV

こ名で意族僧

所前き
る

ヽ｢
カのあ識参尼

郷氏(68)らみるとロ刀と

概ががしが豪

辛水土
0

し四姓て拷族

瓦河塔土て○をは描の

の側の塔＼-=vqJHJ 日記無さ存

出)文にえ五さ姓れ荏

土の辛関ば○な者てが

は二瓦し僧%
ヽ【
カが

^
め証

土カとて尼のつ多ら明

塔所比はの結た
ヽ【
め久さ

とで較
l

参果とつしれ

天あし九加がとた
＼Lyた

辛る非九が出るとが研

≡0常四二て
｢ヽ

めみ究

午山に午○
＼I h v見た両史



に　は　大る 　(69)
(70)

立　さ　れが　れ　るの　寺　と引　き　継加　え　ら

野　寺　堂　舎　の　修　復　も

｡　ま　た　平安　時　代　以土　塔　の　よ　う　な　仏陀
た　も　の　に　修　復　が　加と　い　う　こ　と　な　し　にい　う　役　割　を　は　た　しぐ　と　こ　ろ　が　な　け　れれ　る　こ　と　は　な　い　で

行　わ
降　の

へ　の

え　らは　あて　いば　数
あ　ろ　う

れ
文供

れりた十
〇

て辛義
る得の午

ヽLv瓦と
となで

る
も

ヽ､レ

ヽLyヽLvあま

と　い
三　十う　純

^フ　こ

An ノ粋と野0百

近点には寺そ午

藤出伝行はIn ノ以

康土仰基土し上

司しのの塔たを

氏て象精を信隔

の
ヽlV徴秤見仰て

描るとが守のて

描とし受る伝修

が
ヽ■LVて十ノた承復

あらノ建継めをが

第　五　節　　菅原寺

『　年

六　年　二れ　ば　現の　前　身書　で　はは　小　規け　れ　ば

譜　』　に　よ月　十　日　寺青　光　寺　本建　物　の　上
｢　現　在　知

模　な　も　のな　ら　な　い

れ　ば　養　老が　起　工堂　基　壇に　建　てら　れ　てで　あ　っ

さはら
＼IVた

五　年れ　て東　西れ､る　南
ヽ｢　　　ヽ

め

寺
ヽLy二南都あ

史る十方請る

｣　と　し　て

る 　(71)

乙0..1 ヽi i Z gに大
＼トV0

丸メ門寺は

が九達の特

己六卜棉打倒殊

の六レ/が藍な

宅の南見レLL 上の

を発ヒ｣Tさべで

行梶二れ喜あ

塞調十て光つ

に査
■

ヽLV寺た

布報メるでと

施普0の考

にト戟∩Sえ

翌よレ/告藍な
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京 　 で 　 に

菅　原

子　氏　の穀　を　給と　な　る残　る　氏た 　(72)貢進　解は　こ　れ高　い　と

『　年

寺請付人族

逮考さ々を
Q

(73)

立にれが追
ま

の詳て遷究

経　緯し移つし

ヽIV転て

及0さき中

た　氏　はよ　り　寺

二精あ　る政　官も　の的　な十　九こ　まlht-　　　　古福　山延　暦あ　ろ

令
0秦で拠咲右敬頃An ノ

らし譜
号

蓑のあ点の京男のと

のて』

痩.ヽIHV義

二菅老　六出　たっ　たを　持中　で三　条氏　は寺　地し　て

料る老原年年
ヽ一刀つ

揺≡
｢

とヽl=V

に
0

五寺はでらた

右　京史　氏
よ　っ

び辛せた下
三の

て

宅城ら0級
免右『

地遷れ磨演
三京

年

を都ヽ浦莱
坊≡

譜

施に新氏系
戸条

』

揺当都は氏
主三

が

し　た　寺　史た　り　菅　原右　京　三　条天　平　五　年族　が　中　心
寺　史　足　の坊　の　居住記　す　寺　史

乙の三のと戸の
乙

丸旧坊
｢

ヽ-‥∨

口可

に住に右An ノ寺b i )ムZZZ=

つ氏は京荏皮悼

丸　の　存

九　十新　た計　帳民　像妖麿を　指在　の

は予な辛をの描信

磨家都実再倭し葱

浦　令は　布市　民｣　に現　し婆塞'　氏性　は

年　に一｡｣ 在　京あ　るへ　こめ　に

皮

乙

｢寺　｣　の坊　九　坪西　大　寺し　て　五る 　(74)

対はなの
つ

丸改し僧動が敬十秤る年
以めて尼き管少四割が

に
二己　居宅

て　六､　民の　出を　察原　寺な　い坪･図　(辛'　当

礼

年間身知で施十
城

初弾

■

にで地しは読五
京

は
の

奉　レ施菅原寺　二

二菩薩
月　十

ののたなの秤
及･

詔

教　化隣　保行　基か　つ一つ･十

宿にがたで六

動ち辛
ヽ一

1 刀
あ

を及城と
る

ヽ

日　起禁　ずぶ　厳京　に思　う

PH 月｣るし令0

秤
考

さま.1日川肌日日

荏
所でど

『年譜
あ　る　が

載　)　｣
あ　っ　たに　平城

立と太
1ヽ､レ紘四』



の

我　心

建　安

立　穏

請

160

､ 一 　 正 　 説

年　記　話

刺管でよ

し行瓶奄あAn ノ

の下て塞記

布級＼IVは｣

もにれ亥光負六た

信四院可管

終　於っ　たに　記天　平数千院今よ　りす　る翼　従行　基は　菅年　十再　興能性原　寺

敬育た
こに右こす廿弟付

『
の弟弟原

■

のもは

を人こ
のは京と0

行　っ　てで　あ　る
と　が　分

菅　原　寺
｢　毒　八

菅　原　寺を　示　す

.ヽ>寺ヽ｢
め

で十｣の

た　行　基　集　団　は　お　そ　ら史　乙　丸　か　ら　居　宅　を　奉
る｡

遷　化　し　た｡　親　族　弟　子

動　を　ま　す　ま　す　拡　大　しれ　る　よ　う　な　信　者　を　獲

二　甘一年　二　月　二　日と　あ　る｡　菅　原　寺　がで　は　な　か　ろ　う　か｡

丁行
『　年

真酉塞譜

成之の』

の　記　し　た夜　　右　脇基　本　的　に
は　臨　終　の

｢

而止場

大臥住面

僧正すを

正　舎念　知る　寺吹

一年　二　月子　之　中　特二属於汝一年　譜　』　の

日､於　二菅　原　寺　東

で千千寺月たあ棉

こ　と

の　首　のの　首　勇に　住　し辛　卯'め　施　田
る｡応　の　仏

典

二光　信一摩　頂　告々　能　々　住持'で　は　史　料　価　値真　偽　は　不　明　で人　で'『　続　日　本清　浄･法　義　と諸　院　の　統　轄　をに　よ　り　冊　余　処行　わ　れ　て　い　る

請

南　院
汝　為

'　右　脇　臥　身二世　間　眼一､

をあ
舵

としのが

保る
』

もた修

証　さ｡　光
宝　亀に　十の　で行　の院　荒

れ　て　い　な信　は　｢　大
三　(　七　七

禅　師　に　選は　な　い　か

ヽLv僧二ばと

院　の　う　ち　荒廃　の　情　報　も

れ　て思　う廃　し光　信

的｣三ヽLV
0て

ヽ一
' カ

部に月る翌
ヽIV

分よT0宝た

ら　出

を　保　持　し　て　い

た　ら

し　く

天　平　宝　字　二　(七　五　八　)
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た 　 治 　-

午さに大が千も磨原午寺に段は
『

nHE Z 4月
l

の元

にれは読宿眼つと寺記院兄の管行立十百草
(

造て行の動経てしは

東ヽIV基読のを官た
｢

大るが経初五寺寺天

｣　の　保だ　っ　たえ　な　い敷地　を原寺　の基　年譜二精　舎日　起　｣人　得度体　｢　畠
一二　七

寺　司　か
(75)　　　0

師　主　と

千た倭

辛め婆

で期十にと辛存こ○
有名』一号

と

き　るか　ら巻　を知　らし　て十　三'　行と　が長　承す　るが　見こ　まヨ　　　　日日

二菅あ　る

が
とれな二

に

入
はがり十

千　眼と　い
塞　貢

っ　て
第　三伺　わと≡

ヽLV

進
.ヽLV

節れえ

解
る

でる

十正が
(76)逮0

提出　し

(　八て

ヽL v

ど○
る

菅原政改乎
の　誤　写　と)　年　で　お

五た
花

のそ

記専午
｣

三　四
録　がら　喜条　に

乙

と　あ

天　平　二
光寺　卜云校注　が

ら　く　鎌

る
十額

あ倉

が
(

袷
る時

秦七フ｣(79)代

な寺寺(77)

ど　かの　名文　書

0

ら　四　十は　平　安に　菅　原鎌倉時

も四
が

九末寺代

ui へ千管)

が院る0た眼原午
｢

要文が行が経寺に十

基

院　の　総ま　で　史は　四　丁の　記録

史以
六

料　に二己
年　条

の　っ　て

居　宅　1､に　は　喜

ヽL v

る 　(78)

をは管三括料六に0

光

/i i i Z
あ0

人

)
り喜つ

午
｢

光て

に　｢　天花　｣　に

皇つ

寺　の　初　見善　光　寺　と

秦
寺行ヽLY

史名

二菩薩一
/菅原寺幸　菅　原

て　は　｢喜
料　は　健を　改　め
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あ 　 の

る　仏

と　教

し　政

た　策

は 　 し

行　て

の令文胎推
＼IV原云にと原塞れ

で力負内刺と政額行は
＼IV寺菩な

は秦担経ささ
(

袷塞
｢

^ つ/は薩
ヽIV

な口力しなれれ改

ヽLv樵てどるて辛

フ　｣

だ｣ヽIVに0お)
も

四
所状喜之0

十　九　々院態　で光　寺御　聖

お　わ　り　に

自

母　田　正　氏的･自　律

ろ　う　かに　般　若る 　(80)名　を　残『年　譜』

0寺
0

し

り花　(
後　世

院　は
　々陵

あ　っと　名跡　｣

同脚の

『

遅
たをと

じ注
書

弘　安　三･不　退以　後　西
て　お　り

の　養　老　六

く　『　年
｢　喜　｣

き　込　み　と

(一

寺･
大

寺西
条

』草
え

二額
文

大
は

の体
る

午

譜　』　の

或堂　舎朽
と　作　者　の変　え　西　大し　て　寺　領　を

守

さ名父末り

tt ＼iiZI安書寺
寺天

｢の
れ無は寺(81)

○寺やの也
平義

が
た実記と

)な西莱
の

二｣寡安しな

のど大寺記十の当元或て

西と寺レし′ ー戟午蘇で元殿
ヽtV

る　こ

命　脈　を

大共蔵しも
｢

写は
(

壁
ると保

寺に蘇た当天でな
■

乍
0で

つ

西喜獅の初皇あ
ヽLV

レ有
そ

ヽ一
カて

僧光チでの行ろ
ヽ｢
カ七破

In ノろ
＼. ー=V

戻寺文は広辛An ノと五壊しAn ノた

追も殊なさ管)忠)

営二菩ヽIVで原光An ノ午

顛倒た　中じ　ての　か

同十薩
'
めは

､ い
. ∫

貫倭とな管ト

こ英で
｢

も

ろ｣
管行し

九　院　つ　ま　り活動　の　拠　点

は　国家こ　ろ　に
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塞ら志動公氏六ら秦よと級最教た測隻で推

道れ的の認衆院れ族ln ノ解織初レし′10さを唯刺

場て育拷さ布とる出にすをに活大せす
■

さ

のお僧蘇れ敬急0身氏る維建動野るる平れ

的り尼のるに激大の族の拷立の寺土モ城る

確が中こあに須僧的がすさ人は塔デ京0
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(　3　6　)　溝　口

勇　樹

(　3　7　)　溝

史

(　3　8　)　仁

弘

(　3　9　)(　4　0　)(　4　1　)(　4　2　)(　4　3　)(　4　4　)(　4　5　)(　4　6　)

前前森第中7製棉堰第. /i" 以大大井

口
』藤文掲掲十秤)品を池

五〇正正上

○勇第敬館注注浩三

樹七史

｢　ミ　ワ　系

七　　二　〇

｢　氏　族　分

八　四　号

｢　ミ　ヤ　ケ

氏　族　と　陶　邑　古　窯　跡　群　｣　(　『　国　華　院　雑　誌　』
〇　九　)
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号
港

○
焼
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一九　五　七
｢　陶　邑　窯

｣　｢　×　｣　等
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し　て　い　る｡｢-史料　紹介-行基菩薩
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九

一五　七　九　-　三　六一一五　七　九　-五　〇　三

b　4　i b　9
a　1　2　i a　1　9

城　京　造　営　と　布　施　屋　設　置　｣　(　『行　基　』　吉　川　弘　文　館
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薩

(　4　7　)　長

科族鼓伽置
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中井器田五が堺同近瓦栄泉

九地山学が舞請づ村
山坐村)

五
持秦

『
支す

』
十ノ乙t温産園に
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理　が　あ　っ

益　の　た

一九

の　仏　法
ら　と　考

菩　薩　の

建
＼Lv阪七に

秦
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■
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て

と
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い　る　が

し　て　生
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の　成立　｣
地　方　に連　か　らと　平　城院　の　意

前
お-　｣

掲

注　(　2

け　る　行　基

(　『史　泉

7
集』

)団第

の

形　成

京

造　営　｣　(　『

史　淵

六　六　号』一一

二

味　の　考　察　が

あ　る　が　機　能　に

と　く　に　須　恵
一九　八　七　)

号　　1　九　七つ　い　て　見　解

｢

』男

負土軒二
｢

会　『　史跡塔-遺構
丸　瓦　｣　(

〇　〇　四　)大　野　寺　土

土　塔-　文字　瓦　衆成-』　(　二　〇　〇　四　)

宿-　』　(　二　〇　〇　七　)堺市教育委　員会　編　『史跡　　土　塔-文　字

要』

十

二

塔　の　知　識　｣　(　和泉市教育委　員会　編　『　和〇　〇　六　)
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_ 　 年

(　5　3　)　岩　宮　未　知　子　｢

土　塔　-　文　字　瓦

(　5　4　)　白　神

-』

典　之　｢　学

二　〇　〇

文莱史七

字　瓦　の　分　析　と　考察　｣　(　堺市教育委　員会　『史　跡成-』　二　〇　〇　四　)

(　堺市教育委員会編　『史跡　　土　塔-遺構編
岩永省　三　｢段台　状仏塔　の　構造　と　系譜｣　(　同

(　5　5　)(　5　6　)(　5　7　)(　5　8　)(　5　9　)(　6　0　)(　6　1　)

上岩井集大
(

正『

)永上

省　三　　前

薫　｢　和

掲注
泉　国

(　5　4　)大　野　寺　土　塔　の　源　流　｣　(　『　文　化財　学　報』　第

一九　八　二

正　新修　大蔵

)　内　の　訳

集　二　裏書　(
寧楽遺　文』

)経語　は二　-
下巻

(一五　七　九-五　三　三　C一八　〜　五　三　四　a　五　)
横　山紘七一〇　)

金　石　文

『唯識仏教辞典』　を参　照　し　た｡
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独
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｡『　日　本　後
行　基　法　師
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所　レ
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(　6　3　)　古

代朔七修埴

屋史解五理

(　6　4　)(　6　5　)(　6　6　)(　6　7　)(　6　8　)(　6　9　)(　7　0　)(　7　1　)

介ヒ｣｣~
l

岩清
(

近注岩『

原出ア九に条

尾研｣〜瓦
採永異ジ九

よ勝
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薪逮助ア七
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蘇

tt ヽiiZgに男

｢
塙

修≡掃
最

｢　行

老本

文書
三)

浄
も前塞

ヽl

字　瓦　と　知　識　｣　(　『　文房　　二　〇一二　)　正
五､　五　1-　1　九　五　)開埴穴'堀積埴

瓦　屋､修　理　瓦
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の　軌跡　｣　(追　手
の　文　化　-　青　春

窯

打

献倉
(

堰
雑

す　る　と

史　料院　文続　修'作工　等あ　る

書別瓦
蘇0

等

質追≡焼が

史　料東　大三'瓦､

と　古寺　司　告五　-　三採薪㌧

挙　が　り'打

論　考　は　栄　原　永　遠

門　学　院
と　の　比男　前　掲

大　学　東較　に　お注　(　5　2

化研　究　所編』　新　泉　社の　論　文　の　紹

っ　た｡貴　｢　行

基　と　技術　者集　団　｣

(　『行　基　事　典　』

国　書　刊　行　会

九宮水『藤
(

宮管

九未み
蘇

康5未原

七知き
日

司l知寺

)千
｢　行

本　紀

｢　軒

)千-　喜

前塞
の

掲　注集　団
時　代』

(　5　3　)
と　山　崎　院　の

塙書房

造作-　人名瓦　の　検討　よ　り一九　九　四　)

瓦　の　編

年　か　ら　み　た　大　野寺･土　塔　の　盛　衰　｣　(　前　掲

掲　注寺　旧

(　5　3　)

境内　緊急　発掘　調査　報告　書-』　(奈良　県　文
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(　7　2　)(　7　3　)(　7　4　)(　7　5　)(　7　6　)(　7　7　)(　7　8　)

化財調査勝浦令　子続　々　修十福　山敏　男続　々 　修　(て　い　な　い年　十一月の　千　手　千続　々 　修　二

隻掲二良

第　7　二

注　(　1　1裏　(　二　四朝寺　院　の
秩　三　裏　々修　(類　収　と

十巻　が　か

隻)研
)十し

り

九　六　九　)

三　〇一究』　(一三　-
六　枚　)て　元　輿

出さ　れ

(　7　9　)(　8　0　)(　8　1　)

『　平安遺　文『鎌倉遺文
第　二　十　六巻　三　十　四『行基　年譜『鎌倉遺　文

』』

前　掲　注　(　7庄　が　継　承　さ

(　8　2　)　石　母　田　正

店　　一九　七

(　8　3　)　米　田　雄介

第
二

五　裏
五　巻

(　二
二

四　-　三　〇
三　〇　二

)
綜芸　舎四　八　五

1　四　-
寺･薬

て　い　る二　)

一九　七　八　)ま　た　年　月　日　を　記　し五　四　に　天　平　宝　字　二寺　と　と　も　に　菅　原　寺

十　六一九

五　八
『行

巻六
≡塞

六

一二　〇　八　二

六　八　〜　七　〇､
㌧　巻　三　十　五

事典』　国書刊

行

第
第　二

二　七会

一九
十二

巻　一四一〇　三'
八　巻　二　1　一　1　九､五一｡

一九　九　七　)

第一

九

8
れ

｢　国

三前

)　二
て　い

家　と
)掲　注

巻五

一四一〇

八　三　六､　二

る　こ　と　が　わ　か　る
行　基　と　人　民　｣

三七　二　五一に　は　善　光　寺　領　菅　原
0

(　『　日　本　古　代　国家論』　岩　波書

(　1　1　)
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と

敬　諮　二四　十　九　座　諸二揚　正　法一導中御蒸之　衆　於　所　住　処一｡下天　下　限　二七　七　日一明　寺一｡奉　レ設　二殊

大　徳　等一｡弟　子　階縁宿　殖　嗣　二鷹　宝　命一｡

輩｡或　万　里　嘉　賓1 ､随　二姦　延　請　1増　レ威｡皇　家累

民　上｡故　以限　二七　七　日一
禁　二断　殺　生勝　之　会一｡余　日　二人　師始　暢　二慈　悲
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｢
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体
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お
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肉
光
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に　大　乗　金　光
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の　辞る　天皇　の　願文立　っ　て　い　る｡

こ　と　で　万　民　を
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表1国家法会一覧(天平十五年まで)

経 典 名 弍ｦcｴbr 蕃 所 x 耳 擺 俐Iﾒ 目 的 儖XﾖﾂĀĀĀĀĀĀĀ午 . 月   請  剔 h 戸 皇 子  忠 Z y ? ｻ ｹ { "  Ā Ā Ā Ā

1 Hﾌ3B 縒 勝 宰 経 岡 本 宮 亦 偉ｸﾖ8( 仏 法 興 隆) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

2  B   儂 ｲ 佝 ( ( 仏 鼓 興 隆 )  

3 駝 " 絣 … 量 寿 経 等 大 乗 樫 典 剔 蜴 r 做 b 祈 雨 朝U8ﾜ X 魎

4 5 6 俟9Z縒I(ｾ":ｲ大雪経 一切経 安宅.i池経等 味産宮 ryU9ﾙ?"*後の追僻か ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

戟  r * 款 波 宮 安 鏡 か  

7  ｳ 2 紕 無 量 寿 経  澱   唸 ﾆ "  亶 ﾂ Ā Ā Ā Ā Ā Ā

京 内 諾 寺   蓼 耳 " 報 七 世 父 母  
8 冖 絣 縒 Ā

一 一 t 一     , ﾈ , ( , B Ā Ā Ā Ā Ā

9 10 唐 絣5iYR 貳ﾂ 仁 王 般 若 波 藻 蜜 金 光 明 経. 仁 王 経 四 方 璽 巴 唸ｹ> 頷ﾈ 貶 魎ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

l l  湯 絣 金 光 閉 経  宮 中 . 落 寺    ｢ ﾒ ﾈ ﾋ H 魎 餔 ) + 倬 ｲ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
∫ 

12 13 B 纈B 経 金 剛 般 若 経 呂 宮 中   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

宮  ′  14 15 偃 縒 縒 金 光 明 彦 救 世 書 経 大 官 大 寺 b 傚H 唔( 酵5hﾖ9VX 橙ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

16 繧 観 世 萱 墜- 宮 中 r 刎ｨｩBﾒ( 天 皇 病 為 止 雨 ĀĀĀĀĀĀĀĀ

17 倬ﾙ9ﾓU 経 京. 畿 内 ｩ=b( 止 雨) ĀĀĀĀĀĀĀ

18 金 光 明 経 釘 首 国 b  

1 9  途 仁 j B  f l  諸 国  r  8 ﾈ 8 ﾋ y ? ｨ ﾍ ｸ 檍 荒 Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

20 唐 絣 金 光 粥 産 京 幾 諾 寺 ( 祈 雨 か) 

21 22 免ﾂ 綯Y_3""A 金 光 明 経 四 戟 肉  ( 太 上 天 皇 病 平 癒) ĀĀĀĀĀĀĀĀ

大 仙  四  r * 迫 か  23 24 2 縒 金 光 明 経 四 大 寺 耳 爾 * 孟 新 盆 供 養 か 

･4 仞ﾏYk 驗 佻ﾉX 魎# 僖 鞁)W96 ⅹjｷ 鞋 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ25 26 俾ﾘﾜB 紕 京 集 落 国 寺 r 天 下 疫 軌 の 救 済 ĀĀĀĀĀĀĀĀ

27 張S 綯 主.I. 主 ﾘﾆ2 天 下 泰 平､ 百 姓 安 寧 不 比 等 病 平 癒 ｩ?ｨ 自nĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

28 冽ｹB 繧 薬 節 挺 都 下 四 十 八 寺 俎hﾔBĀĀĀĀĀĀ

9 迭"   2 30 澱貳ﾂ華厳経一大集経.寺生薬 経.大菩薩蔵経.観世 圭.芸r  們ｨﾆ奉為太上天皇 I ĀĀĀĀĀ

宮  辻 刔 ｢ ､ i  Ā Ā Ā Ā31 C( 糞 Sr 金 光 閉 経 藩 寺 r 除 菟 祈 祥 

3 2  S  途 京 . 大 和 藷 寺  ﾘ ﾆ 除 災 異  

3 3  S " 金 剛 般 若 経  中 宮  ﾙ < r 斡 災 具  

34 5 釘R 繧* 観 世 書 経  ﾙM 皇 太 子 解 脱 患 苦 ĀĀĀĀĀĀĀ

3  l ∃  諸 国  ﾙ < r 国 家 平 安  

36 37 迭"5i[ﾓ 綯 金 光 明 轟 仁 王 経. 朝 堂 蔑 内 務 国 r 消 除 災 害､ 国 家 安 寧 Xo( 踪ﾋ8ｻｸｻｹYĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

大 般 若 経 金 剛 鹿 若 経 - ′ ± ■ 侏38 39 途 絣r 繧 呂 府 大 寺 別 国 詩 辛 亳 太 宰 腐 下 疫､ 救 民 凛xｾﾉĀĀĀĀĀĀĀĀ

40 涛2 大 般 若 経 毎 国 們ｨﾆ 護 寺 銭 国､ 聖 帝 平 安 暢ﾙZｨ 鮑ﾉ｢ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
■ト 鈉鈉Ā

41 湯 紕 大 般 若 経 穿 宮 中 rﾙU9ﾈｲ( 四 月 以 来 め 疫 草 陰 災) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

42 43 湯絣偵大般若経 景勝王経 佇鈔"ﾃ27四盤内.二 監.七草諸国 ﾘﾆﾙ?"(疫病碍坂の為除災か) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

宮  ′  44 45 湯 繧 偵 金 光 明 最 勝 王 経 大 極 殿 佻b ﾉEhｵh 自:9?｢ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

_ . . ▲ - .  r  Ā Ā Ā

46 47 紕ﾆﾂ 縒 最 勝 王 轟 五 穀 成 熟 経 途?｢r 月 天 下 諸 寺 ﾙ<r 風 雨 調 和､ 年 数 成 熟 r 蕗 建 立 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

48 " 綯 法 華 経 十 部 天 下 諸 国 們ｨﾆ, 同 時 に 七 重R I ĀĀĀĀĀ

9 纈    4 50 2 金 光 明 最 肝 玉 経. 妙 法 - 各 一 功 天 下 諸 国 們ｨﾆI l 宙ﾙZｨ 鮑ﾉｩzx 鋳ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

51 R兼峯.) 大乗金光明最勝王経 鼎金光明寺､海 内衆僧住処 ﾙ<r宣場正法､導御煮民 ĀĀĀĀĀĀĀ

*新日本古典文学大系『続日本範』脚注　　　( )表作成者の補注
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二､三､
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大　徳な　法こ　̂ つ通　じろ　う
読　諦

の　国　分

会　｣　の　開

し

のて
登

を会して0

存　在　を天　平　勝
場す　る｡
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ヽ
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教　の　精て　き　た

描的
人

秤経

す　る効　力

1　人

を　見典　は

天こよを
の

ヽLVす

王ろ
An ノ

期坐だべ

よ敬
巳之午

行
国

そ
がとに待存すて

う　に'経　典　読り　上　げ　ら　れ　て

｢　以　二金　光　明

｡　其　布　施､　以十　二　月　己者一十　人
に　お

の　四
守　護な　っ'　そし'苦　とこ　と大　乗

ヽt I V天
すたれ国向は経

て王る
/ T
めは家き戟典

巳　朔
一｣

恒　例晶　にと　あら　で専　ら安　泰合　い

請
.ヽIV経

二
にとレし′　ーるあ経を



民　う

大 　 は 　 部 　 が 　 菩

徳　'分　深　薩

て冠にで真も込冠塞が会国従衆衆ら兄の

.ヽIVさ
~

あ意
ヽ一

･ 力め実せ本での家莱の吹坐れら紘

ヽlれ大るがく

のた莱0

｢

と

ら　れは　本ら　れ的　にき　る目　的安　泰の　法救済

でこ｣大港して法て大0を会

｢
済菩るを

慈に薩
｢

円

あとの乗内てヽLV会
＼Lv乗白目請招の

導悲向は同満

るは請経の
た

はる仏頭る宿逮御のカヽ慈じに

がなが典出本と
単だ教のが除旨の普

In ノ悲く成

＼ト∨冠た家法
読

に十ノーの
｢

災と
たをとの普し

秦0さるせ会
む

『
でキ正仏をは

め悼
ヽ11 ′V

具薩逮

lそれ
『

るに
こ

か　られ　だて　い金　光衆　僧

も十ノiる明｣

は　明　ら

と　が　で　き

金は紘法祈異
に

rjB
J( ノ堤のげ

光なりをに顔な
こて大者莱る

明　最
＼　　　O LvI　ド宣　揚よ　り

わにと最に
ヽJ

t カ

る
勝本をし広

し　てっ　て

の　法　会

そ
ヽl

は

ヽ 一

めこ＼Ly勝果に
の

王法も慕くのる
開

るのI( ノ王たそ
で

経会つ氏氏余0

ヽ一
カ

よ天こ経しのは
』のてを衆滴あ

れ

｣　と　言乗　仏教で　あ　るに　乗　しこ　と　に

つ
のとてよ

て
発さ並り

＼IV

想れに
る

のてロムメ仏

に十はをどスノ

'IV

上催成御教百てと
｢

中
.ヽLV莱弟

■

五十読のなだにをさせえ姓
ヽIVと慈でるの千

皮午分請く天ろ
｢

杏れむ導にえれ悲そ0座た

も正注せら皇An ノ大げてとく及ぼる｣の最にる

｢

月日よ＼LVの
ヽ1
め乗る

.ヽIV忠とぶのは真後坐朕

大のにと局メ0｣

｢

るふ
ヽIVよ仏で請ののせは

莱法値
ヽL yヽ>ツ

｣会すAn ノたセ

ののる布
ヽ一
め

請経こ普はジ

が典とのとが

の詞と｣Aつ′Tへノ法あ仏意顔む

二｣
＼Lvは発ににる

悲とよ0

辛体こ本は
ヽIVる

ががと法

咲文｣請

がめにこと
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重　先

『　興

華隆

匹雪
仁コ

那

っ 　 字 　 に

と∩女たら千招尼とヽlJV
が数数筆にの

も莱よれ逮人請の

にのI( ノて常とさ招狗

A( ノ白と辛者の垣本響る班

然しではべに法の兜し

衆座に＼L yの
ヽ

､ カれ請十こでてあこれち会下率た

る大のたと九のあ
｢

るのばながに天の

救めこ
と規衆法

.ヽ.. ∨人
｢

演ざこヽLv模僧会An ノの四

をそにつなをもこ大千

る 　(32)大　七　｣(33)

使rn ノは
て

汰招あと徳九
〇

命と紛
よ

会請るもを｣

と
ヽ>れ

＼LV

はし

し　たう　天も　な
で　あ　ろ

菩　薩皇　のく　大
[フ　0

の　道　を　歩　み

と

願　い　を　述　べ　た　も乗　の　精　神　に　よ　る

も　に　覚　者　と　し　て　のの　で　あ　る｡　先　述　し法　会　の　開　催　が　告　げ

別　表て　行

1　か　ら　も　知　ら　れ

(30)
行　わ　れ

わ　れ　る
ま　た､

て　い　る

招　碑に　も

し特
と

､　四別　な
ヽ>

^∩ノ

｢　七

う　し　た

大　七　｣
数　字　と

数　字む
『成なで

こ｢
大立

ヽLV
i

にれ
四方

ししな

さは
十広

て弥ヽL v

ら弥
九仏

く勘だ

に　積勅　書
｣　で華厳

る　こ菩薩ろ　う

極薩
は　な経』

との一ヽ　　〇
カ

的　なの　住
ヽ.　　　ヽ【Lv　､刀( 以

は　後存　在

『華

十意
敬と

し
意む

と
下逮が

厳
0読

(31)九咲辛＼して
咲兜

思『
すこ経

天　皇　の

す　る

日が
は

わ好を率

0
間こ仏れま

考天

こ
にめ教経れえの

る午経ちノ
わらで典たた宝

よ齢典したれ塞のとヽLv宮

う　に　七　百と　等　し
の　巻　数た　こ　とっ　て　法て梶中もとを

＼LVすで考忠め

るるもえyn ノ
I
く

ヽIVに
ヽ一
め会と七重ら0る

人　と数　の合　せら　考を　行考　えの　七祝　され　る結　論四　十

^
め僧たえーへノる檀れがを九

二が僧るとののる

^フ　0

華厳る　がの　｢』　で

経

』そ十毘
) の

の九慮

｣　と

の厳
＼-. ∨仏

中経In ノが

で』数
1.ヽーノ

そ登を
(

の場生_ . /iu
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十そ本が薩よ善とえ逮餐と々位国今名異
ヽLv

華の経置にヽ>財
ヽ>てば法0もがと家回輩なが

厳会の
1ヽ

､ カ向
ヽ｢

､ 刀はI( ノれ会食こ携す法のる

で座説れ
ヽ■
カ｣そ筋弥たに日のわる会法万人ど

は　九の一く　菩て　いっ　て
と　閉れ　にで　あ勘　菩の　で招　か二人法　会っ　た法　会･仏

会　で里　の選　での　よ

つつ薩る
｢

＼IhY導る薩はれ
節

の
J T

､ カで辛は寡あーnノ

)が修0普負ヽ
ヽ一刀0の

な
た

の
兜行そ薩け

れこ住ヽLV

会率をののてのむ
だ

座天総主道
弥

普よ兜
ろ

(

で括人を
勘

賢An ノ率
An ノ

説　法
あ　る

す　る公　善ど　の
菩薩

菩　薩な　『天　四
ヽ【　　0
め

の　場　)(34)　　　0よ　う　な財　童　子よ　う　に

は　菩薩道
と　出　会華　厳　経十　九　重

でま｢
は学

の
ヽIV』の

光た入修び
真

不に宝

明
『

法行
髄

過お宮

を華罪遍ど
を

転十ノ
･,･- ■ltに

放厳晶磨の港のるち

ち経｣のよ
々

菩弥な

敬』と最-つ′
と

薩勘む

えのヽLv後に童のの
｢

を最An ノに修千境役四

行に地割十

すに道弥し説にを九

がは物戟たき至踏｣

成特具はにこ餐つな

四称徴体当秦と

十　九二国と　し的　な然　官仕　すさ　ら
人　のこ　と達　が

座宝て記大る
に節を該

の
0

塞蘇寺た
招

大
｣

祝はのめ
請

国
) i
､ カし

徳　が　｢
の　人　々

時れ会よでで

名てにA つ/ああ

と
ヽLyのそ

よ　ぼ
る　こ史　料の　可

輩
ヽIV

どにろる
れ

とは能

或とよ百0し
｢

万
ヽLyIn ノ人彼

ヽ一
カ

l

過て探

里A( ノなをらし時常
ヽIVつ

寡こ人早はのとなて
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受 　 し綱 　o 　 た

月七れる外
ヽI H v

定はるたはた十ノ古t
尊僧僧

林午主と国よ
｢

さ僧他高当もて応が正

こ　と万　里遣　唐邑　僧経　ち役　を､　本人　僧^フ　〇
一時れ　る綱　のは　｢徳　の時　のの　でいヽ　た･良

挙　げ玄　妨

にの副仏

す寡使徹九め会の

る賓中の午
(

に法

｣臣≡後後招会

'
め名人の逮請参

ら代で天)さnH力

まにあ平

ず伴る勝
僧

て＼IV

悲わ○宝
綱

＼L V

走れ莱四(35)た

･つ　こ

さ　れ　るて　来　朝日　後'
(　七　五

に　任

確　度　はと　自　体

のし官二ぜ高が

はた寺)らヽ-. ∨こ

婆の午れとの

天荏筆のて考法

平日J骨仙t頭大
＼Lv

え会

_lヽi i Z !僧大仏るらの

(

菩安開これ特

七堤守眼とる殊

に会な0性

六磨止でどそを

)僧住そを

午道しれ考

1.. ヽi i Z 5時てぞえ

し　て語　っ

のの任銘胃′　ー

僧史あ僧弁る

名は命莱へ料るを

輩ど者｣
の

ヽ 一
め0当事と僧

のとま
専

らそ時祥が都

人よ二た
称

｢
のの

は
で

大中請厳
き

逮

徳
ヽ一

､ カ史管
る｡

小

国　宝
達　で

｣　と　し
あ　っ　た

例　外門　某
和　上

の　尊'　天か　ら円　詮
こ　れ

僧　都

者　に｣　で

と　ほ
称　を平　十

て
I

､ カ

法

あ
ゴム

l･ ■.yt

付五

る
同

寸ノ乙t午

拾　う･性.当　時栄　弁

の　僧
律

招
『

市上PhP0格ら前行智
綱

節

請続｣大
でれ徳塞環

を
道

を
日の徳使てに

受本尊はわヽLv

｢

慈澄
え

け紀称紘れた大訓叡
る

行

た』が宗叩･PPて人徳

大で付以'Lv物｣磨秦きが

徳の十ノ
JL 　-上るをの叡福で当

と僧らの0抜辛

し　ての　呼れ　て限　ら表②き　出称　を了　行い　っろ　うの　僧

悲称
ヽLyれ



い　行

て 　 基 　 か

及のた読的去
(｢

棉た行る朝徳

成可塞
ヽ一
め

し能のも

延　と述　し

て性本しの
た

いヽ　た
が　強法　会れ　な関　係ヽ.　　O IV

0
ヽLv参

＼- ∨
ヽ 一
カ

第　三　節

荏ぶ危危請症も表為

采　の災　害機　を機　をや　講唐　の相　次1　N二天

国や直鎮説蔓ヽIV0
下

以
と

口力がら

上　に　挙　げ　た　人　々　は､本　法　会　に　大　徳　と　し　て　招　請　さ
推定さ　れ　る｡

は'従　来　の　行　基　研　究　か　ら　す　れ'本　法　会　に　招　請　さ　れ　た　僧　達　のす　る　と　必　然　性　が　高　い　と　考　え　る

ば　奇　異　の　感　を　抱人　選　基　準　や'｡　こ　の　点　に　つ

大乗　法会　登　場　の　仏教史的　背景

家　法　会　は､　天　皇･接　の　契　機撫･克　服が　お　こ　な延　と　併　せだ｡一連4　0　i　4

年　穀　不　熟､皇　后･太　上

疫　病　猫　叛'長　雨天　皇･皇　太　子　等

と　し　て
す　る　たわ　れ　てて　早　がの　『　大5　参　照

(　表め　にき　た続　き

l　目

宮例顔

太　平　国　土　安　寧一｡

般　若経』)　は　そ　の

於　二宮　中

的　の　項　参　照　)
中　や　諸　寺　にえ　ば､　天　平原　四　兄　弟　を

『　金　光　明　最　勝典型　で　あ　る｡
一十　五　処一｡

お九初王
__ ヽー一ノ

請

早　と　い病　気､
そ　れ　らい　て　大

(　七　三
め　と　す経』　の月　丙　辰二僧　七

っ　た　万内　乱　等の　差　し規　模　な七　)　年る　高　官転　読　の
(一五

百　人一｡

氏眼追経全の法日令

に前つ輿国死会)
レ
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功呪国

徳術五
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効　効　七

果　果　十

も 　 が 　 八

大

御　発
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符 　 と 　 分藤

そ

れ

に

逮

転入期求

最

勝

行悲文御に獲負も寺共しさ原

0待めまわがに為写宿五共さ建過てら氏本

さらたれ見はめ経潤
(

過ら立し

詔発皇王宿は

(37)天　平の　願想　をは　鎮権　をと　忠前　述

輿
大

経一｡度　二四　百　人一｡　四　畿　内　七　道読　請　は　祈祷　と　し　て　の　そ　れ　で　あ　り
量　の　得　度　者　を　許　可　す　る　こ　と　に　よ

王そえ贈=父

し迷午
〇

十文見護支
節

し

≡もる国え
の

た

権　にの　目ぽ　こ
l　位

故　藤さ　ら
会　帰

月　廿

よ的の太原に
栄

三

るを時政不聖
路

日

大　規　模

な　写　経　事　業　が

語代大比朝を
の

る　廟を　代臣　府等･の　福
願　う

日　付

文　に　は表　す　る君､　尊母　故　県寿'　官
と　し　て

を　記　す

光枇大人
ヽLV

長

国　家明　皇贈　従養　橘･宮
る 　(36)

屋　王

ヽLv法后
■

≡人

く会
■

位千の0
般

つと切棉代忠こ若

も共経氏の節の経

級過書太冥

織し写夫宿最徳顔

的たの人の後は文

に発顔｣為に神に

(　七(39)こ　と家　かる　股
祈願

よ　̂ フ

がら肱
が

な

年　二

月　十　四

日

で　き始　まの　臣

主　要　な

国　家

り　皇で　あ部分の　危

た　国　家
そ　こ　に祖　の　冥り　か　つ

と　な　っ
機　回　避

法は宿姻
て

や

(38)
会　や仏　教や一戚　関

い　る
王　権

に王の族係0と

宣族呪のに

せの的長あ

ら写威寿る

れ経力と橘

た顔に繁氏

国文期栄や
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族　のめ､で　あ期的

こ

仏　教月　突た　仏以　後令幹六にとで可

体に
(

出し出権同

冥｢るなこのドけフ敬の刺な六家て家が天相川.ごてノ臥せ

宿
菩

とこで要条宿造のる七
■l

観す紘武馬のる
薩　｣

/LV
と

繁

栄　を　直　接　の
の　道　を　歩　ん

点で動寺塞よ七人念る刺
_ヽi iZI従振様

l( ノ.

と本ををに礎An ノ)をさこ

点し法略孝天はがな午賜れと

で　従　来　型
て　注　目　さ

目　的

で　｢　知

の　法

れ　る｡

と　せ　ず'仏　法　に　よ　る　｢　蒸　民　導　御　｣　の　た
来　｣　に　至　る　こ　と　を　願　っ　て　行　わ　れ　た　法会

会　と　は　そ　の　発　想　が　異　な　っ　て　い　る　点　が　画

会　の　大　乗述　し徳　天皇　が
天　皇造　ら詔　勅八　月ふ｡｣

て　いを　｢

て　お皇　は
摂　受

が　援れ　て
が　次辛　卯

的　特
き　た

大　寺
L 〜

助　すい　く
　々に

に　｢

と　あ　り

る　こ　と私度　｣

徴　を　よ　り
い｡『　日　本

に　僧　尼　を
十　師　を　置　い

る　旨　の　詔が'　仏　教
出　さ　れ　た｡

親　王･諸
出　家　す　る

わ　か　る｡

明　確　に　す　る　た書紀』　大　化　元招　集

L t　蘇　我

て　衆　僧を教導
を　出　し　た｡　天政　策　に　つ　い　て

め　に　従　来

(　六　四　五

氏　が　主　導
す　る　と　と

武　朝　に　い

の　国　家

す　な　わ　ち'
王　及　び　群　卿

こ　と　が　天　皇
僧　尼　令　で　は

し　て　固　く　禁　じ､　天　皇

『
によ個と

も'　僧日　本書詔　し　てり　の　賜人　が　自国　家　の

)しもた令』人りの皮

午てにり,の天ごも意の

律梶武との志許

化さ

れ　る｡

(

着るな

六往舞行

七　九二来
'　　　　rr̂-V　､カ

動　を

)　年　十
巷　間一之

礼　に　か
定　め　た

月

庚　申　条　に　は　｢　勅　制　下僧
状上｡｣　と　あ　る｡　｢　威　儀な　い　仏　法　に　仕　え　る　者　と

尼｣し

も　の　で　あ　る　(40)　｡後半　の

等威儀は　僧　尼て　畏　敬
｢　馬･

及との従

法し念者

舵てを巷

之行起間



出 　 て

以

法　権　二

制 に 三

令　権　小

の 　 が 　 乗

る　骨

o 　 格

こ 　 を

の 　 為

こ 　 す

と　僧

が　尼

に

長　対

荏ゆ会請で令会も良師岨用忠の存こでこる

莱くつ≡あに的身のすわ同勅荏とあと0以る

つ定立分着べれ天がとにれノを

｣僧場請ため堤秩用きる武でしな
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『華厳　経

老　六　(　七十　巻'　大巻　を　写　し

(　七一八
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『続日本紀』記載の諸国への造像記事だけでも、天平九年三月丁丑、詔「毎国令造釈迦仏像一躯。挟侍菩薩二躯。」「天平十三年正月丁酉「三千戸施入諸国国分寺。以充造丈六仏像之料。」天平十五年十月辛巳、大仏造立詔。天平十七年九月甲成、「諸国令造薬師仏像七躯。」『続日本紀』天平七年六月己丑、霊亀二年以来の荒廃寺院併合策を停止。天平十三年二月十四日、国分寺建立詔、毎国七重塔一区・僧寺・尼寺の創建。その他にも京師・畿内の官大寺・准官大寺への食封施入、国分僧尼寺への財政援助等が天平六年三月丙子、天平十年三月丙申、天平十三年正月丁酉、天平十六年七月甲申に見えるロ天平十九年十二月乙卯には天下諸国の百姓に「情願二造塔一。悉聴レ之。」の勅が出ている。前掲註

(5)

前掲註

(2)

『行基年譜』「天平十三年記」

井上光貞「行基の宗教運動」(『日本古代の九七一)、石母田正「行基と国家と人民」論』一九七三)井上薫「(『行基』(吉川弘文館一基伝道と社会事業」(『日本古代

国家と仏教』一
(『日本古代国家

の

の
九五九)、中井真孝「行仏教と民衆』評論社
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考招

等拷し国の経戻

四　王　(　毘
L tて　安土･衰　悩』　巻戊　条薬師

恭　敬楽　な辺　垂を　滅第　二㌧　桓悔過

沙
しらをし

よ　れ　ば　六て　『　薬　師

武が育経

日｢1甘口旧供し擁て四天行僧』

天秦め請安天皇わを七

し揺王六れ請巻

を晶十たじを

天
看た乃得第九〇

『
読

王　)
を能至せ六歳

擁く怨し)に

を　挙げ　る｡
囲　澄　　前　掲兜　率　天　経』に　依拠　し　た

註

2　5

論

響　が　あ
性　が　強

考i

､ カ

で　は　四　十

と　し　な　が　ら

と

し　て　い　る｡
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研　国

(　3　3　)　『

十

(　3　4　)　本

とで道寺の

(　3　5　)(　3　6　)(　3　7　)(　3　8　)

神僧都綱法天光長『類分究
出　曜経　』　巻　第　六　無　放逸　晶　第　四　の　二　(　国　訳一切　経

)

本縁部

紘共あ慈は弥負綱

会　の　前　年にるはイ戟六
は律

華　厳

道

唐　西

七
慈

明紙殿

､　天　平　十　四　年　に　は　道　慈処　九　会　図　像　を　造　っ　て　い
と　本　法会　と　の　か　か　わ　り　は

寺　を　模　し　て　大　安　寺　の　再園　精　舎　を　範　と　L t　祇　園

が　大　安　寺　でる｡　七　処　の
､本　文　で　後

建　も　お　こ　な精　舎　は　兜　率

寺　主　の　教一は　兜述　す　る

の　イ　メージ　を　模　し　た　と

二
務平明屋蘇衆僧』

｡　(

年条'『七　大寺　日
尼　令　｣　に　定　め　る

よ　り　構　成さ　れ'
律　師　以　上　)　必　須

記』)　も

言　う　伝　承あ　る｡

(　『

率が西九記

僧　尼　を　統　括　す　る
そ　の　選　任　に　当　た　っ

1 者勝宝皇　后王　御日　本

0

上

三
l

麻紀

所午切書』

レ挙菩提経奥写　大は　天は　天

徒衆｡皆連
は　僧　正　に

レ用　下徳　行｡能　伏
署牒　レ官｡｣　と　あ

道噂　は　律師　に　任

書　(　正　倉院般若経御願平　十　三　年　三
平　十　三　年　二

布　と　藤　原　広
一九　六　六　)

御物華厳経論巻文月　乙　巳　(　二　十　四月　十　四　日　と　す　る
嗣　の　乱　｣　(　『奈

は　諸　説　に　詳　細

日0
良な

)井戟検

と上仏討

す　る

薫

教史を　加

が
｢

のえ
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二　月　十

(　3　9　)　『類　衆

四
三

顔顔
顔下向顔之衛

天開

日
代

神開

を　取　る　べ　き　と　す

る

格』　が　載　せ　る　頗

太親二彼顔塞

地　祇共　相　和　順｡巳　降先帝尊　霊｡
天　皇｡　大　夫　人｡　及　正　二　位　右

文恒長
顔大

0

部
将辛

従　い
分　は

二福二珠

た
左慶林

　ヽ　　0Lv

の　通　り｡

原　氏｡　及臣　橘　宿　祢

一永一同皇請

護二国家　T.遊二宝利一｡后　藤　原　氏｡皇　太　子　巳兄等｡同資　二比　福一倶

0

氏　先　後　太　政　大

二聖

レ国者

(　4　0　)　『

日

(　4　1　)　大

東
の

之解頗世

類　衆
の　太隅　清方　書

古　代

L⊥∠T　一

二憂若　悪世　長三　代政　官陽店

戟0長
綱

君坐格符

恒奉　二　　先帝
T ｡乃　至　自　レ古及　見　在　子　孫｡紹　二父　祖　之　名共　出二塵龍一｡

臣
1巳倶

0

｡　及　皇　后

先

而陪　二遊　浄　土
来　至　二今　日因　二此　福一各

広　二拾群　生

枇　従一位　橘　氏　大　夫　人
1｡長　願　二後代一而　常身為　二大　臣一喝　レ忠奉継二前範一堅守　二君臣一｡　通　二該　諸　品一｡　同

邪臣　犯二破此下無　二仏法一処』　｢　僧　綱　員位を載　せ'｢威

者｡彼　人　及二子孫一必　遇　二災禍一｡

｢　儀　制　令　と　律　令

一九　九　二　)　｢　礼

史　7　『　信　仰　と　世　界

上井倭国
と観

井僧位階事師　八
家　｣儒教』　岩

人(　『忠波

｣　と
中　国

想　｣書　店

｣　は　延　暦　五　年　三　月　六
定　め　て　い　る｡

礼法　と　日　本　律令　制　』(　列　島

二　〇　〇　六　)　は　大　化
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前　代

(　4　2　)　武　田(　4　3　)(　4　4　)(　4　5　)(　4　6　)(　4　7　)(　4　8　)(　4　9　)

五『金鎌　田庫井　上凝然『東田　村

の　氏　姓　制佐　知　子　｢

の　伝統　を　残　し　た　特有　の　礼秩序　を　指摘　し　て　い　る｡古　代　に　お　け　る　道　と　国　家　｣　(　『　ヒ　ス　ト　リ　ア　』

一九　八
光　明　最

茂　雄一九

薫
『　三

大　寺

tl ＼i i Z g

九　)
勝　王｢　華

八　)

経』　｢除病　品　｣
厳　思　想　の　核　心　｣

｢長者　子流水　品　｣　等(　『　華厳　の　思　想　』　講談　社学術　文

｢東大　寺大

国仏法伝通縁要録』　諸宗章

仏　の　造　顕起』､井

思　想　｣　(前掲註　(　2　0　)　著書)上　　薫　　前掲註　(　4　5　)

平　岡号翰

(　5　0　)　栄

の

(　5　1　)　『

読

(　5　2　)(　5　3　)

『原時蘇ん上武七

圃澄定　海一九
雑集永　遠代』日　本だ　宣

薫

前掲　註　(　2
｢　聖　武　天　皇　廉

五　五　)'東　京』　｢　釈霊実集｣
男　｢　天　平　六　年

塙書房　一九紀』　天　平　勝宝命中｡

前掲　註　(　4

5　)翰雑集

に　つ　い　て　｣　(　『南　都　仏教　』　第　二

女　子　大　学古　代史　研究　会　編　『　聖　武　天　皇辰

研究』　(汲古書院　　二　〇一〇)の　聖　武　天　皇　発　願一切　経　｣　(　『続　日　本　紀
八　三　)元　年　十　二　月　丁　亥　条､東　大　寺　で　橘　諸　兄　の5　)

天　皇　の　譲　位､孝　謙　天　皇　の月　甲　午　で　あ　る　が'　閏　五　月

即　位　は　七　四　九　(　天　平　勝宝　元　)の　時　点　で　太　上　天　皇　沙　弥　勝　浦　を



勅 　 を 　 よ 　 東

い　を　著れ野

下

の

平

田

寺

に

て 　｢ 　 ′A r 　-

将も者ば治

っ 　 は 　- 　 之

す 　 　 　 広

勅 伝 授 知 非
』戒精寺年

中 　 の 進 院 の

の 和 練 条 政 妖-

- 上 行 〕 策 言-

勅-~ 　 に に 惑 七
0

使 　( 　 　 　 ー 　 照 　t
｢ 　 　 　 日 日 　 　 レ

良『　日　英　ら　衆
『判

…≡二号I:｣ 　 二 　 て

乞

0 ｡ 集

団行条

綱 と 基｢

連 は 集 近

署 取 団 レ
｡ れ 　 と 　 京

な　解　左

い 　 す 　 側

経

国 　o 　 る 　 山

』

将
は 　 ら

天 使 大 新十記記

年 云5. 他 皇 め 徳 書

頃 　o 　 　 に か' 位

『精別見ら大名二
l 一

大 進jL 　 ら 　 の 徳 和 ○

宝 練 道 れ 賜 の 勅 ○

律 行 場 な 号 位 特 九

令 　' ー 　 い 　 と 　 名 　 造 　)

』 　 謂 　o o L 　 和 と｣ 　 に
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- 　 譜 　 律

致　』　令

す 　 中 　 国

(　5　4　)(　5　5　)(　5　6　)

称残前『原説僧那

し　た
さ　れ掲　註続　日

'　衆が　あ尼　令司　】｡

(　5　7　)

て

(　5　8　)　『

衆行に

(　5　9　)　井

家の

る

令　集衆教基　大対　す上　光と　貴
｢　天

こ　と

は　こ　の　と　き　の　勅　願　文　が　大　安　寺　管　隷

て　い
(　4

本　紀二集

る　こ　と)』　天　平多　人　T ､

で　証さ　れ　て　い　る｡

る5

が
〔

翌

勘

○　)　年　九　月　庚　辰

｡｣　の　記　事　を

も　行基

食者一
と　あ　る

岩　波

し　て特　に

弁　僧　都　を　しる　｣　と　読　み

都
て大

及
いた及徳

が解
ヒ′　ー

徳る貞族平

』
0行法

｢

礼十

大　徳を僧　尼　令謂　行　基事　是｡家解釈
行　基　年会　』　吉

号　と　す

寺　院

る　明　確
条　〕　に

な

史料　は

行　事　類是｡
あ　り'古　記し　た　書　と　さ

｣
はれ

古｢　古
天　平る｡

三　年　記

譜-　ノ

｣

ーム弓
が

特　に　天　平　十文　館　一九
当　時　の　公　文

≡六

牢　記　の　研　究　｣九　)　は､『行　基　年
書　地　名　記　載　方　法　に
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る

(　6　0　)　『

造春転

(　6　1　)　『(　6　2　)　横

と　こ続　日都一正　月二填
蘇

山』

日

ろ本奔
乙

港本
紘

店

(　6　3　)　『

九
0

(　6　4　)　井

石店

(　6　5　)　『

の基をる

続
院

｣
上母

行
山は請0

ヽ 一
､ カ舵亡

酉

ら　同　時』　和　銅
猶多｡

詔　｢諸

整　7紀』

｢

｡其　類

代史料　と　し　て四　年　九　月　丙　子
錐　レ禁　不　レ止｡国役　民　選　レ郷之

不　レ少｡｣

の　価値　を　認　め　て　い勅　｢　頃　聞｡諸　国　役今宮　垣　未　レ成｡｣　七
日｡食糧絶乏｡多

る｡
民｡労　二於

同　和　銅　五　年健二道路一｡

自　照一九
日　本

の　内と　あ

薫

社七紀
荒る『

天　平勝宝　元　(　七　四
唯　識　仏　教　の　利　他菩出　版　　二　〇　〇　八　)

三　)

九　)　年　二　月　丁　酉条｡薩道　｣　(　『唯　識　-　こ

同　『唯　識　の　哲学　』

こ　ろ　の　仏　教
(　平　楽　寺　書

田　正　｢一九　七

』
磨

0

行
国≡

宝　亀　四　(　七　七　三　)
し　た　六　院　に　つ　い

年　十　1　月　辛

て　｢　精舎荒　涼

卯　の　勅
､　空　余

｡行　基　四　十
二坐　禅之　跡

基　』　(吉川　弘文館

九　五　九　)

家　と　行基　と　人　民　｣　(　『　日　本　古

代　国　家

論　』　岩　波　書

基　年　譜』
城　国泉給　孤　独い　受　け

『　年　譜』

は　天　平　十　三　年　三　月

橋　院　へ　の　行　幸'行園　を　日　本　に　も　作　りて　い　る｡　後　に'　為
の　こ　の　部　分　は　｢　天

十　七　日
基　と　のた　い　と奈　野　に

平　十　三

の　こ
会　談'　天昆　陽年　記

と　と　しを　記　し皇　よ　り施　院　を
｣　や　『

て　聖　武　天　皇て為逮午

ヽト∨
秦読代

る｡　行野　の　地し　て　い記　｣　部
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分と異なり信を置くことは出来ないが、「十三年記」の提出や十月の木津河架橋後の大量入道許可等の状況から全くの虚構行とも考えられないのではないだろうか。行基とその集団が『稔伽師地論』に説く菩薩行の実践者であったことは第二章で考察した。天武紀十四(六八五)年三月壬申舎、乃置仏像及経、以礼拝供養。」をめぐっては井上薫氏が「天武家作仏舎」」(『奈良朝仏教史の研国分寺創建時期の問題と絡め、詳毎家は百姓の家ではなく、国街の氏の見解に賛成である。むしろ百家によって認められたのは聖武朝てよいのではないかと考える。『東大寺要録』本願章。『扶桑十四日。於平城嶋宮。請二大僧皇二受菩薩戒一。名勝満」とす記』と同内容。天皇の「太上3)

参照。

石母田正

目Ij

掲

注

6 

4 

略記』は「正行基一為る。『行基
天皇沙弥勝

天平二十二其戒師一年譜』は満」は前

掲『。一

注扶太年

(桑上正

5 略天月

の姓一細究十との

天の堂ね』四ぁ詔

平仏と検一年りに

十教し討九三、「

五信たと六月詔諸

年仰。批九詔中国
毎家、作仏の「毎家」の「諸国毎)において判の上に、筆者も井上が天皇・国を画期とし
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補論

｢大　僧　正　記｣　に　つ　い　て

ヽIV注h ソにのさあその

十L
l

て目行安とらるの報

午弟隻しそ分て九詳さ塞倍装に0後告

行千団公のなき
l l

細れ研秦丁吉
吉

行と

基　研　究　で　引　用　さ　れ　る歴　名の　構開　さ検討検　討た　の七　年な　史る　こ究　に
1　氏･内田　清

田　氏
基　四㌧　出

が成れがはでに料とお

主をて必行

体　で　あ　る｡知　る　好　個　の

日紹な
ヽLV

が　唐容　と雄　氏

ヽLy要わ
そ

下介くて招もが

るでれ
の

無と

写　本　にあ　る　がて　い　な

史同史は

史料性
注握に書

倫　氏考　察朝　枝目　さ寺　でか　な陵　部

は　池　底本

を　も　と

を善れ閲りで
に

料時料≡
ヽ

~　　一

′
と

ヽレ

描え氏にし異質
て

｢

代と種晶忠
て

提てが至た同し≡

十　九　院　の一で

あ

大史しあでI( ノ

改
寺発読つ

｢

がた写寺

僧料てりあ0

め
所表考た大兄池本土

正にし塞る撃
て

蔵しの
( 2 )

僧ら底の塔

記乏ば要た者検のた中正れ叢異の

｣LLなめも討
｢( 1 )

で0記る

はILVば箇
ヽイ
カ本し大再と｣

辛行弓所管論て僧0紹こ

戟塞用で見文お正そ介ろ

は　日

も　の　で

土　文　字　瓦　の　集成

さ

れ　た

書　所　収　｢同　を　掲載全　面　的　な
人　名　瓦　中

■

研さ異のでき記のしが下あ大し

枚究れ同醍した｣後た
l

氏つ僧て

足にてが的ソばヽLY
l

本こ九閲た正ヽLV

らおきあ三し0巻史と_lヽi i Z質
( 3 )

ず
ヽLVたる写ば

のて0の本ラ

に料に二の

つはよ午も0が
0

果帝
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安名高と磨こ記

｣はまの招で｣

叢書

ま

記三て位と印戒とくー∩ノ全

』四ヽIV注の寵状墨

の他る見堤堤を中ずとのる録校蓋｣普｢逮に

僧のこ解寺荏磨の所題別0』合づ｢の
大

戒大

名史とで所宿甲写蔵す伝『とのく
同

舵
僧

状中

が料と蔵辛本本
のるを

事
し跡り

｢

にな致本レし′　ー

て
つれ檀

本
で

中

合
蹟

てが

級
記　』

あ

し

＼LV

'>た氏
と

あにて

る
てもが

し
る

鍋お

の　題
'　半

｣
な

そ
0

はの報
て､

がめ
り

寡
紙

中　の　行

千

ヽLv
の

池
残で告

こ　と
成　立

底　本
念　なし　かし　た

に

歴
｢　大

関

三　本　の

ら

あ

の　溜
御　廟

ヽ
t一
′

張　ら
記　｣　は

注　進の　金

状

と　報　告り　の　箱

細　注　進
て　い　る

さに
状

0

日　下
れ　て

そ　の
目　次

枚　足れ　て収　め

合
中　の

ずるれ

三　巻
も

の

｢　舎利　瓶
･舎　利銀　の　箔

｣　の　あ
記　は　と砂　子､

て
実れを

を
質

『
『

｢　大

の( 7 )

は
見な磨行の辛大僧も

名　中
僧　正し　て筆者の　機ヽLv乙

An ノ
磨痩冒. ′｢1正の0

磨
は

と　に
も　に苦　を

箱
招

巻
つ

筆撒

の
堤

千づ致き

日本
こ

甲記正記で安義
寺

本
＼L v

が敬

に記も
も

会下と本』舎
｣倍に

｣

仕
て同ら

も
｣

行閲を氏香とはは刺は所氏
｢｢

立弓じし

存の基質得報陵す
『著頼

『
々閲行同て

ヽ一
カとて

荏宿没して告部る行者記大栄質塞

し悪後たヽL vの所0塞を』僧にの菩舎

性まがな
｢

蔵

二がも
( 6 )

＼LV大の

でれヽLvあ

普異も正よ磨薩刺磨
ヽ1

0

痩に令節り乙起瓶答る装書

辛すま荏異本文記はと丁写

痩るれ各本は遺｣な
ヽIVまJb当



す 　 か 　 屋 　 本 　 り 　 は 　 答 　 式 　 表 　 初

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 　 　 こ 　 は 　 代 　- 　r r 　 が 　 目 　 紙 　 の

と　判　弘　校　大　舎　張｣　に　も

の
｢

｢ら刺僧之質明と

と行
禅

れ記正所がしす

は塞
林

て｣記写書な

考普
小

ヽLvに云加写
ヽIV

え薩
歌

る蘇｣也の0

る｡

大壁囲僧景行慈栄

僧大大正十静林潔道

正　記弟　子鳥　郡行基弟　子弓削氏犬貝氏唐囲氏大唐蘇氏

云

ら遺
註　｣

0きの｣際磨

れ　な誠　｣

｢　圭

達　識頁　を本　文と　あ加　筆甲　本

＼- ∨
｢

と　あ　る　(8)　｡　丙　本
行　基　大　僧　正　舎　利　記　｣

は　池

峰ヽ
･ カ改でるしの

定　慧禅　師遥　清　涼ら　式　目　ま　で　は　同め　て　い　る　が　こ　れ始　ま　り､　奥　書　に｡　奥　書　の一文　は

国華の同丙

た　も　の　か'　書　写　段本　文　を　左　に　載　せ､

節とみ筆本防他

｢　同

書忠題でのでの

底
大｣わ名

叢
僧1 ｣れが

書
正

目
｢

な

｢　右　得
み　に　あす　で　に二　写　本

第　三
記　｣

次　を大　僧

ヽ

く和　之nノ'あ　つの　異

十
｢

記正＼-. ∨
竹著た同

行す記き林者もを

冊塞題｣な寺のの示

西　大迦莫大

天　の　誤目棟連

か　)　圃'大　聖等　之　聖'　光来

大　須恵　山寺　云斯是和尚謂也並　師位｡

玄　基尾張氏神忠高志氏平則坐　氏

云　僧西　光氏　書､

法　義　(一本蔵)延豊秦　氏首勇河原氏

土師氏
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す　ルii:

翼従弟

井浄師位光信半位信定

子　千有線　入

善景師位恵教徳善

延暁半位迦成
是等馬　首

侍者千有線人

妻　勝隆基行勝聖　耀

神蔵主　安信巌

恵琳帝　安明所
是等馬　首

演

族　ノ弟　子　百　有

繰　入

元興寺　僧兵成大村氏明者　八一本看に作る)元　興寺　亮績

寺　僧浄安高志氏(息の字一本恩に作る)

是　等薦　首

甲･乙･丙　本　の

を　順　次　あ

第一に

-プ　化　しる｡　但　し千　余　人　の

げ､検討

異　同
し　た

を　示　し　た　の　が

次　頁　の　表　1　で　あ　る｡　重　要　な　相　違

ILv

｢

て仏大

大　僧　正い　る　こ典　で　は弟　子　集

記と釈団

｣が迦を

は一見､　弟　子わ　か　る｡　十　弟の　侍　者　は　阿　難さ　し　て　い　る｡

集　団　を　釈　迦チ乙

･侍　者　は
人　を　指　す

･丙　本　で

の　弟　子　に　擬　え　て　グ諸　仏　典　に　遍　く　登　場が　(9)　'　こ　こ　で　は
は　｢　故　侍　者　｣　と　な



表Ⅰ三写本異同一覧

亘塾 1 a_ 2 2 3 俟)gｲYx娩ﾙ2枻.ﾘﾒ乙本 兌曳ｲĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
大 槽 上 Yﾙ2ĀĀĀĀ

ナ シ b

僧 上 ﾙ2ĀĀĀ

和 上 刎2ĀĀĀ

十 弟 子 僧 偖ﾉ.ﾘĀĀ
~3 ~~_I_4 4 ~~~5 ~5 _~6 9 1b ll 12 16 17 18 18 兔踪犬X鬚ｨ2並立小字 兔ｪｨ抦鬚ĀĀĀĀĀĀĀĀ

景 静 法 師*1 佝9d 蹌｣ĀĀĀĀ. 庁 も 弓 削 氏 亶ﾈ 蹌 弓 削 氏 ĀĀ

犬 貝 氏 侈(ﾈ 韋 犬 耳 氏 ĀĀ

秦 琵  x 秦 氏  ₁ Ā Ā

坐 氏  x ナ シ  

井 浄 師 位 H( 犬 井 浄 師 位 ĀĀĀ
迦 成  闕 加 成  € Ā Ā

是等為首(大字) xX鬚為首(小字) ĀĀĀĀ7 ヽ 侍 者 侘ﾈ 驤 故 侍 者 ĀĀ

是等為首(大字) xX鬚為首(小字) ĀĀĀĀI 親族ノ弟子 Y.ﾘ親族弟子 ĀĀĀĀĀ

大 村 氏 Yｨﾉnr 大 村 氏 人 氏 ĀĀĀĀĀ

高 志 氏 俘( 躪ﾉnr 高 志 氏 人 氏 _.I- ､ヽ ′=!J ĀĀĀ

19 20 俘(6ﾚB 高 息 莞 字 佰ﾊC 顫ﾉ)rĀĀĀ

嘉 続  俘 ) 僧 亮 続  Ā Ā Ā

20 ﾇY=r Y9 x X鬚 為首(大字) x 淫ﾈ鬚

*行数は2頁掲載の甲本による
*1 ‥ ･乙･丙本の｢法師｣表記は歴名の全員についている

か　て

ら　お

ー ー'U- に'~- の り

い を す= す 群 間 範 静 す れ 去 歴 白 が 味 亡 味 　0 ､
日

人 僧 　 と 　 る 存 死 は た｢ と 　 で で 　 る 　 こ 　 あ の｢ の

も 位 解 　o 在 者 疑 な 故 も あ 死 　o と る 意 讐 意

な 持 る か る に で 噂 掛 る ば し 名 体- に

い つ と ら の- あ を｣ の- て 作 に 故 解

の た こ の も 為 る̀ 設 と が 故 い 成 疑｣ す

は 者 こ 弟 変 首 　o け い 適 弟 る の 間 が る

不 が だ 子 で｣ ま る･ う 　 当 子 弟 段 が つ 説

く に 元-

な 解 か 故

っ す ら｣

た る の を
｡ 説 　｡ ｢

自 　- 　 け 　- ′ あ 　 が 　 た 　 の 　 新 　 で｣ 子 　 階 　 あ 　 く 　 が｣ ､ ｣ 昔

ー219-
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る 　 い 　 がを　そ

取　れ

しヽ

0

法　『

師　続

然弟身僧成割忠らの侍れ本磨こ甲ぞつ冒

でチのがしにJn ノれ輿者第たの名An ノ本れて第本

あ群弟含たよ0る書｣二
■

~

全しをの＼Lv≡舵

るを千まとるた箇にとに○為体た原役てに』

0描群れ忠もだ所もな第Ⅶ 川 口nH首の矛壁割

翼すだるわのしがあっ六｣
書盾とをよ紘

荏請つこれと凝あつてと人で
式をで拷く丙

市･ ロ 臼.

弟　子でたとる見然しn ノ

たILV関がはヽ｢
め莱きつ

考本
が

あよ
ヽ一

- 刀0らの
よた

逮千最ら
さるて

慮に
付

とりAn ノらこれ
『

そ
I( ノと

す余後＼LVなな
.ヽIV

さは
く

竹れ
にヽ■LV

る人の
え

.ヽ1らた
れ各

の

>( ノ当あるグ磨蘇に
竹A( ノ

がと
･

の時るとレノ

は　限　らの　イ
(10)

十　弟-　プ

甲　本　の寺　格　録は　｢　故

チわ
｢

』

れド0と十ノ乙■
侍に

たで行とは者は

林寺　に　伝こ　と　で　あ

侍　者
わ　っろ　う

甲　本　｢　是　等か　百　余　人　を人　が　統　率

ば　そ　の　人　物　は
た　め　に　は　甲ば'行　基　集と　と　も　に､

た　組織性　を　示僧名　の　下　に　｢
は　僧　綱　任　命

者
各

本団各
し紘者

｣

たか
盛率で

群
のはグ

て市･ 日LP
な

鍾も塞も弟｣明と
写0

首
.ヽ-=Vあ

の
形各レノ

.ヽLV
｣lヽIhV

輿レLL ⊥弟にチがらな
本

に較千行集原
ヽ一
めつに

の的隻塞団型にては

み袷団隻ので本
l､1 ′Y凝

見福も団中は史る然

らな市･PPのでな料

れ知位描の
ヽ｢
めの

導立つ弓

(ll)の　頃

釈階辛層堤た用0
こ

迦層位を辛
ヽ

､ カと丙
｢

の出の形役と見本故

｣るる
頭

式グ
る

がし

はのと
に

がレノブ
0

付目士｢

各意
l､ I V

こ
理が

グ咲An ノなにプ隻

レノで意
＼I H V

ヽ【
め

あ咲とな

に　分団　指

プるにおっ'
め

に0な
ヽ]
めてれ

導　体

り育/乙るし'LVて刺

甲本
僧　の
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云＼LV階点と渇ろ本行磨似僧原所と

文両エ ロLP第｣○でヽィ
､ カ第な戟lつ′が塞以甲点正寺弓で

辛等四の秦
｢

ら五つが0原弟上本が記起用こ

過磨に前良云もにてな以本千のが多
｣文がれ

り･
名

3の時云甲
7ヽLv

ヽ- ∨
下に隻検

｢

ヽ- ‥Vが遺あま

｢

に行
｢

代｣
本行る

法も
日大史を

が
目0

(12)
煩　墳近団討大とお戒る安

＼IV

の
ヽ｢

､ 刀僧＼LVさ状0倍

の
敬

甲質料捕原
甲犬にと

性
ら正A( ノ

め』『氏

節
称

本恵のー(ノ

壁
本月‖

0な
ヽIV

｣

は
に山弓こ

に

｢

転るえ

格を
日　下記　｣

こ　と

で
な

は寺用と
近

行犬写のる
知

無と
が

辛
ヽLv

称　で　あ　る

よ　っ　て　甲

｢

｣形は
＼LV

林耳
ので0

云　云　｣　がま　で　と　わ式　は　｢　云校　合　を　行
の　で　は　な　か

犬貝氏　｣　が

0

本
あ

ヽ｢
め

正　倉
が　原

り　　｢る｡

つろ

た　場
う　か

乙

は　『新撰　姓
過　程　の　誤省　略　す　る甲　本　の　｢

写が侍

本　｢

氏　録　』
と　推異　同者　｣

る　上　で　も　重　要
倫　氏　が　1　九し　て　は　最　も

い　え　る　と　思　う

な

ら　れ　て　い　る　『　行　基の　校　訂　に　用　い　ら　れ
菅　原寺　起　文　遺　戒　状』

閲　覧　の　箱　の　中　に　も

原
0

菩

(

は
あ

表　記
七　年本　に

さ　ら
薩　事

行　基
『　行

り'

院壁大乙云令
0

犬
『

測表や
で頃近

に
顔普塞池

文　書と　推僧

正丙｣外

の刺記にがあ

班す｣は多り

田るの
｢

ヽLvえ

司0ラ云0な

用云転
＼- ‥ ∨

画　師､が｣写0

｢

がのこ

云な段の

月姓でを
｢

あにく
日

記

氏氏き総是る唐
下

』

薩　事菩薩底　叢

合等0描乙氏は顔起香

丙系甲的烏

本大本に首

｢

秤が判｣

大輿原断の

耳』壁し表

氏にでて堤

｣もあ甲は

提本が仏記文の

寺と閲教作遺行

で丙覧坐莱戒塞

閲本し書)状関

質にたのと』逮

しは
｢『

≡の文

た類大管カこ書
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に塞日が状刺
＼IV実が吹に

『
大とは

｢

大之項

も菩下A』さ
Tヽ

め唐性班名存泉鳥し大大須がで

入痩氏
つ作れと甲を莱が荏州那て須迦恵

P i i q
弄りの

つ起がて成る忠本秦る莱し志大ヽIV恵莱山泉み

て文閲
＼Lvに0

[ つ/を付0
億た』香る山大寺をラ

い　る遺　戒覧　のた　可当　た傍　証0

基　にけ　正し　たに　適ら　し高　蔵恵　山
(13)寺　の目　棟の　立遊　覧用　し

大

僧

正ト

舎で

文　書
高　く事　蹟記　』

利収
の　中

瓶　記　』蔵　さ　れ
に　も　『

仏　教　全』　が　校信　悪　性

とて行
書令を

『ヽLv塞のの秦

正こ起原にる

記の文寺なも

』こ遺起つの

とと戒文たで

『ヽ一
､ 刀状遺とま

行ら』戒樵な

考当が令
ヽI U ･寺寺立逮場のて

えレしイつ
しが

(

僧0場等の上
＼Lv

るすてて逸大也筆
に之主香る

とる
｢

ヽLV文香｣
者

立聖蛋
ヽLVの

｢

た節るあ忠の
も

つ

大め荏
と

る院
｢

同
た光読

『｢

僧に各ヽIV

のの僧
意

表莱め泉僧

正　記そ　の位　注
え

み漢正
見

堤東る州正

よ
で身記

で
で大0志記

｣
/

録
An ノ

今)｣

あ
あ和和』｣

は　歴　名部　が｣

0

はのは
る

る囲泉のが

0大国中高

ら
ヽL v僧わに大

｢　行
磨鳥目で蔵

中用>れノ正つ弓僧塞甲那根
｢

寺

のさ
『託てく正者本大那僧す

｣.ヽ1. ‥V

｢

記大2秤出正な

そな僧｣須行大身記わ

チと記のヽ- レ,正の忠目香の｣ち

の解』も0記こ山J P
め恵著を大

存す顔の日云と守ら山者高質

荏る答は下行で僧3寺石蔵恵

のこの別氏塞あ｣行｣橋寺山

辛と目個は者ると目も直の寺
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『　絵一点事　と僧　正と　あに　適も　法網　｣が　大

｢

わ倉は普命之為寺磨敬詞
二定

さ記つ切義が

っ　た　と　い末　期　の　作次　の　よ　う薩御行　年二　奉　二建経　峡一㌧二遺也顔花』院れ｣たなを
｢

而之は
弟一､坊舎僧庵薫修潤色

須恵大　僧

罪てに0人意大院正

之　四い　る土　師と　も物　で識　し僧　正に　伝記　｣

^つ　こ　と

『　行　基

に　そ　の三　十　九立一伽
得　丸､

記　二録
加　レ薯､禅也､積　レ歳多　く　注至一｣(15)

氏　と　あに　大　須あ　る｡た　表　現記　｣　でわ　っ　た
歴　名　に

で
普

縁読蛋国縁
寺

頭

は　な　い　だ　ろ　う
薩　縁　起　図　絵

起　を　記　し　て　い､奉　二為　文　武也､彫　二刻　七

^
カ

詞
る天仏

0

』　の

(14)

｢　大　須　恵　寺　建　立　絵　篇　第　廿

0

勝　為　二勅　使起　之　大　綱-
院増　レ鱗､

陀路雲　レ穿

一点

国

義　理

ロカ

御節
院無

普之
罪双

提　7 ､応　二聖　武　皇帝　之　勅霊　俊一､安　二置　二　百　余　巻
之　四　至　二　法　義　真　成'

之　蓮宮'湧季　再　興　之　斎

二於
之　影

円　宗一､向知　レ時

観解凝二密法　1㌧　焼香床苔生

意に
0

り忠法であ可

を　要　す　る　史つ　い　て　は　新

料

で

あ　る

が

｢　法　義真成､､莫　成　は　大院　の　建　つ　在

壁為
村也

亀　男二遺
氏､の　豪

氏
弟行族

｢　得　丸

に　よ　っ

､国勝為　二勅使て　根拠　の　あ　る　記

一　｣　と　あ　る　法　義　は　｢　大基　親　族　弟　子　で　元　興　寺　僧で　大　須　恵　院　を　管　理　す　る

義　は　十　弟　子は　な　い　だ　ろっ　た　か　ど　う
能　性　を　指摘

で[( ノ
ヽ.
カ

し

あ　る
　ゝ　　0
カは　不

た　い｡

ヽ｢
､ カ『明

ら　｢　加　薬　之　影向　知　レ時　｣
絵　詞』　に　い　う　｢　縁起　之　大

で　あ　る　が'　｢大　僧　正　記　｣

挙　が　る　弟　子

の　う　ち　左

に　挙　げ　る　弟　子　達　は　史　料　に
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玄　基
法　義延　豊

をれ

知u L
『

寺　要

る
読大録

正会秦

『
録

こ　と
り　た僧　正

の　で　き
ヽLv

(16)

る　者　達　で　あ　る｡詳　し　く　は　先　学　の　研　究　が　あ
0

』

開

舎　利　瓶眼供養
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本論考中　で　次　の　も　の　は　既発表　で　あ　る　が'

1　部修　正　加筆　し　た｡

｢『壌伽師地論』　と行基集団｣　『専修史学』　五　四号　　二　〇一

三　年　三　月

｢　天　平　十　五　年　の　法会　と　行　基　｣　『専修史学』　四　九　号　　二　〇




